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この報告書 は,日 本自転車振興会か ら競輪収益の一部で あ

る機械 工業振興 資金の補助 を受 けて昭和53年 度 に実施した 「社

会 福祉関連機関 等 にお け る情報処理 システムの研究 開発 」の

成果 を とりま とめた もの であ ります。
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高度経済成長時代か ら安定 経済成長下 にお ける高福祉時代を迎え るにお よんで,

国民の健 康 ・福祉 に関連 の ある各種 公益 的機関の機械化に よる運営の合理化 に立

遅れが散 見され,社 会福祉関連 機関 等におけ る情報 システムの研究開発 に対す る

社会的要請は極めて大 きい ものがあ ります。

こうした社会的要 望に こた え るため,社 会福祉関連機関等公益 的機関 が共同 で

利用可能 な情報 システ ムを構築す るこ とに よ り,こ れ らの機関 が機械 化を図 る際

に直面す る人的 ・資金的等の面か らの随路 を除去 し,運 営合理化に少 しで も役立

つよ う研究開発に着 手 しま した。

今年度 は,開 発 の初年度 にあた ってお り,社 会福祉関連 機関等の調査,シ ステ

ム化の モデル機関の選定 および シス テムの基本構想につ いて検討 し概 略設計 を行

ないま した。

当事業 は,有 識者か らな る 「社 会福 祉関連 機関等情報 システム研究開発 委員 会 」

を設置 して 実 施 した ものであ り,本 報 告 書 はその研究開発の成果 を取 りまとめ

た もの であ ります 。

今年度の研究 開発に ご協力い ただいた委員 な らびに関係各位 に心か ら謝意 を表

します とと もに,こ の報告書 が,社 会福祉 関連機関等 のみ ならず 各方面 に利用 さ

れわが国の 情報処理 産業 の発展 の一助 と して寄与で きれば幸です。

昭和54年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 上 野 幸 七
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1.情 報 シ ス テ ム研 究 開 発 の 目的 と方 針

最 近 に お け るわが 国 の社 会 福 祉指 向 に と もな い,と くに 国民 の 健 康 ・福 祉 に 関

連 の あ る各種 公益 的 機関 に お い て,コ ン ピュ ー タ,通 信 回 線 等 の情報 処理 技 術の

利 用 に よ る運 営 の合 理 化,サ ー ビス の向 上 等 が 要 請 されて い る。 しか しなが ら,

これ ら社 会 福 祉 関 連 機関 等 が単 独 で 高度 か つ 複雑 な 情報 シ ス テ ムを構 築 して い く

こ とは,人 的 に も資 金 的 に も非 常 に 困難 な現 状 で あ ると考 え られ る。 そ こ で,こ

れ らの 機関 が 共 同 で 利用 で きる情 報 シス テ ム を構 築 し,開 発 ・運 営 す る こ とに よ

り運 営 の合 理 化,サ ー ビスの 向上 等 を図 る こ とを可 能 に し,健 全 な運 営 に 資 す る

ことを 目 的 と して い る。

そ こで,社 会 福 祉 関連 機 関 等 に お け る情 報 処 理 シス テム の 開発 に 際 して は,全

国 的 規 模 で運 営 され てい る健 康 ・福祉 に関 係 あ る公 益 的機 関 と して,(財)日 本 ユ

ー ス ・ホ ステ ル協 会
,(福)中 央 共 同募 金 会,(社)日 本海 員液 済 会,(財)国 民 休暇

村 協会,(財)国 立 公 園 協会,(福)恩 賜 財 団 済 生 会 等 を選 び事 業 内容,組 織,情 報

シス テ ム化 対象 業務,情 報 シス テ ム化 に対 す る ニ ーズ等 の調 査 を実 施 し,情 報 シ

ス テ ム化の ニ ーズ が 高 く,か つ,シ ス テム 化 の モ デ ル として 適 して い る機 関 を選

定 す る こ と と した 。

調 査 した機 関 の特 徴 としては,次 の とお りであ る。①(財)日 本 ユース'ホ ス テル 協

会,(財)国 民 休 暇 村 協会,(財)国 立 公園 協 会 は,そ れ ぞれ ユ ー ス ・ホ ス テル,国

民 休 暇 村,民 営国 民 宿 舎 と呼 ば れ る低 廉 な宿 泊 施 設 を有 し,宿 泊 利用 を通 して 精

神 衛 生,健 康 増 進 等 に寄 与 して い る 。 と くに(財)日 本 ユース ・ホ ス テルは,行 動

規 律 を重 じ社 会教 育 的 要素 も有 して い る。②(福)中 央共 同募 金会 は,共 同 募 金,

助 け合 運 動 に よ り,貧 者 ・弱 者 救 済 等 の社 会 福 祉 活動 を行 な って い る。③(社)日

本 海員 扱 済 会,(福)恩 賜 財 団 済生 会 は,全 国 に設 置 され て い る 当該 機 関 附属 の 医

療 機 関 を通 して医 療 援 護,保 健 予 防 活動 を行 な っ て い る。
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また,調 査 した機 関の情報 シス テム化 の対象業務 と しては,次 の業務 があげ ら

れ る。

①(財)日 本 ユース ・ホステル協会 は,主 業務 としてユース ・ホステ ル会員登

録 業務,ユ ース ・ホステル宿泊予約受付業務,入 出金管理業務,各 種 統計業

務 等が あ る。

②(福)中 央共同募金会 は,主 業務 として募金集計業務,配 分管理業務,各 種

統計業務等 があ る。

③(社)日 本海員液済会は,患 者集 計等 の各種統計業務 が ある。

④(財)国 民休暇村協会 は,国 民休 暇村宿泊 施設案 内業務,国 民休暇 村宿泊予

約受付業務等があ る。

⑤(財)国 立公園協会の うち,と くに民 営国民宿舎に関す る業務 に ついては,

民 営国民宿舎予約受付業務 があ る。

⑥(福)恩 賜財団済生会は,患 者集計,財 務 データ等に関する統計業務等がある。

以上の様に各機関毎に情報 システム化の対象業務 が挙 げ られたが,シ ステム化

の 対象 業務 の 範 囲 が 広 く,他 の 機関 の モデ ル とな る業務 を含んでい ること・

かつ,情 報 シス テム化の ニー ズが非 常に高 く,情 報 システ ム化に積極的 であ り,

システム化 に際 しての協力 が得 られ るこ とか ら,(財)日 本 ユース ・ホステル協会

を情報 システム化のモ デル機 関 として選定 す ることが最 も望 ま しく,波 及効 果が

高い もの と考 え られ る。

また,(財)日 本ユース ・ホステル協会は,単 な る宿泊提供 機関でな く,社 会教

育的機関 としての役割 を有す る機関 であ り,当 機関の情報 シス テム化 による運営

の合理 化は,社 会 的意義が高い もの と考え られ る。

以 上の理 由か ら,(財)日 本ユース ・ホステル協会 を情報 シス テム化の対象モデ

ル機関 として選定 し研究 開発 を進 め ること とした。
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2.対 象 フ ィ ー ル ドの 環 境

2.1ユ ー ス ・ホ ス テ ル 運 動 の 現 状

2.1.1わ が 国 に お け る ユ ー ス ・ホ ステ ル 運 動 と その 特 性

日 本 に ユ ー ス ・ホ ス テ ル運 動 が もた らされ たのは,今 か ら28年 前 の1951年 で あ

る。

その年 に横 山祐 吉 氏(当 時 日本 青年 館 専務 理 事)が,文 部省 の依 頼 で,日 本の

青 年 代表 をつれ て渡 米 した 際,ア メ リカ ・ユー ス ・ホ ス テル協 会 関 係 者 に 非 常 な

歓 待 を受 け初 めて知 った ユ ース ・ホス テル運 動 に 感 銘 し,帰 国後 各 界 関 係 者の 協

力 を得 て,1951年(昭 和26年)10月 に 日 本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 設 立 の は こび

に至 る。 さ らに,当 時 の ワ ンダ ー フ ォーゲ ルの指 導 者 ・地 域 青年 団 の 関係 者 を集

め て ス ター トを切 った 日本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会は,1954年 に 国 際 ユ ー ス ・ホ

ス テ ル連 盟 正式 会員 国 と して 加 盟,1956年(昭 和31年)7月 に は,文 部 省 所 管

の 財 団 法 人 と して 認 可 され,ほ ぼ同 時 期 よ り日本 各地 に支 部 協 会 を設置,1964

年 鳥 取 県 支 部 協 会設 置 を持 って全 国各部 道 府 県47支 部 の 設置 を完 了 してい る。

国 際 社 会 で の活 躍 も1958年 第1回 ア ジア地 区 ユ ース ・ホ ス テル 会議,1967

年第5回 同会 議 開 催,翌1968年 に は,そ れ ま で ヨー ロ ッパ を出 た こ との な い 国

際 ユ ース ・ホ ス テル連 盟 会 議 な らびに 国 際 ユ ース ・ラ リー を開催 し た。

一 方 ,会 員 の増 加 宿 泊 数 の伸 び は,1964年 の 東 京 オ リン ピ ック開 催年 前後 か

ら飛躍 的 に増 加 した 。特 に,当 時 の北 海 道 に お け る若 者達 の ユ ース ・ホス テル指

向 は もの す ご く,他 の 宿泊 施 設 に お い て も これ ら若 い旅 行 者集 団 を受 け入 れ よ う

と,ユ ース ・ホ ス テル加 盟 申請 か あ とを絶 たな か った 。

そ の後 会 員 数 は さ らに増 加 し,ピ ー ク時 で あ る1972年 に は 会員 数 は64万 人 に

達 し,日 本 に お け る年 間宿 泊 数 は340万 泊,う ち7月8月 の2ケ 月 間 に北 海 道 を
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訪 れた 会員 は85万 延泊 人 を数 え る にい た った。

そ もそ もユ ー ス ・ホ ス テ ル運 動 は,ド イ ツで発 生 し ヨ ー ロ ッパ大 陸 を 自由 に旅

行 してまわ る若 者達 によって支持 され て来 た運動であ る。 そ してその発生,発 展

過 程 か らホス テ ル(施 設)管 理 が 重点 業 務 と して と り上 げ られ,利 用 者 で あ るメ

ンバ ー(ホ ス テ ラ ー)に 対 す る サ ー ビス とか,訓 練 とい った よ うな もの は,ホ ス

テ ル宿 泊 時 以外 には 殆 ん どな い 。

これ に 対 し日本 で は,こ の運 動 を戦後 復興 期 に お け る青 少 年 の精 神 活 動 と して

と らえ,ユ ー ス ・ホ ステ ル を社 会 教育 の 場 で あ る と した 。

ホ ス テ ルは旅 の 我 が家 で あ り,そ こに常 駐 す る管理 者 は ペ ア レ ン ト(親)と 呼

ば れ,旅 先 にお け る両親 の役 目 を はた す。

泊 った ホ ステ ラ ー(会 員=宿 泊 者)は,す す ん で施 設 の 管 理 に 協力 し,食 事 の

用 意,あ とか た づ け は セ ル フサ ー ビスで行 う。 時 に は 自 炊 を行 い,ま た ヘル パ ー

活動 と して,人 手 の少 い ユ ー ス ・ホス テ ル管理 職 員 をた す けて,運 営 の 応援 をす

る。 その よ うな中 か ら良 習慣 を体 得 す る場 所 だ と した 。

次 に ユ ース ・ホ ステ ル活動 の 目的 に つい て述 べ る。

ユ ース ・ホ ス テ ル活 動 は,以 下 の こ とをね らい と して 活動 して い る青 少 年 の 社

会 教育 活 動 と い うこ とが 出 来 る。

① 健全 な 精神 は健全 な 身 体 に

終 戦後 わ が 国の 青 少 年 問 題 が真剣 に 取 りあ げ られ て きて い るが,ま ず 必 要

な こ とは 青少 年 に健 康 な 肉体 を養 う環 境 を与 え るこ と で あ った。 す な わ ち,

太 陽の 光 を浴 び田 園 の緑 に 身 を投 じて 都 会の 騒 音 を忘 れ て 楽 しむ機 会 を与 え

る な らば,健 康 な精 神 を は ぐくむ こ とが 期待 で き るの で あ る。

② 自然 と田 園 の ふ とこ ろヘ

ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 は,自 然 の豊 か な宝 庫 に い だか れ休 息 と さわや か さ

と を求 め る こ と を目的 と して考 え られ た もの で あ る。少 年 た ちに は夢 が あ る。

山の あ なた の遠 い空 の 下 に 横 た わ る ま だ 見 ぬ土地 に あ こが れ の 夢 を い だ い て

い る。 ユ ー ス ・ホ ス テ ル と い う簡素 で清 潔 な 宿舎 の 制 度 が普 及 す る と・少年
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た ちは きわ めて わ ず か な 費用 で旅 行 に 出か け る こ とが で き る。煩 わ しい日 常

生 活の 環 境 か ら解 放 されて,楽 しみ味 わい な が ら見知 らぬ 土地 の 風 物 文 化 や

歴 史 や 産業 の 見 聞 を広 め,夢 を満 た しな が ら知 識 を吸収 す るな どの 教 育 的効

果 も期 待 で き るの で あ る。

③ 友愛 と奉 仕 の心

ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 の 基底 に は,Hospitality(親 切 心)か らほ とば し

り出 る奉 仕 と友 愛 の 精 神 が あ る。 ユ ー ス ・ホス テ ルに 関 す る限 り,そ こ に泊

ま るホ ス テ ラーは 平 等 で あ る。 彼 等 は た だ 同 じく楽 しむ とい う特 権 を平 等 に

与 え られ てい る。 また,皆 が 炊事 や清掃 を 手伝 う とい うよ うな 義 務 を持 って

い る こ とを,ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 を通 し て学 び 取 る こ とが 出来 るの で あ る。

ユ ース ・ホ ス テ ル活動 の 発展 には,奉 仕 が 重要 な要 素 を な して い る。

④ 秩 序 と規 律

ユ ース ・ホ ス テル の生 活 には,秩 序 を保 つ た め に い ろい ろ な 規 約が あ り,

ホ ス テル を泊 ま り歩 く青 少 年 は,ホ ス テル の管理 者(ペ ア レ ン ト)の 指 導 の

も とに,こ の 規 約 に従 って行動 す るの であ る。 これ は 一連 の 生 活 の規 準 で あ

り,こ れ に沿 った行 動 をす る こ とに よ り,青 少 年 た ちは,い つ の まに か集 団

生 活 の秩 序 を身 に つ け る よ うに な る と共 に,社 会 生 活 に 必 要 と され る い ろい

ろ な しつけ が 体得 され る。 換言 す れ ば,あ すの 社 会 人 と しての訓 練 が知 らず

知 らず の 間 に行 わ れ て,広 い意 味 での 教 育 的効 果 も期待 で き るの で あ る。

⑤ 国際 性

ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 は,そ れ が 行 な わ れ る国 々に よ っ て多 少 は独 自の 方

向 をた ど り,さ ま ざまな 国民 文化 の様 相 を反 映 した特 色 もあ るが,い ずれ に

しろ 自然 と田 園 の 恵 み を青 少年 に 与 え よ う とい う根 本 目的 に お い て全 て一 致

して い る。 そ して 国 際 ユ ース ・ホ ス テル連 盟が 結 成 され て か ら,国 境 を 越 え

た つな が りが 急 速 に発 展 して来 た。 ユ ース ・ホ ス テ ル運 動 は,人 種 や 民族 や

宗 教 上の 区 別 をい っ さい しな い こ と をた て まえ と してい る。誰 に で も平等 に

門 戸 を開 くとい う方 針 が貫 か れ てい る。従 って 国際 連 盟 に 加 盟 し てい る 国の
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ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の 会員 は,そ の1枚 の 会 員 証 で外 国 の ど この ホ ス テ ル

に も自由 に泊 って歩 く こ とが で きる。 この よ うに して ユ ー ス ・ホ ス テル運 動

は,ヨ ー ロ ヅパか ら中 近 東,ア ジ アの地 区 まで拡 大 して きて,青 少 年の 外 国

旅 行 は とみ に盛 ん とな っ た。1つ の ホ ステ ルに い くつ かの 国 々の青 少 年 が 泊

ま り合 わ せ団 らん す る こ とに よ り,国 際 間 の理 解 を促 す ことが 期待 で き るの

で あ る。

⑥ ソ ー シャ ル ツ ー リズムの 一環 と して

近 代文 化の 進歩 に伴 って,日 常 生 活 は い よい よ煩 わ し くな り,こ とに 都会

は騒 音に 包 まれ て勤 労 大 衆 の 日 常 は ノ イ ロ ーゼ を招来 す る環 境 にお かれ る よ

うにな っ て きた。休 養 と レ ク リ ェー シ ョ ンに も い ろ い ろ あ るが,だ れ で も

参 加 出 来 る 点 か ら,ま た 気分 の 転 換 に最 大 の 効果 が あ るの は旅 行 で あ る。

そ こで必 要 な レク リ ェー シ ョン と して の旅 行 をい か に して国 民 大 衆 に 与 え る

こ とが で きるか の 問題 を研 究 し,組 織 的 に打 ちた てて 国家 的 政策 に盛 り こむ

の が ソー シャル ツー リズ ムの ね らい で あ る。

ユ ース ・ホ ス テル活 動 は その発 生 か らい えぱ,ソ ー シ ャル ッー リズ ム よ り

は 早 くか ら行 わ れて い る運 動 で は あ るが,各 国 と も ソ ー シ ャル ツ ー リズ ムの

一環 とし て ,ま た青 少 年 に対 す る対 策 と して ユ ース ・ホス テ ル活動 に力 を入

れ て きてい るの で あ る。

一 「ユ ース ・ホ ス テ ル活動 の 手 引 き」 よ り引用 一

また,ユ ー ス ・ホ ス テル の語 源 を 「HOSPITALITY」 と して求 め るな らば,活

動 の 中 に 「奉 仕 と友愛 」 が 加 え られ る。 この よ うな 考 え をと りま とめ協議 と推 こ

うを 重 ね1954年,「 四 つ の 誓 い 」 と して制定 した。

「誓 いの こ とば」

一 つ ,私 達 は,簡 素 な旅 行 に よ り,未 知の 世界 をた ず ね,見 聞 をひ ろめ よ う

一 つ ,私 達 は,規 律 を 守 り,よ い 習慣 を身 に つ け よ う

一 つ ,私 達 は,と もに助 け合 い,祖 国 の 繁栄 に努 め よ う

一 つ ,私 達 は,国 際 人 と しての 教 養 を高 め,明 るい 世界 を建 設 しよ う
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この 中 に 説 く とこ ろ 「知 育 」 で あ り 「徳 育 」で あ り 「社会 参 加 」 であ り ,そ し

て 「国際 協力 」 で あ る。

さらに,昭 和31年,文 部 省 に よ って設 立 認可 され た,(財 団法 人)日 本 ユー ス ・

ホ ス テル協 会 は,そ の 設 立 趣 旨 を この 法 人 の 目的 と して 「寄 附 行為=規 約」 第4

条 に以 下 の よ うに とりま とめ て い る。

「この 法 人は,国 際 ユ ー ス ・ホ ス テ ル連 盟 の規 約 に の っ と り,青 少 年 が その 自

力 に よ る簡 素 な野 外 旅 行活 動 に よ っ て,国 内 外 の地 理,風 物,文 化,歴 史 お よ び

産業 等各 方 面の 知 識 をひ ろめ,規 律 あ る グ ル ー プ活動 及び 日常 生 活 の 良 習慣 を体

得 す るた め の ユ ー ス ・ホ ス テル 運動 を推 進 す る とと もに,こ れ に 必 要 な教 養 の場

として の ユ ース ・ホス テ ルを設 置管 理 し,こ れ を提供 利用 せ しめ,も って社 会 有

為 の 青 少 年 を育 成 す る こ とを 目 的 とす る 。」

⑨

2.1.2ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の機 構 お よ び事業

現 在,国 際 ユ ース ・ホ ス テ ル連 盟 に加 盟 してい る国(協 会)は,48ケ 国50協 会

で あ り準加 盟 国 と して,15ケ 国 あ る。 会 員 数 は 世界 全体 で280万 名,ユ ー ス ・ホ

ス テ ル数4,743ケ 所,総 べ ッ ド数32万,年 間 の 総宿泊 数 は ,2,763万 泊 を数 え る。

国 際 ユ ース ・ホ ス テ ル連 盟 本 部 は,ロ ン ドン市 郊 外 にあ り事 務 総 長 は イ ギ リス

人 グ ラハ ム ・ピー ス氏,会 長 は ベ ル ギ ー人 ビー ト・キ ム ゼ ッケ氏 で あ る。 副会 長

は,Fイ ツ,エ ジ プ トよ り各1名,執 行 委 員 は,イ ギ リス,フ ラ ン ス,オ ー ス ト

リア,日 本,イ ン ドの6ケ 国で あ る。

国 際 ユ ー ス ・ホ ス テル 会議 は隔 年 に 開か れ,昨1978年 は フ ラ ン スの ス トラス

ブ ー ルで 開催 された 。

執 行委 員 会 は年3回 あ り,こ れ らの会 議 の中 で,規 約 の改正 や,新 規 加 盟 国の

承 認 が行 われ る。

(財)日 本 ユ ース ・ホステル協 会(=略 称JYH)は,文 部 省認 可 の 公 益法 人 で,所

管 は体 育局 ス ポ ー ツ課 で あ り,青 少 年 の健 全 な る野外 活動 を通 して の育 成 を 目的

に して い る。
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理事 現在 数19名(内 会 長1名,副 会長2名,理 事 長1名,常 任 理事4名)会 長

は,上 田 常 隆 氏 で あ る。 理 事 は2年 毎(昭 和 奇 数年 の11月)に70名 か らな る評 議

員 に よ って選 ば れ る。 この 法 人 の会 議 は,年2回 の 評議 員会,5～6回 の 理 事 会

が あ りそ こで議 案 が議 決,承 認 され る。 この 他 随 時常任 理 事 会 等 が 開催 され る。

本部 事務 局 は,東 京 市 ケ谷に 在 り,常 勤 の理 事 長 の下 で,職 員 は,三 部,一 セ

ンタ ー(総 務 部,管 理 部,普 及 部,事 業 セ ンタ ー)に 分 れ 業 務 を遂 行 して い る。

直営 の ユ ース ・ホ ステ ル は,運 営 受 託 の もの を含 め44ケ 所 にお よ ん で お り,こ

の直 営 だ け で年 間30万 泊 を超 え る宿 泊 者 を扱 って い る。,ま た,各 部道 府県 に は,

支部 規定 に よ っ て設 置 され た 支 部協会 が1ケ 所 宛計47協 会 あ り,内7協 会 は 法 人

化 され て い る。 支 部 に お い て は,地 域 の ユ ー ス ・ホス テ ル活動 を統 括 す る もの と

して,JYHよ り委 託 され た 事業,特 に会 員 活動,指 導 者 の 養 成,機 関 紙 の 発 送

等 の 業務 を行 って い る。

ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の 機 構 は図2-1-1に 示 す とお りで あ る。

(財)日 本 ユ ー ス ・

ホ ス テ ル 協 会

都 道 府 県

支 部 協 会

案 内 所直 営
ユース ・ホステル

指 定
ユ ース ホステル

( )青 少 年(ホ ス テル 会員 含)

図2-1-1日 本 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル 協 会 機 構 図
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憶

JYHの 事業 は,規 約では次 の8項 目が挙 げ られてい る。

寄附行 為 一 第5条 一 この法人 は,前 条の 目的 を達成す る為 に次の 事業 を行

う。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

こ こ数 年,重 点 的 に行 ってい る事業 は,継 続 的 な直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル建 設 の

他,会 員 増 加 の為 の 諸PR策,ユ ー ス ・ホ ス テル活 動 指 導 者 の認可,意 識 の 集約

を図 る研 究 集会,青 少年 の 海 外 旅 行 指 向 に対 応 す る海 外 旅 行 の企 画 及 び 実施,そ

して事務 の 省 力化,業 務 の 合 理 化 を 図 る為 の コ ン ピュー タ導 入 の 試 行 実 施 で あ る。

ま た,都 道 府県 支 部 協会 の 監督 の もとに,案 内所 とユ ー ス ・ホス テル(直 営 ユ

ー ス ・ホ ス テ ル を除 く)が あ る。 ユー ス ・ホ ス テ ルは,ユ ース ・ホ ス テル活 動 の

拠 点 で あ り,ユ ース ・ホ ス テ ル運 動 推 進 の場 で あ る 。 ユ ー ス ・ホス テ ルの種 類 に

つ いて は,図2-1-2に 示 す とお りで あ る。

ユ ー ス ・ホ ス テル の 設 置 及 び運 営

ホ ス テ リン グ ・コー スの 選定

ホ ステ リングの企 画 及 び 実施

ホ ス テ リン グ指 導 者 の 養 成

国際 ユ ース ・ホ ス テル連 盟 及 び外 国 の 同 一 目的 を有す る団体 との連 絡 及 び

提 携

機 関 紙,パ ン フレ ッ トの 刊 行

ホ ス テ リ ングに必 要 な用 具 の 研究,改 良及 び斡 旋

その他 目的 を達 成 す るた め必 要 な事業

令
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施設の一部 を契約 して

会員の宿泊を認めるYH

日 旅

自宅 や寺 院 な と

を会員の た めに

解 放 したYH

fi自 宅解放62nm
卍 寺

1「 神

YH建 設基準によって

建設された会員専用の

△H営YH
△ 専用Y三

国の補助金で建て

△ 公営YH勘 所

(昭 和52年8月31日 現在)

図2-1-2ユ ー ス ・ホ ス テ ル の 種 類

冑

■

2.1.3ユ ー ス ・ホ ステ ル 協会 の 事 業 内 容

ユ ース ・ホ ス テル活動 に お け る各 機 関 の業 務 お よ び各 機 関 聞 の情 報 関連 は,図

2-1-3に 示 す とお りであ る。 以 下各 機関 ご とに業 務 の概 要 に つ いて述 べ る。

1)ユ ース ・ホス テ ル協 会 本 部

協会 本 部 の 事 業 に つい ては,前 項 で述 べ て い るが,こ こで は,ユ ース ・ホス

テ ル活 動 に お け る他 機 関(協 会 支 部,直 営 ユ ー ス ・ホス テル)と の 情報 関 連 に

つ い て述 べ る。

① 協 会 本部 は,都 道府 県 支 部 協 会 よ り月1回 報 告 され る会 員 登録,備 品販 売

実績 お よび 宿泊 利用 実績 情報,直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル よ り月1回 報 告 され る歳

入歳 出 月 報,年 各1回 報告 され る中間 ・期 末 決 算 報 告 書 等 に もとず い て,運 営

計画 を作 成 す る。② 特 に 直営 ユ ース ・ホス テル に つい ては,入 出 金 情報 に も と
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ず き資 金 管理 を行 な う。③ ま た,上 述 の 各種 情 報 か ら運 営統 計 資料 を作 成す る。

④ さ らに会 員 サ ー ビス の一環 と して,ユ ー ス ・ホ ス テル新 聞 の企 画 編 集 印刷 を

行 な い月1回 ユ ース ・ホ ス テ ル 新聞 全 国版 を各 支部 協会 へ 送 付 す る。

新 聞 新 聞

`

、

ホ

ス

テ

ラ

(
入
会

希
望
青

少
年

含

む
)

登録 申込み

会 員 証

　
会員証

案 内 所

① 会員登録 業務

② 宿泊予約受付

業務
(東京3,大阪1

会員登録

備品販売

実績情報

支部協 会

宿泊予約申込み

(コ ンピュータ入 力)

宿泊予約受付

①会員登録業務

②新聞発送業務

③会員統計資料作成
業務

④宿泊利用統計資料.作成業務

会員登録 ・備品販売実績 ・

宿泊利用実績情報

宿泊利用実績情報

協 会 本 部

①運営計画

②資金管理

③運営統計作成

④会員サービス

宿泊予約申込み

宿泊予約受付

ユ ース ・ホステル(指 定/直 営)

①予約状況案内 ②宿泊予約

③宿泊利用実績報告作成 ④入出金管理

入出金情報

(
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
出
力
)

宿

泊
予
約
受

付
情

報

図2-1-3ユ ー ス ・ ホ ス テ ル 活 動 概 略 図

●

⑨

2)都 道府県支部 協会

都道府県支部協会(以 下 ・支部協会 と略す)は ・都道府県単位 に設立 され て

いる協会 で,県 内におけ るホ ステ ラー,ユ ース ・ホステルお よび案 内所の総括

的管理 を行なってい る。

主な る業務 としては,会 員登録業務,新 聞発送業務,会 員統計 資料 作成業務,

宿泊 利用統計資料作成 業務 が挙 げ られ る。

イ)会 員登録業務

①案 内所において会員 登録 された会員登録実績 およびハ ン ドブ ヅク等の備

品販売 実績 情報 と登録 料 ・備品販売売 上げ金等を月1回 受 け取 る。 なお,支
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部協会 また特 定のユース ・ホステルにても会員登 録受け付けを行な う。② これ等

の 実績情報お よび登録 料等の入金状 況 を支部協会 単位 で取 りま とめ協会本部

へ報告す る。な お,会 員登録 した ホステラーの 情報は,会 員 カー ドとい う形

で支部協会に保管 され る。

ロ)新 聞発送業務

本業務 は,会 員 サー ビスの ための もの であ り,協 会 本部 よ り月1回 送付 さ

れる ユース ・ホス テル新 聞(全 国版)に,支 部協会 にて編集 印刷 され る支部

版 を綴 込み,当 該支 部協会 が管理 してい る会員 に送 付す る。

ハ)会 員統計 資料 作成業務

会員登録 実績 情報 より,各 種統計資料 を作 成す る。

二)宿 泊利用 統 計資料作成

ユース ・ホ ステル よ り月1回 報告 され る宿泊 利用 実績情報 を取 りま とめて

協会 本部へ報告す る。 また,同 情報 に もとづき,各 種 統計資 料を作 成する。

3)案 内所

案 内所 は,都 道 府県支部協会の監督下 にあ り,そ れ ぞれの支部協会 ごとに管

理 されてい る。案 内所の種類 と しては,支 部協会 直営案 内所 と委 託案内所があ

る。案内所の業務 は,会 員登録業務 と宿泊予約 受付業務(東 京3ケ 所,大 阪1

ケ所 の電々公社の コン ピュー タ予約 システムの端末装置が設 置 してあ る案 内所

でのみ宿泊予約 受 付業務 を行な ってい る)が あ る。

イ)会 員 登録 業務

①案 内所窓 口に来 た会員登録 申込者(新 規お よび継 続会員 申込 者)よ り提

出 された会員 登録 申込書によ り,会 員登録手続 き,す なわ ち,新 規会員に は,

会員 証を発行 す る。継続 会員 には会員が持 ってい る会員 証に イ ヤー ・スタン

プを添付 す る。 そ して,会 員証 と引換 えに登録料金 を受け取 る。②案 内所 は,

月1間,登 録 申込書(処 理 済)と 登録料金 を支部協会へ送 る。

ロ)宿 泊 予約受 付業務

① 宿泊予約受 付業務 を行な ってい る案 内所(予 約 シス テム用の コンビュー
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タ端 末 の 設 置 して あ る案 内所)に て,ホ ス テラ ーか らの予 約 申込 み に よ り,

申 し込 み のあ った ホス テル に 空 きが あ るか否 か を端 末 装置 を操作 し,問 い 合

せ を行 な う。② 予 約可 能 な らば,予 約 券 を発 行 す る。 この時 予 約 券 と引換 え

に,予 約 手 数 料 と予 約 前途 金 を受 け取 る。

4)ユ ース ・ホ ス テル

ユ ース ・ホス テル に は,管 理 者 と して ペ ア レ ン トが お り,ユ ース ・ホ ス テ ル

の 運 営 を行 な って い る。 特 に,情 報 の 面 か らと らえ る と,ユ ース ・ホ ス テ ルば,

予 約状 況案 内,宿 泊 予 約 受 付,宿 泊 利 用 実績 報 告 作成 さ らに直 営 ユ ース ・ホ ス

テル につ い ては,入 出 金管 理 業 務 を行 な っ てい る。

2.1.4ユ ー ス ・ホ ス テル 活 動 の現 状

ユ ー ス ・ホ ス テル を利用 して旅 を した い 人 は誰 で もユ ース ・ホ ス テル協 会 に 入

会 し,会 員 とな り活動 に 参 加 す る こ とが で き る。 しか しユ ース(Youth)一 青 少

年 を 対 象 と して い る こ とか らだい た い10才 か ら25才 位 が,ユ ー ス ・ホ ス テル を

利用 す る層 であ り,こ の 年 令 層 が 利用 者 の 大半 で あ る。 したが って,ユ ー ス ・ホ

ス テ ル は,こ の年 令 層 を対 象 と して宿 泊 利 用 す るよ う設 置 され管 理 され てい る。

我 が 国 の ユ ース ・ホ ス テ ル会 員(ホ ス テ ラ ー)の 構 成 を見 る と18才 よ り21才 ま

で が 大 きな割 合 を占 めて い る。 福 岡 県 ユ ー ス ・ホ ス テル協 会の 年 令 別(男 女 別)

会 員数 の 構 成 を図2-1-4に 示 す 。

ま た,年 度 別登 録 会員 数 の増 減 グラフは,図2-1-5に 示 す 。 この グ ラ フで も

分 る とお り東 京 オ リン ピ ック 以後 順 調 に 延 び続 け て来 た会員 数 は,万 国博 の2年

後 の1972年 には64万 人 を数 え るに 至 った が,そ の後1973年,1974年 と世界

経 済 に お け る石 油 シ ・ ック と時 を同 じ く して足踏 み状 態 を続 け,1975年 に は,

前 年 比18%減 の50万 人 と一 挙 に10万 人 減 じた。 これ に伴 ない 宿 泊 者 数 も前年 より

48万 泊 減(前 年 比86%)の284.7万 泊 と な った。 そ して1977年 に は会 員 数 は42

万 人,同1978年(9月 末 集 計)に は40万 人と減 少 傾 向 が続 い て い る。

これ の 原 因 につ い て 内部 に委 員 会 等 を設 置 し,種 々検討 を加 え て 来 たが,外 的
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要 因,内 的 要因 と して 次の もの が挙 げ られ る。

① 石 油 シ ョ ヅク ー これ に伴 う経済 構 造 の 変 化,す な わ ち慢 性 不 況 下 の 青少

年 の 旅 行 資 金 の 減 少,ア ル バ イ ト需 要 の 減 少,雇 用 不 安 一 就 職難iに よる。

② 青 少年 人 口の 減 少 とし向 の変 化 一 終 戦 直 後 に発 生 した ベ ビー ブ ーム に よ

る青 少 年 人 口の ピ}一クを示 す 山 が,1970年 の万 博 の年 を境 に して 減 少傾 向

に移 っ て来 た 。 ま た社 会 構 造 の 変化,核 家 族 化,受 験 戦 争 が す す む なか で,

青 少 年 の し向 も大 巾 に 変 って きて い る。

③ 多 様 化 され た宿 泊 施 設 と類似 施 設 の増 加 に よ る競 争 激 化 一 国 民宿 舎,民

宿,ペ ン シ ・ ン,ヤ ング イ ン,レ デ ィス ホ テ ル等 多 数 の類 似 宿 泊 施設 が 続 々

と建 設 され,ヤ ング マ ー ケ ヅ トに狙 い を さだ め,こ の た め利用 が分 散 して い

る。

④ 一般 社 会 に 対 す るPR不 足 一 資 金 的 な 関係 もあ るが 情報 化社 会 に対 す る

＼

以下 以下

7
50

図2-1-4年 令 別(男 女 別)会 員 数
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図2-1-5年 度 別 登録 会 員 数 グラ フ
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情 報 戦 略 の遅 れ が あ る。

⑤ ユ ース ・ホ ス テ ルの画 一 的 運 営 と規 則 一 青 少 年 の し向の 多 様 化,過 保 護

社 会 で育 くまれ た 自己 中心 的 な若 者 に対 応 す るに旧 来 の シス テ ム,規 則 の改

善 が遅 れ て いた 。

⑥ 施 設 の不 備 と格 差 一 類 似 施 設 の増 加 す る なか に あ って,施 設改 善 が遅 れ,

ま た 約570ケ 所 あ る施 設 問の 内容 に格 差 が あ り過 ぎる。

等 々の 諸 要 因 が 複 合 して,さ らに大 き く現 象 化 し た もの と思 われ る。 そ こで現 在

の ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の課 題 は,1つ の 方 向 か らの ア プ ローチ で は あ るが,情

報 シ ス テ ム化 に よ るサ ー ビスの 向 上,運 営 の合 理 化 の面 か ら この 減少 傾 向 に歯 止

め をか け再 び会 員 を増 やす 方策 を検討 す る ことで あ る。

な お,1977年 度 の 会 員 数 の 支部 協 会別 内訳 は 表2-1-1に 示 す とお りで あ

る。 ま た,月 別 申込 会員 数 の 変 化 に つ い ては,図2-1-6に 示 す とお りで あ る。

表2-1-11997年 度 支 部 協 会 別 会員 数 一覧 表

会 員 数 都 道 府 県 名

20000人 以 上 東 京,大 阪,神 奈 川,愛 知

・10,000人 以 上 兵 庫,京 都,北 海道,埼 玉,千 葉,福 岡,静 岡

9,999人 ～6,000人 広 島,宮 城

5,999人)5,000人 石 川,三 重,奈 良,岡 山

4,999人 ～4,000人 福 島,茨 城,栃 木,群 馬,新 潟,長 野

3,999人 一3,000人 岐 阜,滋 賀,長 崎,山 口

2,999ノ ←2,000人

青 森,岩 手,秋 田,山 形,福 井,山 梨,和 歌 山,徳 島,

香 川,愛 媛,熊 本,鹿 児 島,沖 縄

2,000人 未 満 鳥 取,島 根,高 知,佐 賀,大 分,宮 崎,富 山
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図2-1-61977年 度 月 別会 員 数 グ ラ フ

一17一



特 に3月 と7月 に ピー クが あ るが,こ れ は学生 の 春 休 み,夏 休 み に 当 る と共 に,

学 生 た ち若 者 が,旅 行 す る時 で あ り,旅 行 直 前 に 入 会 申 し込 み をす る ケ ースが 多

い こ とを示 して い る。 すな わ ち,ホ ス テ ラ ーが,ユ ース ・ホ ス テル を 利用 して旅

行 す る月 は,ほ とん ど3月,7月,8月 に 集 中 して い る。 ちな み に,直 営 ユ ース ・

ホ ス テ ルの 上記 の 月の 宿 泊 利用 率 を見 る と,3月 一37%,7月 一33%,8月 一64

%と な って い る。 他 の 月は,大 体10%前 後 で あ る。

2.2ユ ー ス ・ホ ステ ル 業務 の 事 務 処理 の流 れ

ユ ー ス ・ホス テ ル協会 に おけ る主 な業 務 と して は,会 員 登録 業 務,新 聞 発送 業

務,宿 泊 予 約 受付 業 務,入 出金 管 理 業 務 お よ び会 員 統 計 ・宿 泊 利 用 統 計 資 料作

成業 務 等 が 挙 げ られ る。 業務 の構 成 につ い ては,図2-2-1ユ ー ス ・ホ ス テ ル

協 会 業務 構 成図 に示 す とお りで あ る 。

以下 に,統 計 資 料 作 成 業務 を除 い た 各業 務 に つ い て処理 手 順 の 流 れ につ い て説

明 す る。 な お,業 務 内容,取 扱 部 署,処 理 サ イ ク ルに つ い ては,表2-2-1ユ

ー ス ・ホス テ ル業 務 概 要 に示 す とお りで あ る
。

1)会 員 登 録 処理

会員 登 録 処理 は,新 規 入 会 希 望 者 の会員 登録 手続 きとす で に会 員(ホ ス テ ラ

ー)と な って い る人 が
,会 員 登録 の 更新 をす る継続 手 続 きに分 け るこ とが で き

る。(図2-2-2参 照 の こ と)

イ)新 規入 会 登録 手 続 きの 場 合

① 新規 入 会 希望 者 は,会 員 登 録 入 会 申込 受 付 案 内 所 に て,入 会 申込 書(普

通2部 複 写 一図2-2-3参 照 の こ と)の 所定 の様 式項 目に 従 って 氏 名,

性 別,生 年 月 日,住 所,職 業 等 を記 入 す る。 その 記 入 した入 会 申込書 に 申

込 者 本 人 の 写真 を添 え て,案 内所 窓 口の 入 会 申 込受 付 係 へ 提 出 す る。

② 案 内所 受 付係 は,入 会 申込 書 の 誤 記 入,記 入 もれ 等 の チ ェ ・クを した後,

誤 りが な い こ とを確 め た 上,会 員 証(図2-2-4参 照 の こ と)を 作 成 し,

会員 登 録 料 金(会 員証 の種 別 に よ り登録 料 金 を設 定 して い る)と 引 換 えに
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登録会員デ ータ管理
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発送用宛名帯封
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宿泊 予約受付業務

(案 内)

宿 泊利用統計資料作成
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記 入
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現金 出納帳

元帳作成

図2-2-1ユ ー ス ・ホ ス テ ル 協 会 業 務 構 成 図
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表2-2-1ユ ー ス ・ホ ス テ ル 業 務 概 要

業 務 処 理

業 務 名 業 務 内 容 取扱部署
処 理 サ
イ クル

備 考

①会員登録業務 ⑤会員登録受付 案 内所,支 部協会 日

⑮会員証発行 〃 〃 日

⑤ 登録料,備 品 〃 〃 月

販売費管理
A
孤

⑧会員登録実績 〃 〃 月
員

報告作成
情

⑥ 登録会員 デー 支 部 協 会 月
報

タ管理
管

②新聞発送業務 ⑤発送用宛名帯 支 部 協 会 月
理'

封作成

⑤綴込 ・発送 〃 月

③会員統計資料 ⑤会員統計資料 支 部 協 会 月

作成業務 作成

宿 ①宿泊予約受付 ⑧予約状況案 内 ホ ス テ ル 日

泊 業務 ⑮宿泊予約 案 内所,ホ ス テル 日

情 ㊤宿泊利用実績 ホ ス テ ル 月

報 報告作成

管 ②宿泊利用統計 ⑥宿泊利用統計 支 部 協 会 月

理 資料作成 資料作成

経 報 ①入出金管理業 ③入金管理 直 営 ホ ス テ ル 日

理 智
情理 務 ⑮ 出金管理 〃 日
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入会申込 者に渡す 。

③ 会員登録受 付処理済 みの入会申込書 は,1部 控 として受 付処理案内所 で

保管 し,他 の1部 は,ま とめて月1回 登録料金 および案 内所 にて販売 した

備品代金 等 と共 に支部協会 へ渡す。

④ 支部 協会 は,支 部協会管 内の各案 内所か ら送 られ て来た入会登録 実績(

会員登録受 付処理済 み入会 申込書 と入会登録 料金)を 取 りまとめ,登 録 料

報告書(2部 複写 一図2-2-5参 照 のこと)を 作成 し,1部 を支部協会

で保管 し,他 の1部 を協会本部 へ送 る。また,入 会登録料金の 内本部納付

金 として定 め られた分 に ついては協会 本部へ送金 す る。

ロ)継 続 登録 手続 きの場合

① 継続登録 希望者は,入 会 申込受 付案 内所 にて入会 申込書(新 規入会 申込

みにて使用 す る様式 と同 じ)に 必 要事項(新 規の場合 と同 じ)を 記入 の上,

旧会員証 を添 え案 内所窓 口の受付係に提 出す る。

△ 入 会 申 込 書 … ・一 ー 一 … 一 ・… 一
ふりがな

氏 名

※

男 ・女

明 治 才

大 正

※ 昭 和 年 月 日生

住 所口 口[卜 口口 離(副 番

鷲 ・ 方…

職 業 市外(局)番
....局 番

学 校 名
または

勤務先 名

楽 会 員 に な っ た の は

(今 年 初 め て ・__.....年 前 か ら)

砿iilii少 青 成 家?三 継

竿'年'人'族'ヂ 輔
昭和 年 月 日発行 呑

者

●

注意濃 ‡獅;蒜 ㌫ 蒜 こ芸宰:驚つき㌦ 団法・日本ユース・ホステル絵

図2-2-3入 会 申込 書の 様 式
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↑
■

●

会員証規程抜すい

1.本 会貝匿tSN原;一 ス・ホステル連盟(b`■rmtlont1YouthHo8t.)

Fedention以 下LY.H.F。)に よって認hら れたもので.LY.H.F.に

加盟しているすべての国のa－ ス・ホステル(以 下YH}を 利別で・る.

2.金 員匿には国●箆的で定め られた年度毎の イヤースタンプがltち れ

6.そ の有効期間はイヤースタンプt:Eaさ れた年の12月318迄 と

する.(IO月:日 から12月31etで に登目した合飼fflt,丑 日した日

から翌年の12周31日 まで有効である.)

3.金 貝匠を持たない`の は.原 則としてYHを 利用で●ない.何 用†

る鳩ftにtt.各 々のYH利 用規則を厳守しなければならない.

4.金 貝証を他人に■賃または貸与して4tな らない.tた 規則追Nや 会

の名書を傷つけたり.他 人に途惑をかけるようなことがあれば,こ

の金貝証を取り上{fる ことがある.

員

MEMBERSHIP

証

JAPANYOUTHHOS「rEI£,INC.

ユ ース ・ホステル利用規則抜 すい

な らび にボ ス テ ラー の 心 が け

1.ユ ース・ホステル(以 下YH)を 利用したいと●lt.あ らかtめ そ

のyHへ 直接往復はが●■で遠接し,予 約tと ること.予 約の賓更.

取り消しlt必 ず予約Hの 前tで に直接YHに 連絡L,予 約を限寄し.

加西解約1よしないこと・

2,YHに 到着したら.こ の金貝旺をペアレントに霞し,宿 泊者カード

に記入し,規 定の料金を支払うこと.な お金貝箆は出発†ると～トに

受取⑮こと.

3.YH内 でliベアレン}の 指示に健って行動†ること.

4.YH内 では飲酒はもらろん酒気をおびて入ることも鍛止されている.

噴煙は定めらnた 場所 で†ること.就 寝の陪には規定の型のスリー

ビング・シーツを使用†ること.

5.持 駒の場合をのぞいて.午 前10時 から午後3時 まではYH内 に`8留

まれない.

氏
(Nim・)

名

住 所
(A超r●●■)

馨,㎡,"、。薪

生 年 月 日
{D■t■ofBlrth)

`

・ユース・ホステルtt旅 のわ力唱[で†.他 人に途惑をかけないよう

サ〒蝕しましょう.
,借 ると●lt勺 ξたと}よ りも もっと●れい`二7四…

eSMのM掃.食 日の清ft,tt片 －Jt7`8違んでやりましiう.

・同宿村とはつとめて口睦 をはか りましょう.
・自然や動植物を愛蹟 しましょう.

発 行 日CD
tt●otl・●u●)

本 部 東京6新 宿区市ヶ谷砂

電鰭03-269

財団法人 日 本 ユ ー ス ・

・

、

ユ ー ス ・ホステル の規 則に従 うこ とを誓い ますL

署 名
(Signeture)

ホ ス テ ル の ス タ ン プ

(ホ ステルに一拍†るごとにスタンプをうけること}

ユ ース ・ホステル週動の目的

この法人は間際エース・ホステル連盟の規約にのっと叩,

青少年がその自力による簡素な野外旅行活動によって,

口内外の地理.風 物.歴 史及び廠禽等各方田の知日をひ

ろめ・規律あるグループ活動度び 日借生活の良習恨 を体

得† るためのユース ・ホステル運動 を抱遵†ると ともに.

これに必須な教養の鳩としてのホステルを放置管理 し,

これを・供利用せ しめ,も つて社会有為の青少年を育成

†る二とを目的と†6.

年 月 日F

L

年.月 日

年 月 日 年 月 日'

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

年 月 日 年 月 日

.

年 月 日
`

年 月 白

年

.月 日
年 月8

年 月 日 年 月8 .'
・■

再丑日の■はこの会員証◆お持ち下●い・

図2-2-4 会員証の様式
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登 録 料 報 告 書

年 月 分

昭和 年 月 日

獣 日本 ユ ー ス ・ホ ス テル 協 会 御 中

ユ ー ス・ホ ステ ル 協 会 ㊥

記 入 者 名

下記の通り報告します。

種 別 当月受付
人 数

登 録 料
本 部 納 付 金 支 部 助 成 金 受付 人数 累計

(10月から当月まで)
、単 価1金 額

少年
(名

550
(円)

)⑧ ×0.6

1名

青年 900

)④ ×04

成人 1,100

3年継続
成 人

3,300

家族 1,500

リ ー ダ ー 1,500

特 別
資 格

1,200

合計
④ ⑬ ◎

本 酬 金 ⑧ は現 金 ・銀行(第 一勧業銀行東虎の門支店三菱信託銀行丸の内支店
東 海 銀 行 虎の 門支 店)送 金 し・L・Ce

■ 支部→JYH■ 報告 書 は翌月15日 まで報 告 して下 さい。

領 収

獣 日本ユース ・ホステル協会 御中

下記金額正に領収致 しました。

書

年 月 日

ユ ー ス ・ホ ステ ル協 会 ⑩

但し 昭和 年 月分 支部助成金 ◎ として
1977.8.2×100×15

図2-2-5 登録料報告書の様式
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6

② 案 内所 受付係 は,入 会 申込 書の記載 内容 と旧会員証に疑義 また は差違 が

ないか チ ェ ックした後,新 年 度の イ ヤースタ ンプを添付 し,継 続 登録料金

と引換 えに 継続 申込 者に渡す。

③ 会員登録受付処理済 みの入会 申込 書の支部協会,協 会本部への報 告手続

きは,前 述 の新規入会 登録 手続 きの場合 と同 じである。

2)新 聞発送処理

新聞発送処理 は,ホ ス テラーに対す る会員サ ー ビスの一環 として,月1回 支

部協会 よ りホス テラーへ発送 す る処理 である。(図2-2-6参 照の こと)

ホ ス テ ラ ー 支 部 協 会 協 会 本 部

新聞(支 部版)

rl会 員カード

○▲_
新聞(全 国版)

U

e

↓⊃

綴込み

郵便番号別整理

発送

口

(注)
新聞発送業務 を外部
に委託している支部
協会がある

日 ・

図2-2-6新 聞 発送 処 理 手順
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① ユ ース ・ホ ス テル新 聞は,全 国版(協 会 本部 が,企 画 ・編 集 ・印 刷す る分)

と支 部 版(支 部協 会 ご とに 企 画 ・編 集 ・印刷 す る分)が あ る。 全 国 版 は,協

会 本 部 よ り支 部協 会 へ郵 送 され る。

② 支 部協 会 は,会 員登 録 受 付 処理 した 入会 申込 書か ら会員 カー ドを作 成 し(

ワ ンライ テ ィング方 式 で入 会 申 込時 作 成 す る支 部 協会 もあ る),そ の会 員 カ

ー ドよ り新 聞 発 送 用 の 宛 名 帯 封 を作 成 す る。

③ 各支 部 協会 にて 印刷 された 支 部版 と協会 本 部 よ り郵送 され て来 た 全 国版 の

綴 込 み作 業 を行 な い,郵 便 番 号 別 に 区分 され た 宛 名 帯 封 をか け,郵 便 局へ 持

ち込 み ホス テ ラ ーへ送 付 す る。

全 国 版 お よび支 部 版 の 見本 に つ い ては,全 国 版図2-2-7(1),支 部版 図2

-2-7(2) ,(3),(4)を 参 照 の こと。

3)宿 泊 予 約 受 付 処理

宿 泊予 約 受 付処理 は,大 き く2種 類 の 処理 に分 け られ る。 一 つは,ホ ス テ ラ

ーが 直接 宿 泊 希 望 ユ ース ・ホ ス テ ルヘ ハ ガキ に 所定 の 事項 を 記入 し申込 むか,

電 話 に よ り直接 申 し込 む場 合 で あ る 。他 の 一 つ は,東 京 お よ び大 阪 の案 内所 に

設 置 して あ る コ ンピ ュー タの端 末装 置 を利 用 して(53年6月 よ りサ ー ビス実験

を行 な って い る)宿 泊 希 望 ユ ース ・ホ ス テル の宿 泊 予 約 申込 み を す る場 合 で あ

る。 以 下 に それ ぞ れの 処 理 に つい て 述 べ る。(図2-2-8参 照 の こ と。)

イ)ユ ース ・ホ ス テ ルに 直接 予 約 す る場 合

① ホ ス テ ラ ーは,予 約 ハ ガキ(図2-2-9参 照 の こ と)に 所 定 の事 項(

氏 名 ・住所 ・宿泊 希 望 内容 等)を 記 入 して,宿 泊 予約 した い ユ ース ・ホ ス

テ ルへ 郵 送 す るか,ま た は,電 話 に て直接 予 約 申込 み をす る。

② ユ ー ス ・ホス テ ルで は,予 約 の 申込 み を受 け る と,ユ ース ・ホス テル で

管 理 して い る予 約 台 帳 とチ ェ ック した 上 で,宿 泊 予約 の可 否 を ホス テ ラ ー

に返 事 す る。(特 に,ユ ース ・ホ ステル 毎 に 工 夫 を こ ら した返 信 ハ ガ キ用

ス タ ン プを用 意 してい る。)ホ ス テ ラ ーか らの 宿 泊 予約 申込 み を受 付 け た

場 合 は,予 約台 帳 の当 該欄 に 予 約 申 込 者 の氏 名 ・人 数 ・泊 数 等 必 要 事項 を

記 入 す る 。
-26一
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毎
年
、
東
京
の
ド
イ
ツ
人
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校
で

は
、
響
に
生
徒
を
つ
れ
て
、
花
の
館
山

へ
訪
れ
る
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今
回
も
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～
邊

の
主
従

の
遭

を
遁
し
ん
だ
.
イ
ポ
ン
ヌ
、

リ
ア
、
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ス
キ
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の
三
人
も
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に
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。
イ
ボ
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ヌ
と
マ
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は
日
本
に
来
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年
目
o
ヤ
ン
チ
ャ
ざ
か
り
の
三
人
娘
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っ
た
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二
泊
三
日マ

蒙

3

齪

今月のユースメイ トにふさわ しい会員モ抱遇しヤ
くだざい.上 掲のような紹介文と写真庖同封して
JYH広 報保蜜で、採用の方には記念品鱈風

(毎月25目 しめGり)
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断
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昭和52年12月11日(毎 月3回1の 日発行)し ん ぶ ん

 

ルボ ス テ

 

■ス

口

の
旅

路

手
県
の
太
平
洋
岸
、
下
閉

伊
(し
も
へ
い
)
郡
普
代

(そ

だ
い
)

て

言

ず
約
九
十
キ
ロ
の
梅
津
線
を
範

に
レ
て
、
北
半
は
隆
起
海
岸
、

爾
半
は
沈
降
海
岸
で
、
南
部
の
・

輔
籠
翼
翼

ユ

《

第27巻.第35号;(第3種 郵便触 可)【5】

沈
降
海
岸
は
典
型
的
な
リ
ア
ス
式
白
岸

で
あ
る
。

断
が
い
、
岩
孫
、
大
小
の
島
々
や
岬

が
多
く

悔
津
に
は
馨

も
繁
茂
し

て
ー

が
ひ
ろ
が
。て
い
る
。

古
津
錬
に
沿
っ
で
多
く
の
漁
港
が
あ

り
、
磯
釣
り
、
大
も
の
釣
り
な
ど
の
豪

快
さ
が
楽
し
め
る
所
も
多
ぺ

魚
類
が

多
い
た
め
各
種
の
海
烏
も
生
息
し
、
な

か
で
も
、
釜
石
市
三
貫
島
ノ
オ
オ
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
と
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ
、

宮
古
市
日
ノ
出
島
の
ク
ロ
コ
シ
ジ
ロ
ウ

ミ
ツ
バ
メ
の
繁
殖
地
、
田
老
(タ
ロ

ウ
)
町
の
ウ
ミ
ネ
コ
が
有
名
で
あ
る
。

(希
)

∧
ホ
ス
テ
ル
・
ガ
イ
ド
∨

野
田
V
H

九
戸
郡
野
田
村

v
H
末
広
■

登
口市
末
広
町

宮
古
木
村
Y
H

宮
古
市
煩
田
町

陸
前
高
田
Y
H

陸
前
高
田
市
気
仙
町

唐
桑
Y
H

奮

郡
唐
桑
町

(
重
点
目
標
》

スタイルは大

回大阪ユースま京 都で全日本

 

事
業
計
画

ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
運
動
の
香
及
・
広
報
活
動
の
積
極
的
な
展
開

ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
活
動
の
推
進
と
へ
実
践
活
動
家
の
養
成

府
下
各
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
の
運
営
に
協
力

《
実
施
事
業
内
容
》

財
団
法
人
日
本
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
協
会
委
託
禦
務
の
実
施

ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
会
員
証
の
発
行
と
ポ
ス
テ
リ
ン
グ
用
需

品
の
あ
っ
せ
ん

2
⊃
府
下
の
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
案
内
所
の
整
備
と
充
実

会
員
取
扱
業
務
等
の
簡
素
化

二
、
ホ
ス
テ
ル
の
設
置
・
連
冨

府
下
の
ホ
ス
テ
ル
の
運
営
に
協
力

2
、
大
阪
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
協
陪
会
の
運
営
助
成

近
畿
の
ホ
ス
テ
ル
網
の
点
検

三
、
ボ
ス
テ
リ
ン
ク
・
コ
ー
ス
の
研
究
調
査
な
ら
ぴ
に
指
導
助
言

府
下
の
ボ
ス
テ
リ
ン
ク
.
コ
ー
ス
の
開
発
と
昭
介

2

,
み
ん
な
歩
こ
う
才
提
唱
脂
周
年
関
連
行
事
の
実
施

自
然
に
組
し
む
少
年
・
家
族
ボ
ス
テ
膓

ク
等
の
実
施

論
難
麟
銚

の
よ
う
に
ま
と
ま
り
ま
レ
た
。

正
式
に
は
、
十
二
月
+
二
日

(月
)

に
開
催
さ
れ
る
理
事
会
、
評
忠
貞
会
で

審
議
の
上
決
定
し
、
大
阪
府
教
育
委
口

金
に
届
出
て
か
ち
冥
想

.多
撃

力

盟

電

卓

員
婁

採

ろ

い
ろ
な
面
か
ら
鏡
野
⊂
れ
て
い
る
の
.

冥

み
ー

一琵

菱

ぼ

》費

、

ま
れるこ
」

璽
甚

て
い
る
見
通
し
で
す
。
`

積
極
的
に
協
会
の
.
.

財
政
藍
田
の
確
立

欝

欝

蔓

七年」

泥いへ

し
い
状
況
吉
な
り
、
堂
島
に
手
を
叩」
蒙
`
「

ね
い
て
は
い
ら
れ
喜

ん
。

そ
'」
で
、
思
い
切
っ
て
活
動
で
響
ρ

..ー

9

海
外
ホ
ス
テ
リ
ン
ク
の
実
2

際
交
流

四
、
ホ
ス
テ
ソ

グ
指
導
者
の
養
成

ユ
ー
ス
・

催
2
、
ユ
ー
ス
・ホ
ス
テ
ル
嚢

萎
開
催

五
、
小
・
中
・
高
校
等
へ
の
積
極
的
働
き
か
け
.
・

教
員

者
ど
の
連
絡
・甕

2
、
児
童
.
生
徒
対
象
行
事
の
提
供
.
助
言

六
、
関
係
機
関
団
体
等
と
の
連
絡
お
よ
び
藁

近
畿
プ
ロ
「ッ
ク
ユ
ー
ス
.
ホ
ス
テ
ル
協
議
会
と
の
簡
閲

全
日
本
ユ
ー
ス
・
ラ
リ
ー
(京
都
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
協
会

主
管
)
の
開
館
協
力

関
係
機
関
団
体
事
摸
へ
の
後
援
と
協
力

・配
布

ユ
ー
ス
・
ボ
ス

ユ
ー
ス
・
ボ
ス

各
種
案
内
質
料
の
収
集
・
整
備
と
供
覧

.

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
事
業

賛
助
会
員
の
増
加
活
動
の
展
開

2
へ
会
員
大
集
会
.※
阪
ユ
ー
ス
・
ラ
リ
」

.さ
よ
な
ら
ホ
ス

テ
ラ
ー
の
つ
ど
い
"
の
開
催

含

、

す

。
.、

.,
て

ll露
の
た
び
、

蟹
翼
に

.

+
一

 筆

ふ
.

し
●、

図

N

-

N

ー

や
(N
)

P

-

X

・

斗

x

Ψ

や

学
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村

岡

高

原

グ

リ

ー

ン

ス

ク

ー

ル
な
が
か

っ
た
夏
、
暑
か

っ
た
夏
が
や

っ
と
去

っ
て
、
涼
風
と
と
も
に
O
L

暑
さ
に
な
ま

っ
た
体
力
回
復
に
、
仲
間
と
と
も
に
、
家
族
ご
み
で
参
加
し

は
じ
め
て
の
方
は
指
導
し
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
と
ち
が

っ
た
い
ろ
い
ろ
の

り
ま
す
。

一
度
経
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

夏
休

み
少

年

少
女

自

然

教
室

ー
ボ
ス
テ
ラ
ー
の
低
年
令
化
対
策
、
施
設
の
有
効
利
用
、
学

校
や
家
庭
で
出
来
な
い
こ
と
を
代

っ
て
ー
こ
ん
な
ネ
ラ
イ
を
以

っ
て
、
神
戸
新
聞
社
と
共
催
、
そ
ご
う
神
戸
店
の
協
力
で
実
施

し
た
の
が
、
村
岡
高
原
グ
リ
ー
ン
ス
ク
ー
ル

・
夏
休
み
少
年
少

女
自
然
教
室
だ

っ
た
。

第
-
回
7
月
31
日
～
8
月
3
日
、
第
2
回
8
月

3
日

～

6

日
、
と
も
に
3
泊
4
日
。
会
場
は
長
年
Y
H
村
と
し
て
培
っ
て

来
た
村
岡
高
原

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ス
テ
ル
と
、

こ
れ
に
併
設
さ
れ

た
青
少
年
旅
行
村
。

Y
H
新
聞
、
神
戸
新
聞
、
そ
ご
う
の
チ
ラ
シ
が
広
報
源
で
、

発
表
後
3
日
間
で
満
員
締
切
り
と
い
う
早
さ
だ

っ
た
。
子
供
と

保
護
者
半

々
を
予
想
し
て
い
た
が
、
ブ
タ
を
開
け
て
み
る
と
第

1
回
子
供
91
人

(
小
1
U
8
人
、
小
2
11
19
人
、

小

3

‖

15

人
、
小
4
μ
17
人
、
小
5
11
13
人
、

小
6
‖
12
人
、

中

川

7

人
)
保
渥
者
11
人
、
第
2
阿
子
供
賄
人

(小
1
11
7
人
、
小
2

11
16
人
、
小
3
11
11
人
、
小

4
11
34
人
、
小
5
11
10
人
、
小
6

11
13
人
、
中
5
人
)
保
護
者
2
人

(何
れ
も
現
地
で
親
と
ず
を

切
離
し
)。

指
導
運
78
は
協
会
の
役
職
員
(専
門
職
と
ボ
ラ
ノ
テ
ィ
ア
)
と

一

神
戸
大
学
と
武
庫
川
女
子
大
Y
H
部
員
、
霜
護
婦
警
延
40
名
。

最
初
に
子
供
た
ち
に
与
え
た
課
題
は

「自
分
の
こ
と
は
自
分

一

で
す
る
、
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
」
の
二
つ
で
あ

っ
た
が
2
日

☆ ・必・ヂ'司

ξ .,,籔,イ

蜜灘

 

'

,
「s

艘

恥

パ
.㏄

川
に

「
物
事
に
集
中
す
る
」
と
い
う
課
題
を
56
加
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
全
県
各
地

(
主
と
し
て
阪
神
方
面
だ
が
)
か

ら
や

っ
て
来
た
潮
名
は
、
千
差
万
別
、

テ
ン
デ

ン
パ
ラ
パ
ラ
、

ま

こ
と
に
壮
観
。

こ
れ
を
ま
と
め
、
引
張

っ
て
ゆ
く
班
付
リ
ー

ダ
ー

(
カ
ウ
ノ
セ
ラ
ー
)
の
苦
労
、
努
力
は
大
変
な
も
の
。

シ

カ
リ
、
ナ
ダ
メ
、
3
日
間
を
か
け
て
や
っ
と
格
好
が
っ
き
、
4

日
目
、
最
終
日
に
や

っ
と
仕
上

っ
た
、
と
い
う
が
実
情
。

彼
等
に
っ
い
て
平
均
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

は
反
応
が
早

い
が
生
活
面
は
食
事
は
、別
と
し
て
)
関
心
を
示
さ

な

い
。
整
理
整
と
ん
、
入
浴
、
.洗
面
、
食
事
、
起
居
動
作
す
べ

て
が
ち
ぐ
は
ぐ
。
そ
れ
に
物
事
に
対
し
て
集
中
力
に
乏
し
い
、

理
解
は
す
る
が
熱
中
し
な
い
、
こ
ん
な
点
が
顕
著
に
出
て
い
た

よ
う
だ
。
別
の
面
で
は
、
概
し
て
人
な
つ
っ
こ
く
、
も
の
お
じ

し
な
い
。
要
す
る
に
、
今
日
的
欠
点
、
弱
点
、
長
所
を
、
大
な

.

り
小
な
り
持

っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
彼
等

に
教
え
た
こ
と
よ
り
も
教
え
ら
れ
た
点

が
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う
反
省
も
し
き
り
で

あ
る
。

4
日
間
の
努
力
が
、
ど
れ
だ
け
実
を
結
ぶ
で
あ
ろ
う
か
?
危

ぐ
の
念
と
期
待
感
を
も

っ
て
、
こ
の
事
業
を
終

っ
た
。(戸

田
)

↑唯
さ

頴

ゴペ

、

、嚇殻
、

工

.¶晋

・"

「

∀

.

t

.
コ

.

-
8

・

〆学
パぷ シ

嘩 ㌍ ・
コト

無,r'・mp

 

.

、

≠

㌫
※

㌣

グリーンスクール開校式(第1回)=村 岡高原青少年旅行村センターポ

ール90余 名の子供たちも最初は緊張 しておとなしい
。

野
外
旅
行
活
動
に
つ
い

て
の
相
談
は
兵
庫
県
Y

H
協
会
へ

ホ
ス
テ
リ
ン
グ
、
ナ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
、
そ
の
他
野
外
旅

行
活
動
に
関
す
る
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
ゆ
個
人
、
団
体
に
関
係

な
く
、
ど
な
た
で
も
お
出
で
下

さ
い
。

秋

の

兵

庫

県

O

L

大

会

10

月

15

日

・
北

".

本
年
は
じ
め
て
の
本
格
的
O

L
大
会
。

ゲ
レ
ソ
〔プ
け
…、
神
一戸
、
阪
神

方
面
か
ら
短
時
間

で

到
達

で

き
、
し
か
も
、
田
園
と
丘
陵
が

交
錯
す
る
自
然
ゾ
ー
ン
。

な
お
、

こ
の
コ
ー
ス
は
大
会

終
了
後
パ
ー

マ
ネ

ン
ト
コ
ー
ス

に
な
る
予
定
で
す
。

と
き

10
月
15
日
小
雨
決
行

(
天
候
不
良
の
場
合
の
照
会
は

9
仇
-

鋤
-

会
場

北

集
合

9

鉄
横
山
駅

(

手
前

・
新
開

三
田
が
ら
約

地
駅
か
ら
有

行
き
、
何
れ

え
、
又
は
直

駅
か
ら
は
新

行
、
有
馬
ロ

実

施

計

.

蝕
技
形
式

個
人
方
式
、
グ

ル
⊥
プ
方
式
、
と
も
に
ポ
イ
ン

ト
O
L

ク
ラ
ス
と
コ
ー
ス

・
距
■

ω
個
人
の
部

H
17
‖
17
才

以
下

.・
6
b
。
H
18
A
‖
…18
～

20
才

・
7
b
。
H
18
C
11
18
～

20
才
.・
6
如
。
H
21
A
‖
21
～

35
才

・
8
如
。
H
21
C
∬
21
～

35
才

・
7
ム
。
H
36
11
36
～
49

才

・
6
畑
。
H
50
‖
50
才
以
上

・
6
』
。
以
上
距
離
は
概
数
。

D
17
‖
17
才
以
下

・
5
』
。
D

18
‖
18
～
20
才

・
6
如
。
D
21

H
21
才
以
上

・
6
b
。
D
C
‖

年
令
制
限
な
し

・
6
如
。
以
上

距
離
は
概
数
。

(
注
)
H
‖
男
子
、
D
11
女
子

A
‖
O
L
の
経
験
が
あ
り
自
信

の
あ
る
人
。
C
11
0
L
の
経
験

が
2
～
3
回
程
度
、
ま
た
は
初

心
者
。
原
則
と
し
て
年
令

に
ょ

っ
て
ク
ラ
ス
を
決
め
る
が
自
信

の
あ
る
男
子
は
H
21
A
に
参
加

し
て
も
よ
い
。

②
グ
ル
ー
プ
の
部

(
ー
パ
ー

テ
ィ
2
～
5
人
、
そ
れ
以
外
は

オ
ー
プ

ン
参
加
)

男
子
組

・
6
ム
。
女
子
組

・

6
如
。
壮
年
男
子
組
11
36
才
以

、
:'.、～

・"'え《
'・二・'
…
.

秋

の

六

甲

山

グ

ル

ー
プ

O

L

の

つ

ど

い

ー
初

心
者
は
指
導

し
ま
す

恒
例
の
六
甲
山
O
L
、
山
上

リ
ー
駅
前
で
受
付

(受
付
順
序

の
変
化
に
富

ん
だ
地
形
を
利
用

に
出
発
)
、
15
00
表
彰
式
。

し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
。

蝕
技
方
式

ポ
イ
ン
ト
O
L

と
き

9
月
17
日
小
雨
決
行

グ
ル
ー
プ

(
2
～
5
人
)
に
限

日
程

9
30
～
10
30
六
甲
山

る
。
男
子
組

(
6
b
)
、
女
子

有
馬

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー

・
カ
ン
ツ

組

(5
ム
)
、
混
ムロ
組

(
5
姪

面

上
の
男
子

・

組
11
36
才
以

壮
年
混
△
星
m

女

・
6
如
。
.

構
成
さ
れ
た

家
族
組
11
親

供

・
5
』
。

申
込
み
方

で
に
(11
日
(

往
復

ハ
ガ
キ

〔個
人

の
部

住
所

(
宙

三

望
ク
ラ
ス
。

〔グ
ル
ー
プ

総
員
の
氏
名

印
)
代
表
去

申
込
先

区
下
山
手
覇

内
兵
庫
県
V

祖
ー
29
田
)
・

・
参
加
料

"

(第
-
受
拙

提
示
)
細
田

加
円
)。
当

・
中
学
生
け

ー
プ
〕
.申
瓢

学
生
の
グ

ル

日
参
加
グ
ル

中
学
生
の
〆

、)
'.ξ
、

;
'5ー

'

.;・.》

.'・..、

)
、
家
族
胡

か
55
才
以
L

申
込
み
白

陶
神
戸
市
庄

丁
目
県
民
へ

H
協
会
内
+

㎝
ー
鋤
ー
。。

参
加
費

(当
日
受
壮

図

N

N

ー

ベ

(ω
)

㌔ド

ー

X
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昭和53年9月11日 発行(毎 月'3回 の1の 日)ユ ー ス ・ ボ ス チ ル し ん ぷ ん(5}第28巻 ・ 第26号(第3種 郵便物認可)

ユースホステルについて

相談 ・入会手続 ・その他
〔M)石 ハ1|県YH協 会

金沢市本多町3丁 目2-15石 川県立社会教育C2F

郵便振替口座 金沢10682

tt(0762)61-2882

羽 咋 市 文 化 会 館
羽 咋 市 羽 咋 町 亀 田17e(07672)2-3311

穴 水 青 年 の 康
鳳至 郡 穴水町 川 島井 の61e(07685)2-0404

七 尾 市 筒 抜 公 民 館

七 尾 市 鳥 出 町 ツ 部49古(07675)3-(B21

金 沢 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

金 沢 市 末 広 町370(0762)52-3414

小佐 市 青 少 年 ホ ー ム

小 松 市 御 宮 町10(0761)22-70CO

加賀 市動 労青 少年 ホ ーム
加 賀市 大聖 寺東町2-3古 ⑩7617)2-4CO5

貝内書ユース ・ホ ステル(一 部除 《)

指

導

者

会

で

き
る

」

J
Y
H
で
Y
H
活
動
指
導
者
規
程
が
で
き
て
か
ら
数

回
に
わ
た
る
初
級
指
導
者
養
成
講
習
会
を
開
催
、
北

信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
中
級
講
習
、
修
善
与
に
お
け
る
上

級
講
習
も
あ

っ
て
資
格
認
定
さ
れ
た
者
が
約
四
十
名

初
級
認
定
予
定
者

も
含

め
て
こ
の
度
、
指
導
者
会
を

結
成
、
そ
の
運
営
規
定

が
で
き
た
。

翻
石
川
県
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ

ル
協
会
指
導
者
一会
運
営
規
定

(名
弥
)

本
会
は
財
団
法
人
石
川
県
ユ
ー
ス

・
ホ
ス
テ
ル
協
会
指
導
者
会
と
称

す
る
。

⌒設
置
)

本
会
は
財
団
法
人
石
川
県
ユ
ー
ス

・
ホ
ス
テ
ル
協
A
至
寄
附
　灯
為
第
一二

章
第
二
十
五
条
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
設
置
さ
れ
る
。

■

〔目
的
)

交

工は
財
団
法
人
石
川
県
ユ
ー
ス

弘 へ錨 、f,h。編.L糠 諦 峰 灘 よ

 

会
員
を
継
続
し
よ
う

よう

日からコ
スタンプを重

已 のシロルは
赤のイや

月は

あ
な
た
の
会

員
証
を
開

い
て
み
て
下
さ
い
。
宿
泊

ス
タ
ン
プ
ら
ん
の
下

に

再
登
飴
の
際
は
こ
の
会
員
証
を
お
持
ち
下
さ

い

と
書

い
て
あ
り
ま
す
。
今
年

の
あ
な
た
の
旅
は
よ

い

旅
で
あ

っ
た
ら
明
年
も
継
続
し
た

い
で
し
よ
う
。
旅

の
印
象
は
ひ
と

つ
の
ユ
ー

ス
・
ホ
ス
テ
ル
で
断
定
し

な

い
で
も

う

一
年
や

っ
て
み
る
気

に
な

っ
て
下
さ

い
。

最
初
手
に
し
た
会
員
証

に
イ
ヤ
ー
ス
タ
ン
プ
を
重
ね

て
永
く
使

い
、
宿
泊

ス
タ
ン
プ
は
補
助

カ
ー
ド
に
よ

っ
て
延
ば
し
て
い
く
の
で
す
。

量
鋒
は
お
友
だ
ち
壱
誘
っ
て

類
を
も

っ
て
集
ま
る
と
の
た
と
え
も
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
が
登
録
な
さ
る
と
き
新
し
い
友
だ
ち
を
誘

っ

て
き

て
下
さ
い
。
あ

な
た

の
周
り
に
は
き

っ
と
旅
好

き
な
人
、
ま
た
旅
し
た
く
と
も
ホ

ス
テ
リ

ン
グ
の
要

領
が
わ
か
ら
な

い
人
も
あ
り
ま
す
か
ら
あ
な
た
の
旅

の
経
験
を
話
し
て
み
て
下

さ
い
。
き

っ
と
よ
い
友
が

得
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
。
修
学
旅
行
で
枕
を
並

べ
た

人
と
の
友
好
が
高
ま

っ
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま

す
仲
よ
し
に
な
る
き

っ
か
け
が
あ
る
も

の
で
す
。
そ

の
き

っ
か
け
は
与
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

む
し
ろ
そ
の
機
会
を
求
め
、
ま
た

つ
く
る
よ
う

に
し

た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ

っ
て
友
だ
ち
が

喜

ん
で
く
れ
た
ら
結
構
、
で
な
く
と
も
自
分
と

し
て

友
達

か
ら
教
え
ら
れ
吸
収
す
る
も
の
が
あ

っ
た
ら
幸

せ
だ
と
思

い
ま
す
。

周遊券 は協会 で
旅行の周遊券や列車の指定券を協会でお世話

いたします。

旅行のEl程 を考えてきて下さればご相談しな

がらフランづくりをたのしむことができます。

手数料はいりまぜん。

 

続
け
る
と
い
う
こ
と
は
す
ば
ら

十
九
年

し
い
こ
と
で
あ
る
。
傾
注
す
る
と

近
藤

い
う
こ
と
は
立
派
な
こ
と
で
あ
る
。
盛
水

指導者会分掌一覧
●印代表幹事部 員 名部門

一
彦

賢

英

一

丸稲

関

,

塩屋 良一

村 井 信一

 

信

博

一

宏

靖

・

田

‥

岡

東

●粟田

近藤
≠⇔一

健稔
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野

外

〔

石
口川
県
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
協
会

が
創
立
し
て
か
ら
二
十
年
、
協
会

と
共
に
歩
み
、
永
く
そ
の
歩
み
を

続
け
て
ユ
ー
ス
・
ホ
ス
テ
ル
活
動

を
な
し
、
ま
た
協
会
の
事
業
に
も

参
画
し
て
い
る
人
が
あ
る
。

二
十
二
年

家
山

勉

杉
本
蔭
天
郎

二
十

一年

中
谷

光
信

二
十
年

上
田
寿

一

森

彰
二

宮
川

賃

木
村

道
子

鬼
柳

寛

大
平

邦
久

十
八
年

新
保

善
正

+
七
年

松
島

英
治

中
尾

加
一

十
五
年

宮
崎

護

十
四
年

神

久
徳

大
井

治
彦

+
三
年

山
田

芳
和

宮
本

潔

上
田

靖
子

藤
波
喜
美
男

松
本

忠
明

増
井

和
秋

鴫
田

遊

南

春
夫
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ホ ス テ ラ ー エ ー ス ・ ホ ス テ ル
支部協 会/協 会本部

、

㊥

支部 本部

○

日興 ,

㊦ 又T。1

仔約台帳

チェ ック

、

予約受

で
一 一 ー ー 一 一___

タ

.
㊦ 又T。1

-一 一 「

予歳 付.

唾

予約受付

予約台帳記帳

宿泊受付
宿泊カー ド

作成

チェック 消込 み

宿泊 料金

受取 り

チェックアウト

¥
(宿泊料金)

r

会員証
～

頃

一

一

ー

I

I

l

|

ー

1

|

|

ー

1

|

ー

l

l

|

|

ー

○

ノ

泊者数1実績表

報告 O

l

l

|

l

iタ

案 内 所

(

∈

コ ン ピ ュ ー タ ・シ ス テ ム

予約受付け,問 い合せ

コ ン ピュータ ・

システ ム

一 / ○
ファイル

＼ ノ

∈

'

約 クーポ
ン

,

,

予約通知書
1

L,.予 約 クー ㌧ボン～
一

控

図2-2-8宿 泊 予 約 受 付処理 手順
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予約はがきの書き方

△ 宿 泊 申 込 書

三艶爺 ご:㌶観覧
晒.束醐1煮r栖 疏 療 彫 工ゑ弧.

/一 ス

●田 圃図 一口ロ 聡 〃3 .2∠ノ。♂グ3/.

次のように宿泊の申込みをいたします.

宿湖 、.,ぜ..月 ∠九 か 。 めj∠ ノ 、、でZ泊3,。

mits人 員 男2名 女 」.z合 計,,.ぷ 名

タ 　ド 　ロ ドハれ を し ます

馨当る;慾::1蕊話
.

__月 ∠6日(fi.IED[-sEit)ぷ.名

..月 〃 。(夕 食.傘 ・倣)エ.名

"...}1(夕 食 ・朝 食 ・SEft}...名

R・ ・一・・グ・・一・・ θ3(@2枚

字 訓 ク ペ{べ 撫 ・・ノ ㌔zZ綱

ig出 発。」戯 文 狛.......∠ ノ.,み 。,
予1`拘1.rt∫'w見

取り消し、または表更の際は、そのつどご連絡いたしまt.

※ この予約はがきは都道府県YH協 会で10枚1組 ④円で販売 していま†⑫

図2-2-9予 約 は が きの様 式(記 入 例)

③ ホ ス テ ラ ーは,宿 泊 当 日予 約 受 付確 認 済 み の返 信 ハ ガ キ と会員 証 を持 っ

て,宿 泊 ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ 行 き,フ ロン トの 受付 係 に提 示 す る。 受 付 係

の 予 約台 帳 に よ る確 認 が され た 後,宿 泊 カ ー ド(図2-2-10参 照 の こと)

に必 要事 項(氏 名,年 令,生 年 月 日,住 所,会 員 番 号 等)を 記 入 し,決 め

られ た 宿泊 料 金 を 支払 う。

④ ユ ー ス ・ホ ス テ ル では,ホ ス テラ ーの 宿泊 受 付 を 行 ない,予 約 台 帳 の 消

し込 み 部 屋 割 り等 を行 な った 後,ホ ス テ ラーに 領収 書 を渡 し,宿 泊 利用 す

る部 屋 を指 示 す る。 会員 証 は,ホ ス テ ラ ーが,ユ ース ・ホ ス テル を チ ェ ッ

ク ・ア ウ トす るま で ユ ー ス ・ホ ス テル で 預 か る。

⑤ ユ ー ス ・ホ ス テ ル は,宿 泊 カ ー ドよ り,月1回 支 部協 会 へ 報告 の た め,

一32一



宿 泊 者 数 実績 表(3部 複 写 一図2-2-11参 照 の こ と)を 作成 し,1部 を

ユー ス ・ホ ス テル の控 とし,他 の2部 を支 部 協会 へ送 る。 さ らに そ の う ち

の1部 は,協 会 本部 へ 送 られ る 。

ロ)コ ン ピ ュー タ ・シス テム を利用 して予 約 す る場 合

① ホ ス テ ラーは,電 々公社 の端 末装 置 の あ る案 内所(東 京 地 区は,そ ご う

デパ ー ト,京 王 デパ ー ト,西 武 デ パ ー ト,大 阪地 区 は,そ ご うデパ ー ト)

に て,予 約 申 込用 紙(図2-2-12参 照 の こ と)に 必要 事 項 を記 入 し,そ

の 案 内 所 の窓 口受 付 係 へ渡 す 。

② 案 内所 受 付係 は,予 約 申込 書 に 記 載 もれ,記 入の 誤 りが ない か否 か チ ェ

ック した後,端 末 装 置 を 操作 して 申込 み の あ った宿泊 予 約希 望 の ユ ー ス ・

ホ ス テ ル が予 約 受 付可能 か否 か の 問 い合 せ を行 な う。

③ 予 約 可 能 な 場 合 には,直 ちに 予 約 券(図2-2-13参 照 の こ と)を 発 行

す る。 ホ ス テラ ーに予 約券 を渡 す の と引換 えに,コ ン ピ ュー タ使 用 料50円/

件 お よ び宿 泊 予 約 金200円/泊 ・人 を貰 う。 否 の場合 は,直 ちに 申 込 者 に

'そ の 旨 知 らせ る
。

④ コ ン ピ ュー タ ・シ ス テムに て予 約 受 付 した ユ ース ・ホ ス テル に対 して は,

コ ン ピ ュー タ ・シス テム に て週2回 出力 され る宿泊 予 約 通知 書(図2-2一

■

YH宿 泊 者 名 簿s。,〃d
-.

氏 名 電話()年 令 明,大,昭 年 月 日

但 鯉 ρ 一一_q豊) _._⑳ ・)_」D↓rlhd・y)、_
住 所 都 道

(越Cresめ 府 県c方)

蕊_,灘 璽〔 〔 ⇒ §員雛 ・塁・突
}「A

領収証控

(歳額鰹)
宿 泊 料1.050円

夕 食 料500円

朝 食 料350円

貸シーツ代|00円

暖[弓 料150円

麹ll|.55・ 円
'一}_

計 円

YH

些...,' 一

領 収 証

_.._『 、一一 様

宿 泊 料1.050円

夕 食 料500円

朝 食 料350円

貸シーツ代100円

暖 房 料150円

曇 翻1.55・ 円

醐 ・ 年 ・ ・一 ・ ・
,麟,liiii 1.一一}一ー ー 一 一^・P_A嚇

灘 艦。)・ 時 分頃 罐 唱。,)・ 時 分頃一一 「 　「一一 一'}wA-.

前日宿泊地(From)(Y・H)か ら行先(To)(Y・H)へ

(前 日宿泊地桁 先がY・Hで ない場合,地 名列車名筆を詳 しく記入し,Y・Hの 部分を消 して下 さい)

(R。・m仇)(Bed肱)部
屋番号 ベッド1w.

一 －L-●.→}一 「一 ー ー一.一 ,つ

一

計 円

YH

図2-2-10ユ ー ス ・ホ ス テ ル 宿 泊 者 名 簿 の 様 式

一33一
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19 年 月 中 ユ ー ス ・ホ ステル宿 泊者 数(延 べ)実 績 表 ⑧

都 道
府 県 YH

ざ
別

少 年 パ ス 青 年 パ ス 成 人 パ ス 家 族 パ ス 学 校 パ ス
リ一 声 一 パ ス

特別資格公認証 会 員 外

男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子

日 本 人

男 女 別 計

日 本 人

会員種別小計

外 国 人

男 女 別 計

外 国 人

会員種別小計

会員種別総計

会員 外総計

@

備 考 会員利用宿泊者数 総 合 計

予 約申込 み断 り数 ④ ④+◎

予 約な し宿 泊 者 数

無 断 キ ャ ン セ ル 数
※1.● Φ◎の三枚複写のうち、④はJYHへ 、⑬は当該YH協 会へ、◎はホステルの控えとする.

2.この実績表は月末に集計 し、④⑱を当肢YH協 会を経由 し、JYHへ 報告すること。

a外 国人はパス別散 と会員種別小計を記入し、国節は節考欄か、もしくは外国人国籍別宿泊者数(延 べ)実 敵表に記入すること。

4.会員利用宿泊者数は、日本人金貝種別小計十外国人会員種別小計を記入すること.

5.総合計は会員利用宿泊者総数④十会員外総計@の 数を記入すること.

日80%以 上 の

宿 泊 あ っ た 日 数
日間

図2-2-11ユ ース ・ホ ス テ ル宿 泊 者 数 実 績表 の 様 式

◎
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■

ユース ・ホステル宿泊予約変更書

始 め プ ログ ラム名
処 理

識 別

案内所

コー ド

ハ ン ドブ ック

ユー ス ・ホ ステル

番 号

申 込 者 名
(カタカナ)

S
T
X

英

数
PYHO2]山 / /

※
/

カ

ナ

英

数
,

復

改

住所 電話番号
会班

員Nα

少,育

成o

宿 泊 年 月 日

(変 更 前)

宿泊人数(変 更前) 食事(変 更前) 宿 泊 年 月 日

(変 更 後)

宿泊人数(変 更後) 食事(変 更後)

男 女 夕 翌 朝 男 女 夕 翌 朝

1 / , , , , / , , , ]
復

改
享
さ

2 / , , , ,

'

/ , , , ]
復

改
ξ
さ

.3 / , , , , / , , , |
復

改
響
X

※変更するユース・ホステル番号を記入のこと。
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図2-2-12宿 泊 予約 申込 書 の様 式
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図2-2-13ユ ー ス ・ホ ス テル宿 泊 予約券 の様 式
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14参 照 の こ と)を 送 付 す る。 ま た,月1回 予 約 金 集 計表(図2-2-15参

照 の こと)を 送付 す る。 た だ し,当 該 月の 予 約金 の 合計 が,5,000円 以下 の

場 合 は,翌 月分 と一 諾 に して送 付 す る。 な お,本 コ ン ピ ュー タ ・シス テム は',

電 々公社 の 回線 を利 用 して53年6月 よ り,前 述 の4ケ 所 の 案 内 所 にて サ ービ

ス実験 が 行な わ れ て い る。
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図2-2-14宿 泊 予約 通知 書 の様 式
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●

4)入 出金 管 理 処 理

入 出金 管 理 処 理 に つ い て は,特 に協 会 本部 が 行 な ってい る直 営 ユ ー ス ・ホ ス

テ ルの 入 出 金 管理 に関 す る処 理 に つ い て述 べ る こ と とす る。(図2-2-16参

照の こ と)

ホ ス テ ラ ー 直 営 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル 協 会 本 部

写 し 一()

予約台帳呆

1

会員証
～

ハガキ

○
宿泊受付

宿泊カー ト
作成

予約受付済

r

チェック

宿 泊料金受取 り　

、

利用明細

『
・∈

七
食事,売 店,
材料支入れ代金

領収書
利用明細書作成

喫茶売上げ

L
日計票

」
金銭出納帳

o

∋ 仕分け元帳

∋

鷲
㌧

歳入歳出月報

図2-2-16直 営 ユ ース ・ホ ス テル入 出 金処 理 手 順
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① ホ ス テ ラーが,前 も って宿 泊 予 約 した ユー ス ・ホ ス テ ルに 宿 泊 し,ユ ー ス ・

ホス テ ル 内の 売 店 ・喫茶 室 利用 等 に よ って発 生 す る各 種(宿 泊 ・食 事 料金,

売 店売 上,喫 茶 室売 上等)ホ ス テ ル事 業収 入お よ び ホ ス テ ラ ーに 提供 す る食

事 のた めの材 料 費(肉,野 菜,米 等),施 設 運 営 上発生 す る諸 経 費(職 員 給

与,維 持 管理 費,保 険 料,光 熱 費 ・運 搬 費 等 の運 営 費)等 の 支 出 に つ い て 日

計 票(図2-2-17参 照 の こ と)に 記 入 す る 。

② さ らに,そ の 日計 票 か ら金 銭 出納 帳(図2-2-18参 照 の こ と)に 入 出金

の発生1頂 に 明 細 を 記入 す る。 金 銭 出納帳 は,2部 複 写 と な ってお り1部 は 当

該 ユ ー ス ・ホ ステ ル で保 管 し他 の1部 は,協 会 本 部 へ 月1回 送 付 す る。

③ ユー ス ・ホ ス テ ルで は,金 銭 出 納 帳 よ り勘 定 別(歳 入 歳 出 月報 図2-2-19

(1},(2)に 示 され て い る項 目)仕 分 け 元 帳 を作 成 す る。

④ この 勘定 別 仕 分 け元 帳 よ り,月1回 歳入 歳 出 月報 図2-2-19(1)歳 入 の 部,

図2-2-19(2)歳 出 の 部 を作 成 し協 会 本 部 へ送 付 す る。 ま た,中 間 決算 報 告

書 お よ び期 末 決 算 報 告 書 を それ ぞれ 年1回 作 成 し協 会 本 部 へ 送 付 す る。
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ユース ・ホステル金 銭 出 納 帳

N90061-44

月 目～ 月 日

年

日月
科 目 摘 ・要 収 入 金 額 支 払 金 額 差 引 残 高

図2-2-18金 銭 出 納 帳 の 様式
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,
」

歳 入 歳 出 事 業 月 報

月 分(ホ ステル 名)

歳 入 歳 出 明 細 金 額 繰 越 金 内 訳 金 額

前 月 よ り の 繰 越 金 現 金

当 月 収 入 当 座 預 金

合 普 通 預 金

当 月 支 出 合 計 そ の 他

差 引 合 計(翌 月へ) 合 計(翌 月へ)

(歳 入 の 部)

款 項 目 説 明

ホ ステル事業収 入

ホ ステル事業 収 入

宿 泊 料

自 炊 料

シ ー ツ 使 用 料

休 憩 料

暖 房 料

食 事 料 収 入

夕 食

朝 食
`

昼 食

ホステルi;トト吊事 業収 入

売 店 収 入

会 場 使 用 料

行.事 収 入

附 帯事 業 収 入

雑 収 入

電 話 使 用 料

雑 収 入

事 業 外 収 入

事 業 外 収 入

寄 附 金 ・補助 金

職 員 食 事 料

利 息 ・収 入

そ の 他

本 部 会 計

運営費仮受金(繰入金)

預 り 金
`

繰 越 金 1
歳 入 計

図2-2-19(1)歳 入 歳 出月報(歳 入 の 部)
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員

■

●

(歳 出 の 部)

款1項i日 説 明

ネli、持 管 理 費 1 |

職 員 給 料 1 1

給 料 1

賃 金　 !

　

1

:職 員 手 当 ` i

1福 利 厚 生 費 i i

i食 料 費 …
1

旅 費 交 通 費 1 1

1旅 費 交 通 費 } i
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交 際 費 1
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営 繕 費 il
備 、ロ,頁

ll

設 備 費

自動 車 維 持 費

雑 費 |

保 険 料 : ll
公 課 費 | i'

`

運 営 費 1 i i|
需F}ヨ 費 1 1

資 料 費 1
`
1 1

消 耗 品 費 1 1 ll
燃 料 費 il
光 熱 水 道 料

`

運 搬 費

広 報 普 及 費

食 事 原 料 費 |

洗 濯 料 i |

行 事 費
il

i

売 店 仕 入 れ i :

附帯こ1礫経費 1
1

[ 1
…

1 1'
ト

1

1

Hli費 1 |

予 備 費 ll
l li

-

{ i ll

1 1
1.
`i

本 部 会 ll ll

本 部 会 計 ii
: li

建物償却積立金
'1

i

仮 受 金 返 済 … i

繰 越 金 1 1

歳1{] 1 1 1

図2-2-19(2)歳 入歳 出月 報(歳 出 の 部)
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3.情 報 シ ス テ ム の 基 本 構 想

3.1シ ステ ム 化 の必 要 性 と問 題 点

ユ ース ・ホ ス テル 運動 の 現 状 に つい て は,前 章に て概 略 が述 べ られ て い るが,

現 在 ユ ース ・ホ ス テ ル活動 の 根 幹 で あ り,活 動 度 の 一 つの 尺度 とな って い る登録

会 員 数が,1972年 の64万 人 を ピー クに して 減少 傾 向 に あ る。 そ こで,こ の 事 態

に 歯 止 め をか け る と共 に,ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 を活 発 化 させ るた め,登 録 会員

数 の 増 大 を図 る こ とが 要 請 され て い る。 す な わ ち,登 録 会員 数 の増 大 は,必 然 的

に 宿 泊利 用 者 数 の増 加 に つ な が り,ユ ー ス ・ホ ステ ルの稼 動 率 向 上に 寄 与 す る と

共 に,ユ ース ・ホ ス テ ル活 動 全 体 に活 気 を もた らし,社 会 教 育 的 な面 か ら も多 大

な 効 果 を発揮 す る こ とが期 待 で き るか らで あ る。

この様 な認 識の 上に立 って,ユ ース ・ホ ステ ル業 務 の シス テ ム化,機 械 化 を進

め る こ とに よ り,登 録 会 員 に 対 す るサ ー ビス の質 の 向 上,協 会 運 営 の合 理化,省

力 化 を図 り,よ り円滑 な 協会 運営 を推 進 す る必 要 が あ る。特 に,宿 泊 予 約 受付 業

務 に つ い ては,53年6月 よ り電 々公 社 の 回線 を利用 した コン ピ ュ ー タ ・シス テ ム

に よ りサ ー ビス を開始 して い るが,今 後,登 録 会 員 と直接 関 係 あ る会 員 登 録 業 務

との関 連 を考 慮 して ユ ース ・ホ ス テル業務 の統 合 的 シ ス テム化 を 進 め,簡 素 化,

迅 速 化 を図 るこ とに よ りサ ー ビスの 向 上が 求 め られ て い る。 ちなみ に,現 在 ユ ー

ス ・ホス テ ル協 会 の シス テ ム化 対 象業 務 に お け る シス テ ム化 に関 係 あ る問 題点 を

下 記 に列 挙 した 。

1)会 員 情 報 管 理

イ)会 員 登 録 業 務

① 委 託 が ほ とん どで あ り,会 員 登録 処理 に ミスが 発生 す る。

⑤ 申込 書記 載 モ レが あ る。

⑥ 会 費の 受 取 り金 額 の間 違 いが あ る。
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②

③

④

⑥ 会員証 の残数等に報告 との不一致が あ る。

入金処理 に遅 れ または,バ ラツキがあ る。

⑤ 入金方 法が統一 されてい ない。

⑤ 特に委託案 内所(兼 業)か らの会員 登録 料金等の入金 に遅 れが生

じてい る。

会員登録 実績報 告が遅れ る。

会員 カー ドの作成等 を手作業 で行な って い る。

⑤ 申込書の書 き直 し作業 。

⑮ 会員 カー ドの保管管理。

ロ)新 聞発送業務

① 宛名帯封作 成作業 に多 くの時間 が さかれ る。

② 新聞綴込作業に 多 くの人手 を要 している。

ハ)会 員 統計 資料作成業務

① 統 計資料作成業務 を手作 業で行な ってい る。

2)宿 泊情 報管理

イ)宿 泊 予約受付業務

① 現行 コンピュータ ・シス テムに ついて(53年6月 よ り電 々公社の 回線 を

利用 した コンピュー タ予 約処理 を行 な ってい る。)

⑤ 予約 情報 に関 して

利用 者名 及び利用者の男女別の内訳がな いの で,ホ ステルでの 受付窓

口における予約台帳 とのチ ェ ック(利 用者 グルー プ単位)が,不 可能

であ る。 また事前の部屋割 等の 作業 も出来 ないた め,非 能率 とな って

い る。

⑤ 利用取 消 しに関 して

・取消 しの連絡 があ って も,予 約台帳 でのチ ェ ックが不可能 であ る。

・取消 しが あった場合 ,取 消料徴収が 出来な い。

・取 消 しに対す る抵抗感 がないため
,取 消 し(無 断)が 多い。
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⑤ 会計 処理が 繁雑 である。

予約 金 とユース ・ホス テルが 本部へ支払 う手数料 の取 扱いが複雑 であ

る。

② シーズン時は,宿 泊 予約 受付業務 が大変 である

電 話の応対

③ 葉書によ る予約 は,時 間 がかか る。

ホステル側 は,ホ ス テラーとの コ ミニ ケー ションが図 られるの で管理

上非常 に都合 が良 い との事 。

④ 宿泊利用 実績報 告が遅 れ る。

ロ)宿 泊利用統計 資料 作成業務

① 統 計資料作成業務 を手作 業で行 な って いる

3)経 理情報 管理

イ)入 出金管理 業務

① 直営 ユース ・ホス テルの経理状況 のは握が遅 れる。

② 経理処理(現 金 出納 帳,勘 定 元帳 作成)に ついて,人 手 に余裕 がないの

で,大 変 で ある。

③ 同 じ様な報告書 を何 回 も作 成す るので大変 である。

さらに,シ ス テム開発 および運営 して行 く上で問題 とな る点は,① 開発体

制開発 要員 確保 が困難である こと,② 開発投 資に対す る資金的裏付 けが脆弱

であ ること,③ 情報処理 システムを運用 お よび利用 するサイ ド(協 会,ホ ス

テル,案 内所,ホ ス テラー)の 運用体 制 の整備 および情報 マイン ドの育成,

すなわ ち,受 け皿の環 境条件の整備 が必要 であること等 であ る。
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3.2シ ス テ ム の 目的 と範 囲

3.2.1シ ステムの 目的

現在,ユ ース ・ホステル協会が 直面 してい るシステム化に関係 ある問題点 につ

いては,前 章に述 べ られているが,特 に,

① 会員登録 業務の合理化

新規会員および継 続会員の登録業務 の簡素化,迅 速化 を図 ると共 に,事 務

処理作業 の合 理化を図 る必要が あること。

② 直営 ユース ・ホステルの入 出金管理 の合理化

直営 ユース ・ホ ステルの入 出金に関 す る情報 を正 確 ・迅速には撰 す る こと

によ り,協 会お よび直営 ユース ・ホス テルの資金運用 の効率化 を図 る必要 が

あ ること。

③ 宿泊予約 受付業務の合理 化

宿泊予約情報の正確 ・迅速なは握 および宿泊案内サ ー ビスの質の 向上によ

り,宿 泊利用 サー ビスの向 上 とユース ・ホ ステルの稼動率の 向上を図 る必要

がある こと等が指摘 されてい る。そ こで,こ れ らの 問題 を少 しで も解 決する

た め,次 に挙げ る3点 をシス テムの 目的 として,会 員登録業務,直 営 ユース・

ホステルの入出金管理業務,宿 泊予約受付業務の システム化 をはか ってい る。

⑧ 事務処理 の合理 化

作 業の簡素化,標 準化を図 ると ともに,従 来 の手作 業によって生 じてい

た記帳 ミス,転 記 ミス,計 算 ミス等の事務処理 上の ミスを極力排 除 し,事

務処理 の効率 をあげ ることであ る。

⑤ 管理体制の確立

会員登録 業務,直 営 ユース ・ホ ステ ルの入 出金管理業務,宿 泊 予約受付 .

業務 等にて発生 す る情報 を正確 ・迅速には撰 す るための情報流 通体 制 を整

備 す ることによ り,実 績は握 が適確に行われ る。従来の経験や カンに よる

運 営か ら脱 皮 した新 しい管理 体制の確立を図 ることが可能 とな る。
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⑥ サ ー ビ スの 向 上

シ ス テム化 に よ り,会 員 情報,宿 泊 予約 情 報 等 の 一元 的 は握 が 可能 と な

り,会 員 情 報,宿 泊 予 約 情報 等 に関 す る問 い合 せ に対 して も直 ちに応 答 が

可 能 で あ り,特 に 会員 に 対 す るサ ー ビスの 向 上 に よ り,登 録 会員 の 増 加 と

宿 泊 利用 率 の 向 上,す な わ ちユ ース ・ホ ス テル の稼動 率向 上 を図 る こ とが

可 能 と な るで あ ろ う。

以 上に つ い て,図3-2-1情 報 シス テム の 目的 に 図示 す る。

図3-2-1情 報 シ ス テ ム の 目的

3.2.2シ ス テ ムの 範 囲

シス テ ムの範 囲 につ い ては,シ ス テム化 の 対 象 範 囲 および シス テム化 の対 象業

務 に つい て以 下 に述 べ る。

1)シ ス テ ム化 の 対 象 範囲

本 情報 シス テムは,社 会 福祉 関 連 機 関等 の 各 種 公 益 的機 関 を対 象 と した 共 同
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利用 シス テム を構築 す る こ とを前 提 に して い るが,構 築 に 際 しては,情 報 シス

テ ム化 の対 象 モ デ ル と して 日 本 ユー ス ・ホ ス テル協 会 を対 象 機 関 と して 検 討 を

進 め てい くこ ととす る。

ユ ー ス ・ホ ス テル協 会 の 機 構 につ い て は,す で に述 べ て い るが,こ こ で再 度

簡 単 に述 べ る と,本 部 組 織 と して(財)日 本 ユ ース ・ホ ス テ ル協 会 が あ り,支 部

組 織 と して47の 都 道 府 県 支 部 協会 が あ る。 これ らの支 部 協 会 は9つ の ブ ロ ック

(北 海 道,東 北,関 東,北 信 越,東 海,近 畿,中 国,四 国,九 州)に 分 け られ

て い る。 さ らに組 織 上,支 部 協 会 の 下 部組 織 と して案 内所(約700ケ 所)と 指

定 ユ ース ・ホ ス テ ル(532施 設)が あ る 。 なお,直 営 ユー ス ・ホ ス テ ル(44施

設)は,協 会 本 部直接 の 管理 下 に あ る。 以 上の 協 会組 織 に対 して,ユ ーザ ー で

あ りかつ 活動 の 一方 の 推進 者 で あ る ホ ス テ ラーが,53年 度 で 約42万 人い る。

これ らを図 に示 したの が,図3-2-2日 本 ユー ス ・ホ ス テ ル協 会運 営 組 織

(財)日 本 ユ ー ス ・ホ ス

テル協 会

都 道 府 県

支 部 協 会(47)
ブ ロ ッ ク

(9)

案 内 所(約700)直営ユース

ホステル(44)

指定ユー ス

ホステル(532)

( 青 少 年
、。_⊃
(42万 人)

図3-2-2日 本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル 協 会 運 営 組 織 図
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図 で あ る 。 ま た,ブ ロ ッ ク と ユ ー ス ・ホ ス テ ル 支 部 協 会 の 構 成 に つ い て は,図

3-2-3(1),(2)に 示 す 。 さ ら に,プ ロ ヅ ク と ユ ー ス ・ ホ ス テ ル 支 部 協 会 の 関

係 を 図 示 し た の が,図3-2-4日 本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル 協 会 配 置 図 で あ る
。 直

営 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル の 全 国 配 置 に つ い て は,図3-2-5直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ

ル 分 布 図 に 示 す 。

北 海 道 ユ ース ・ホ ス テ ル協会北 海道 プ ロ ヅク
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島
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京

奈

葉
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県

県
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川

井
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野

新

富

石

福

山

長

県

県

県

県

阜

岡

知

重

岐

静

愛

三

図3-2-3(1)日 本 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル 支 部 協 会 構 成
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図3-2-3(2)日 本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル 支 部 協 会 構 成
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図3-2-5 直 営 ユ ース ・ホ ス テル分 布 図
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以 上が,ユ ース ・ホ ス テ ル活動 を支 え推進 してい る組 織 で あ る。

そ こで,本 情 報 シス テ ムは,シ ステ ム化 の 対 象 範 囲 と して,ユ ース ・ホス テ

ル協 会本 部,ユ ー ス ・ホ ス テ ル支 部 協会,直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル,指 定 ユ ー ス・

ホス テル,案 内所,ホ ス テラ ー を考 え てい るが,案 内所(約700ケ 所)と 指 定

ユ ース ・ホ ス テ ル(532施 設)に つ い ては,施 設 の 規模,専 業 か兼 業 か,利 用

度 等 に格差 が あ り一 律 に 論 じ られ ない の で,そ れ ぞれ の施 設 の 内容,能 力 等 レ

ベ ル を勘案 しシ ス テム 化 の対 象 範 囲 を限定 す る必 要が あ る。 す なわ ち,当 初 の

シス テム化 の 対象 範 囲 と して は,協 会 本 部,支 部 協 会,直 営 ユ ー ス ・ホ ス テル

お よ び支 部協 会 直 営 の 案 内所 で 支 部 協会 職 員 が専 従 して い る案 内所 とホ ス テ ラ

ーの利用 度 が高 く ,運 用 上問 題 とな らない案 内所 とす るの が,シ ス テム運用 へ

の移 行 を円滑 に し混 乱 が 少 な い と考 え る。 さ らに運 用 体 制 が整 備 され,コ ン ピ

ュ ー タ ・シス テ ム に よ る運 営 が 軌 道 に乗 った段 階 で順 次 シス テ ムの対 象 規模 を

拡 大 し,対 象案 内 所 を増 加 させて 行 く ことが望 ま しい 。指 定 ユ ー ス ・ホ ス テル

に つい て も同様 の考 え 方 を取 るの が望 ま しい と考 え る。 ユ ー ス ・ホ ス テル施 設

数,会 員 数 等 に つ いて は,表3-2-1に 示 す。

2)シ ス テ ム化 の 対 象 業 務

シ ステム化 の 対 象 業 務 と しては,調 査 の結 果浮 き彫 りに され た 問題 点 を解 決

す る と共 に,ユ ー ス ・ホ ス テ ル活 動 推 進 者 か らの シス テ ム化 の ニ ー ズが 高 く,

か つ シス テ ム化 に よ る効 果 が期 待 され る業 務 を対象 と した。 すな わ ち,ユ ー ス・

ホ ス テル協 会 と ホ ス テ ラーに 関 す る業務 お よ び ユ ー ス ・ホス テル 協会 と直 営 ユ

ース ・ホ ステ ル に 関 す る業務 であ る。 前 者は,会 員 情 報 管理,宿 泊 情報 管理 で

あ り,後 者 は,経 理 情報 管理 で あ る。

① 会員 情報 管理 は,大 き くは,会 員 登録 業 務,新 聞発 送 業 務,会 員統 計 資 料

作成 業 務 に分 け る こ とが で き る。 ここで は,新 規会 員 お よ び継 続 会 員 の 登録

業 務 の簡 素化,迅 速 化 を図 ると共 に,会 員 情 報 の 一 元 的 は握 に よ り,会 員 サ

ー ビスの 向 上 と事 務 作 業 の 省 力 化 を図 る こ とが望 ま れ る。

② 宿泊 情報 管 理 は,宿 泊 予 約 受 付業 務 と宿泊 利 用 統 計 資 料 作 成 業 務 よ りな る。
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表3-2-1ユ ー ス ・ホ ス テル施 設 数会 員 数(52年 度)

ー

O
ω
ー

項 目

ブ ロ ック名

施 設 数
会 員 数 宿 泊利

用 者数支部
協会

ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

直 営 ユ ース・

ホ ス テ ル

直 営
案内所

委 託
案内所

北 海 道

〆

1 97 7 一 94 15,751 497,775

東 北 (宮 城,福 島,秋 田,山 形,青 森,岩 手) 6 62 8 一
88 20,186 220,944

関 東 (嶽 鶴 川・埼玉 ・隣 ・栃木 ・) 7 46 2 4 88 173,402 301,438

北 信 越 (石 川,長 野,新 潟,山 梨,福 井,富 山) 6 86 6 一 97 20,544 293,978

東 海 (愛 知,静 岡,三 重,岐 阜) 4 48 2 一 38 44,388 166,953

近 畿 (大 阪,兵 庫,京 都,奈 良,滋 賀,和 歌 山) 6 77 3 2 56 91,454 397,206

中 国 (広 島,岡 山,山 口,島 根,鳥 取) 5 49 5 一
79 18,745 187,977

四 国 (徳 島,愛 媛,香 川,高 知) 4 44 3 45 9,220 89,718

九 州 (福 岡,長 崎,熊 本,鹿 児 島,大 分,宮崎
,佐 賀,沖 縄)

8 67 8 79 25,678 263,506

合 計 47 576 44 6 664 419,368 2,419,495



表3-2-2シ ス テム 化対 象 業務 処 理

業 務

業 務 名 業 務 内 容

①会員登録業務 ⑤会員登録受付

⑤会員証発行

⑥ 登録 料,備 品 販売 費管理

会員情報 ⑥会員登録 実績報告書作成

管 理 @登 録 会員 データ管理

②新聞発送業務 ⑧発送用宛名帯封作成

⑥ 綴込 ・発送

③会員統計資料作成業務 ⑤ 会員統計資料作成

①宿泊予約受付業務 ⑧ 予約状 況案 内(問 い合せ)

宿泊情報 ⑮宿泊予約

管 理 ◎宿泊利用実績報告書作成

②宿泊利用統計資料作成業務 ⑧宿泊利用統計資料作成

①入出金管理業務 ⑧入金管理
経理情報

⑤ 出金管理
管 理

⑤勘定元帳作成

こ こで は,予 約 受 付情 報 の正 確 か つ迅 速 な は握 お よ び宿 泊案 内 サ ー ビスの 効

率 化 に よ り,会 員 サ ー ビスの 向 上 およ び ユ ー ス ・ホ ステル の稼動 率 向 上 を図

る こ とが 望 まれ る。

③ 経理 情 報 管 理 は,入 出金 管理 業 務 が ある。 ここで は,直 営 ユース ・ホステルの
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入 出 金 管理 に 関 す る情 報 を正 確 か つ迅 速 に は撰 す る こと によ り,協 会 本 部 お

よ び直 営 ユ ー ス ・ホ ス テルの 資 金 運用 の効 率 化 を図 るこ とが 望 まれ る。

以 上の こ とよ り,本 情 報 シ ステ ム化 の 対 象 業務 と して,会 員 情 報 管理(会 員

登録 関 連 業 務),宿 泊 情 報 管理(宿 泊 予 約 受付 関 連 業務),経 理 情 報 管 理(入

出金 管理 業 務)を 選 定 した 。 な お,宿 泊 予 約 受 付 業務 につ い て は,現 在,電 々

公社 の回 線 を 利用 して,サ ー ビス実験 を行 な ってい るが,会 員 情報 管理 と も密

接 に関 連 が あ るの で,今 後,統 合 的 シス テ ム と して 検討 を進 め る必 要 が あ る。

シス テ ム化 対 象 業 務 処 理 に つ いて は,表3-2-2に 示 す とお り であ る 。

3.3シ ス テム の機 能

ユ ース ・ホ ス テル協 会 の業 務 と機能 の 関連 に つ いて ま とめ た表 が,表3-3-1

業 務 ・機 能 関 連 表 で あ り,業 務 に お け る 機 能 の 流 れ を 表 わ した の が,図3-

3-1機 能 関 連 図 で あ る。 また,特 に 情報 の 関 連 に つ いて示 した 図 が,図3-3

-2情 報関 連 図 で あ る
。

以下 に,各 機 能 毎 に つい て,機 能 の働 き と情 報 の 流れ に つ いて 述 べ る。

1)会 員 情 報 管 理

イ)会 員 登 録 管理

会 員 登 録 管理 は,新 規 の入 会 申込 者 お よ び継 続 登録 申込 者(ホ ス テ ラ ー)

が 記 入 した 会 員登 録 申込 書 を受 付 け,会 員 登録 受 付処 理,会 員 証 発 行 処理 を

行 な う。 会 員 証 は,会 員 登 録 申込 者 へ 渡 す 。② また,登 録 した 会員 に 関 す る

情 報 す な わ ち登録 会 員 情 報 は,会 員 デ ー タ管理 に て利 用 す る。 ③ 会 員 登 録 実

績 情 報 は,実 績 は握(会 員 登 録 実 績 報 告 書,登 録 料 ・備品 販 売 実績 報告 書,

統 計 資 料 等作 成)の た め の デ ータ と して使 用 す る。

ロ)会 員 デ ー タ管理

① 会員 デ ー タ管理 は,登 録 会員 情 報 の 蓄 積 ・維 持(メ ンテ ナ ンス)を 行 な

う。 す な わ ち,登 録 会 員 情 報 の 蓄 積 お よ び登 録 会員 変更 情 報 に よ る更 新 ・修

正 等 を行 な う。② また,会 員 サ ー ビスに 必 要 な 情 報の 提供 を 行 な う。

一55一



表3-3-1業 務 ・機能 関 連 表

ー

O
⑦
ー

情 報
備 考業 務 名 機 能 名

IN OUT

会

員

会員登録業務
会員登録管理 入会登録申込

会 員 証

{会員登録実績癬 *

登録料,備 品販売情報含

情 会員 データ管理 登録会員情報 会員情報

報 実績把握 会員登録実績情報 統計情報

管 新聞発送業務 会 員 サ ー ビス 会員情報 新 聞

理 会員統計資料作成業務 実績把握 会員登録実績情㎡ 統計情報

入出金管理業務 ホ ス テル運 営 予約情報 入出金情報

経
理
情

入出金管理
入出金情報{

運営計画情報
経理情報

報
管
理 運営 ・資金管理

統計 情報
{
経理情報

経営計画情報

宿 宿泊予約受付業務 宿泊予約情報管理 予約申込 予約情報

泊
情

ホ ス テ ル運営 予約情報 宿泊利用実績情報

報
管

実績把握 宿泊利用実績情報 統計情報

理 宿泊利用統計資料作成
業務

実績把握 宿泊利用実績情報 統計情報



勺

■

入会 ・登録

申込み

采
統計情報　
(実 績)

⇒」
入 出 金 管 理

(直 営)

図3-3-1 機能関連図

〔
経

■

■

入 出 金 管 理
讃ぐ ぷ ・)入出金情報一
管

豊

管理 情報

一一

会員証

、

申込情報

(ユ ース'

、

会員登録受付
申込情報

会 員 証 発 行 資 金 管 理ホス・・-2

登

録
情

報

『

〔

会
員
情

報
管
理
〕

会

員

情
報

入金情報
`

管理情報 ・ ↑登録料,備 品販売費
管理

統計
情報

運 営 管 理
会員登録実績報告書
作成

実績情報
会員統計資料作成 .

会員情報

.L

統
計
情
報

登録会員データ管理

新聞

一

会
員
情
報

、

会員情報

発送用宛名帯封作成
(新 聞発送)

〔

宿管
泊理
情

趣
予約申込情報

予約情報
.・1 ↓

宿泊予約受付
予約情報 宿泊利用実績報告書

作成

実績情報 宿泊利用統計資料
作成

.

予約情報 一
←'ボ ス∋ 実績情報'

図3-3-2 情報関連図
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ハ)会 員 サ ー ビス

① 会 員 サ ー ビスは,会 員 サ ー ビスの た めの ユ ース ・ホ ス テ ル新 聞 発行,各

種 行 事 催物 の企 画 等 を 行 な う。 特 に ユ ー ス ・ホ ス テル新 聞 に つい て は,月1

回,ボ ス テ ラーに 郵 送作 業 を行 な って い る。 ②作 業 の 内 容は,新 聞 の企 画 ・

編 集 ・印 刷,綴 込 み,宛 名 帯 封 作成,帯 封 か け,発 送作 業 で あ る。 これ らの

作業 の 内で,シ ス テム化の 対 象 と な る作 業 は,宛 名帯 封 作成 作 業 で あ る。他

は,コ ス ト等の 関係 で人 手 に 頼 るこ とが 得策 で あ ると考 え る。

二)実 績把 握

① 実 績 把 握 は,会 員 登録 管 理 にて 処 理 され 渡 され る会 員 登 録 実 績 情 報 に よ

り,ユ ー ス ・ホ ス テル 別,会 員 種 別 等の 会 員 登録 実績 報 告書 を作 成 す る 。 ま

た,登 録料 ・備 品 販売 実績 報 告 書 を作 成 す る。

② さらに,会 員登 録 実績 情報 に よ り,会 員 に関 す る各種 統 計 資 料 を作 成す

る。 この 情報 は,運 営 ・資 金 管 理 の た めの 情 報 とな る。

2)経 理 情 報 管理

イ)ホ ス テル運 営

① ホ ス テル運 営 は,ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 運 営 管理 す なわ ち,ホ ス テ ル施 設

の運 営 管理,ホ ス テ ラーの 宿 泊利 用 の た めの 種 々の サ ー ビス,お よ び宿 泊 予

約 受付 業務,入 出金 管 理 業務 が あ る。 こ こで は,特 に直 営 ユ ー ス ・ホ ス テル

に おけ る入 出 金 管理 に業務 を絞 って考 え る。② 直 営 ユ ー ス ・ホ ス テル は,ホ

ス テ ラ ーの 宿泊 利 用 に よ る入 金(宿 泊 料,食 事 代等)お よ び,ホ ス テ ル運 営

の た めの 経費(建 屋修 繕 費,人 件 費,光 熱 費,償 却 費等),食 事 提 供 の た め

の 材 料 仕 入れ 代 金 等 に よ る 出金 情 報 を管理 の ため の 情 報 と して渡 す。

ロ)入 出金 管理

① 入 出金管 理 は,直 営 ユ ー ス ・ホ ス テル よ り渡 され る入 出 金 情 報 に 基 づ き,

入 金 明細 表,出 金 明細 表,勘 定 元 帳,歳 入 歳 出 月 報 等 を作 成 す る。 これ らの

情 報 を運 営 ・資 金 管理 に 使 用 す る。 ② ま た,運 営 ・資金 管理 よ り渡 され る運

営 計 画 情報 に基づ き,年2回 作 成す る期 中お よび期 末 決算 報 告 書 作 成の ための作
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業 を行 な う。

ハ)運 営 ・資 金 管理

運 営 ・資 金 管 理 は,"実 績 把 握"に よ り渡 され る会員 登 録 関係 お よ び 宿泊

利用 関係 の 実績 情報 一統 計 情報,お よ び入 出金 管理 よ り渡 され る経 理 情 報 に

基 づ き,運 営 計画 作 成 等 の 作 業 を行 な う。

3)宿 泊 情 報 管 理

イ)宿 泊 予 約 情報 管理

① 宿泊 予 約 情 報 管 理 は,ホ ス テ ラ ーか らの 予 約 申込 み を受 付 け,予 約可 能

な場 合 は,予 約 券(ク ーポ ン)を 作 成 し渡 す。 ② また,ホ ス テ ラー が 直接 ホ

ス テル へ予 約 申込 み した場 合 は,当 該 ホ ス テ ルの 宿泊 予 約 申 込 み 日に 空 が あ

れ ば,そ の 旨返 事 す る。③ その 予 約 受 付情 報 は,ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員 が 利

用 す る まで 当該 ユ ー ス ・ホ ステ ルに お いて 予約 受 付台 帳 等 を使 用 し管 理 され

る。

ロ)ホ ス テル運 営

① ホス テ ル運 営 は,予 約 情報 を受 け 取 り,ホ ス テ ラーの 宿 泊 の た め の準 備

を行 な い,宿 泊 利用 した ホ ス テ ラ ーに対 して,宿 泊 サ ー ビス を提 供 す る。 ペ

ア レ ン トは,月1回 宿 泊 利 用 実績 情報 を取 りま とめ るが,こ の 情 報 は,"実

績 把 握"の た めの 情 報 とな る。

ハ)実 績把 握

① 実績把 握 は,ホ ステ ル運 営 よ り渡 され る宿 泊 利用 実績 情 報 に よ り,宿 泊

利 用 実績 報 告 書 を作 成 す る。② さ らに,宿 泊 利 用 実績 情報 に よ り,宿 泊 利 用

に 関 す る各種 統 計 資 料 を作 成 す る。 この 情 報 は,運 営 ・資金 管 理 の た め の 情

報 とな る。

3.4.コ ン ピ ュー タ利 用 方 式

本 情報 シス テ ムの 開発 に 当 っ ては,将 来,全 国的 規模 を有 す る社 会 福 祉 関 連 機

関 等 が,共 同 利 用 す る こ とを前 提 と して い る が,こ こでは ユ ース ・ホ ス テル協 会
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を対 象 と した情 報 シス テム構 築 を進 める こと とす る。

3.4.1シ ステ ム 構成

現 在,シ ス テム化 の対 象 モデルとな ってい るユ ース ・ホステル協会 の業 務 は,主 と

して 会 員 登録 業 務,入 出金 管理 業務,宿 泊 予 約受 付 業 務 があ る。 これ らの 業務 の

シス テ ム化 を考 えた 場 合,そ の業 務 の緊 急 性 の 要 求度 合 を勘案 す ると,シ ンプ レ

ヅクス ・シス テ ムで 充 分 で あ る。 とい うの は,宿 泊 予 約 受付 業務 を除い た 他 の業

務 は,特 に緊 急 を要 す る処 理 が な く半 日位 の シス テム ・ダ ウ ンで も運 用 上混 乱 す

る こ とは な い と考 え られ る。 しか し,宿 泊予 約 受 付業 務 に つ い ては,即 時 処理 の

要求 の 度合 が強 く,短 時間 の シ ステ ム ・ダ ウ ンで も ホス テラーに対す るサー ビス ・

ダ ウ ンとな り影 響 が大 きい。 そ の た め,シ ス テム ・ダウ ン時 の 運用 上 の バ ヅク ・

ア ップ対 策 を運 用 サ イ ドの 条件 ・環 境 等 を慎 重 に 検討 してた てて 置 くこ とは必 要

で あ るが,デ ュ プ レ ヅクス ・シス テ ムに す る必 要 はな い と考 える。 また,運 用 コ

ス トの 面か ら も困難 で あ る。 な お,他 機 関 との 共 同利用 を 考 えた場 合 には,他 の

業務 の処 理 内容,処 理 量,緊 急 性,経 済 性等 を考 慮 して,デ ュ プレ ックス ・シス

テ ムま た は デ ュア ル ・シ ステ ムへ の 移 行 を検 討 す る必 要 が あ る。

次 に,本 情報 シス テ ムの システ ム化 対 象 範 囲 に よ り,情 報 シス テム の 構 成 を大

き く2つ に分 け てい る。 一 つは,ユ ー ス ・ホス テ ル協 会の 全 て の機 関,す な わ ち

協会 本 部,支 部協 会,案 内所,ユ ー ス ・ホ ステ ル を対 象 と した 情報 シス テ ムの構

成 で あ り,図3-4-1マ ス タ ー プラ ンに お け る情 報 システ ム構 成図 に 示 す。 そ

の ネ 。 トワー ク概 念図 に つ い ては,図3-4-2マ ス タ ー プ ラ ンの ネ ッ トワー ク

概 念 図 に示 す 。 支 部 協会 の配 置 と ネ ッ トワー ク との関係 を図3-4-3マ ス ター

プ ラ ンの ネ ヅ トワー ク配 置 図 に示 す。 ま た,他 の 一 つは,協 会 本 部,支 部 協 会お

よ び 主要 案 内所,直 営 ユ ー ス ・ホ ステ ルを 対象 と した 情報 システ ムの 構 成 で あ り,

マ ス ター ・プラ ンの情 報 シス テ ム構築 の 第1ス テ ップ とな る もの で あ る。 構 成に

つ い ては,図3-4-4情 報 シ ステ ム構 成 図 に示 す。
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コ ン ピ ュータ ・セ ンタ ー

コンピュ
ータ ・

システム

、

●

協 会本 部

國吻

一ス ・ホステル(直 営

一

ミニ・コ'
システム

一
旬吻

案 内 所

,

一ス ・ホステル

o

図3-4-1マ ス タ ー プ ラ ンにお け る情報 シス テ ム構 成 図

闇物

凡例

◎ 支部 協会

口 案 内所

ユース ・ホステル

図3-4-2 マ ス タ ー プ ラ ン の ネ ッ ト ワ ー ク 概 念 図
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■

図3-4-3マ ス タ ー プ ラ ン の ネ ッ ト ワ ー ク 配 置 図

闇物

ホステル

(直 営)

99

図3-4-4情 報 シス テ ム構 成 図
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⑰

3.4.2処 理 方式

本 情 報 シス テム化 に 当 って,シ ス テ ムの 処理 方 式 を設定 す るこ と は基 本 的条 件

で あ る 。処 理 方 式 と して は,大 別 す る と通 信 回線 を 利用 す るオ ンラ イ ン処 理方 式

と デ ー タを 一括 処理 す るバ ヅチ処 理 方式 かあ る 。 そ こで,情 報 シス テ ム化の 対 象

と な って い る ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の業 務(会 員 登 録 業務,入 出金 管 理 業務,宿

泊 予 約 受 付業 務 等)に つい て,そ れ ぞ れ の 業 務 の 内容 ・特 徴 お よ び シス テ ム化 の

リ ク ワイ ア メ ン トを踏 まえ て処 理 方 式 の検 討 を進 め る。

まず,対 象 業 務 の うち,宿 泊 予約 受 付 業務 に つ い ては,ホ ス テ ラーか らの 宿泊

希 望 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの予 約 受 付 状 況 の 問 い 合 せ に対 して,す み や か に予 約受 付

可 否 の 返 答 をす る こ とは,ホ ス テ ラ ーの旅 行計 画 を立 て易 く し,ユ ー ス ・ホ ス テ

ル を利用 し易 くす る。 この こ とは,ユ ー ス ・ホ ス テル とい う資 源 を有 効 に利 用 す

る機会 を増 や し,ユ ース ・ホス テ ルの稼 動 率 を 向 上 させ る こ とか ら も望 ま しい こ

とで あ る。 この様 に宿 泊 予 約 受付 業 務 は,即 時 処 理 の 要求 の度 合 が 強 く,ま た,

ホ ス テ ラ ーに対 す るサ ー ビス効果 の 点 か ら もオ ンラ イン処理 方式 を採 用 す る こ と

が 適 切 で あ る と考 え る。 も し,仮 に バ ッチ処 理 方 式 に て対 応 す る とす る と,ホ ス

テ ラ ーか らの 予 約受 付 状況 の 問 い 合 せ に対 して,最 新の 予約 受 付 情 報 を返 答 す る,

こ とは,ほ とん ど不可 能 で あ る と共 に,予 約受 付 可否 の決 定 に つ い て時 間 的遅 れ

が 生 ず る こ とは避 け られ ず,シ ス テム化,機 械 化 に よ るホ ス テ ラ ーへの サ ー ビス

効 果 は 余 り期 待 出 来 な い 。

会員 登録 業 務,入 出金 管理 業 務 に つい ては,会 員 登 録受 付,会 員 証発 行 お よ び

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 入 出 金 管理 に 関 す る業 務 で あ るこ とか ら,即 時処 理 の 要

求 の度 合 は弱 く,す ぐオ ン ラ イ ン処 理 方 式 に しな けれ ばな らな い とい う緊急 性 は

な く,バ 。チ処 理 方 式 に よ って も対 応 可 能 で あ る と考 える。 しか し,会 員 登 録 デ

ー タの 処 理(会 員 登録 受 付 ,会 員 証 発 行 等)に つ い ては,全 国 で年 間約40万 件 位

発生 す るの で,初 年度 はバ ッチ処理 で処 理 し,次 年 度 よ り会員 の 継 続 率 に よ る デ

ー タ件 数 との 兼 合 で あ るが ,宿 泊 予 約受 付 業務 に て使 用 す る オ ン ライ ン端 末 装 置

を 利用 して会 員 登 録 に関 す る デ ー タを入 力 処理 す る方 法 を採 り会 員 登録 処 理 の 即
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時 処理 化 に よ るサ ー ビスの 向 上 と デー タ処 理 の 負 荷 分 散 を図 る こ と も1つ の 方 法

で あ る。 そ こで,こ れ らの業 務 の 処 理 方式 に つ い て は,運 用 体 制,運 用 コス ト等

を さ らに検討 して 決 定 す る必 要 が ある。

現 時 点 では,結 論 が 出 た 訳 で は な いが,シ ス テ ム化 の対 象 機 関 が,全 国 的規 模

で あ るこ と,将 来 共 同 利用 す る場 合 の拡 張 性 を考 慮 した場 合 の理 想 シ ス テ ム と し

て オ ンライ ン処理 シス テ ム を採用 して い る。 なお,オ ン ライ ン処 理 シ ス テム で し

か も異 業 種 の 共 同 利用 にお け る運 用 コ ス ト,運 用 体 制 を考 えた フ ィー ジ ビ リテ ィ

ー に つい て は ,今 後 さ らに検 討 を加 え る こ と とす る。

本 情報 シス テム に お け る情報 の 流 れ と処 理 に つ い ての 基 本 的 考 え方 を図 に表 わ

レ てい るの が,図3-4-5シ ス テ ム概 念 図 で あ る。

■

,

、吻

①会員登録受付

②宿泊予約 ・
問 い合せ処理

③ 会員サ ービス

國診

約一一情

①会員デ ータ管理

② 実績把握

③入 出金管理

④ 宿泊予約情報管理

⑤ 会員サ ービス

⑥ 運営 ・資金管理

図3-4-5シ ス テ ム 概 念 図
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1)会 員 登録 業 務

会 員 登録 業務 に お け る処理 の流 れ に つ いて,図3-4-6会 員 登 録 業 務 シス

テム ・フ ローに従 って説 明 す る 。

① ユ ース ・ホス テ ル会員 登 録 申込 者 は,会 員 登 録 申込 書 に 必 要 事 項(氏 名,

性 別,生 年 月 日,住 所,職 業 等)を 記入 し,案 内所 ・郵便 局 また は 協 会 支 部 へ

直接 登録 料 を添 えて 会 員 登録(継 続 を含 む)申 込 み をす る 。② そ の 申込 み に よ

り会 員 登録 受 付 処理 され ると,会 員 登 録 申込 書の 領収 証欄 に受 付 機 関(案 内所 ,

郵 便 局,支 部 協 会)の 受 領 印 が 押 印 され る。 この 受 領 印押 印 済 み の 受 領 証 は,

本 会員 証 が コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム にて 作 成 され,会 員 登録 申込 者 に 送 付 され

て 来 るま で仮 会 員証 と して 有 効 とす る。

③ 会員 登 録 申込 書 は,支 部 協会 へ送 られ,そ こに設 置 して あ る端 末 装置 よ り

登 録会 員 に関 す る デー タが 入力 され る。 た だ し,氏 名,住 所,勤 務 先 等 の カナ

文 字 デー タは,コ ン ピ ュータ ・セ ン ター に て集中 して デ ー タ作 成 し入 力処 理 を

●

＼ 申 込 者 郵 便局 または 案 内所 支 部 協 会 コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー

申込書
登録実績 報告

∪ 備品販売 ○
会

員

領収書
1申 込書

受 付

登
∪ ↓ ○

データ入力

コ ン ヒ。ユ 一 夕.

シ ス テ ム 『
○
テ合タρ

録 ㍊
妙

薬

升 会員証 ㊦ (㊦ 占出 住所氏名 リス ト務
(本人写真添付)

て,。 、
会員証 会員登録

会員リスト実績リスト,
統計資料

J・ ・聯

新 聞

8 ○
新聞発送作業

図3-4-6会 員 登 録 業 務 シ ス テ ム ・フ ロ ー
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行 な うの が,コ ス ト,運 用 体 制 等 の 面 か ら得策 で あ る と考 え る。

④入 力 され た登 録 会 員 に 関 す る デー タは,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ムの 会 員 デ

ータ ・フ ァイルに登 録 され る
。登 録 料 に 関 す る デ ータは,経 理 デ ー タ ・ファイ ル

に記 録 され る。

⑤ この 会 員 デ ー タ ・フ ァイル よ り,コ ン ピュ ータ ・シス テ ムに て 会員 証 ・会

員 リス トが 作 成 され る。会 員 リス トは,1部 支 部協 会 に送 付 され 保管 され る。 会

員 証 は,当 該 会 員 登 録 申込 者 へ 送 付 され る。会 員 証 を受 取 った会 員 登 録 申込 者

は,そ の 会員 証 に 本 人の 写 真 を添 付 す る。

⑥ ま た,継 続会 員 の 申込 み 受付 処理 に つい て は,前 もって コ ン ピ ュー タ ・シ

ス テ ム よ り,す で に会 員 証が 印刷 され てい る継 続会 員 登録 申込 書 に,ホ ス テ ラ

ー に関 す る情 報(氏 名 ,性 別,生 年 月 日,会 員 番 号,住 所 等)を プ リ ン トし,

す で に会 員 と な ってい る ホス テ ラーへ 送 付 す る。⑦ その継 続 会 員 登録 申込 書 を

受取 った ホ ス テ ラーは,会 員登 録 を希 望 す るな らば,新 規会 員 登録 申込処 理 の

場 合 と同様 に,案 内所 ・郵便 局 ま たは 支 部 協会 へ 必 要 事 項記 入 の 上,申 し込 む。

⑧ 会員 登録 受 付処理 に よ り,当 該 申込 者 の 一部 に 印 刷 され て い る会員 証 が そ

の ま ま有 効 とな り,従 来 の会員 証 と同 じ様 に使用 可 能 とな る。

⑨ 案 内所 にて受 付処 理 した 会 員 登 録 実績 お よ び備 品販 売 に関 す る実績 は,月

1回 支 部 協会 へ 報 告 され,支 部 協会 の 端 末 装 置 よ りデ ー タ入 力 され る。

⑩ ユ ース ・ホ ス テ ル新 聞 に つ い ては,月1回 コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム よ り発

送用 帯 封 と発 送 先 氏 名,住 所 リス トC必 要 に 応 じて)が 作 成 され,そ れ らと一

諾 に支 部 協 会 へ 協 会 本 部 よ り送 付 され る。 支 部 協 会 では,綴 込み,帯 封 か け等

の発 送 作 業 を行 な い ホ ス テ ラーへ 郵送 す る。

2)直 営 ユー ス ・ホ ス テル入 出金 管理 業 務

直 営 ユ ー ス ・ホス テ ル入 出金 管 理 業 務 の処 理 の 流 れ に つい て,図3-4-7

入 出 金管 理 業 務 シス テ ム ・フ ロー に従 って 説 明 す る。

① 直 営 ユ ー ス ・ホス テ ルは,宿 泊 利用 ・施 設 運営 に よ って発生 す る入 金 ・出

金 に関 す る デー タ を入金 伝 票,出 金 伝 票 と して,協 会本 部へ 送 付 す る。
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㊥

＼ 直 営 ユー ス ・ホ ステル 協 会 本 部 コ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー

直

営

ユ

|

ス

ホ

ス

テ

ノレ

入

出

金

管

理

業

務

口
入金伝票

口
出金伝票

=○
データ入力

コ ン ピ ュ ー タ ・

シ ス テ ム 9

占
現金出納帳

勘定元帳

歳入歳出月報

事業計画書

q

ワ
協会本部へ

図3-4-7入 出 金 管 理 業 務 シ ス テ ム ・ フ ロ ー

■

② 協 会 本部 で は,各 直営 ユ ース ・ホ ス テ ルよ り送 られ て来 た 入 金 ・出 金伝 票

の デ ー タを取 りま と めて端 末 装 置 よ り入力 す る。

③ コ ン ピ ュー タ ・シス テ ムで は,週1回 ま たは 月1回 の処 理 サ イ クル で,直

営 ユ ース ・ホ ス テル毎 に 現 金 出納 帳,勘 定 元 帳,歳 入 歳 出月 報 等 を 作 成 す る。

④ 上述 の それ ぞれ の 帳 票 の1部 を 当該 直営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ 送 付 し,直 営

ユ ース ・ホ ステ ルでの 入 出金 管理 お よ び事 業 計画 書作 成 の た めの 資 料 とす る。

3)宿 泊予 約 受 付 業務

宿 泊 予 約 受 付 業務 の処 理 の 流 れ に つい て,図3-4-8宿 泊 予 約 受 付 業務 シ ス

テ ム ・フ ローに従 って 説 明 す る。

① ホ ス テ ラ ーか らの 宿泊 予 約状 況 の問 い 合せ が あ った場 合,そ こに 設 置 して

あ る端 末装 置 を操作 し,当 該 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの予 約 状況 に つ い て 問 い 合 せ処

理 を行 な い その 結果 によ り応 答 す る。

② ホ ス テ ラ ーよ り宿 泊予 約 の 申 し込 み が あ った場 合,申 し込 み の あ った ユ 一
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ス ・ホ ス テルの 宿 泊 予 約 の可 否 に つい て 端 末 装 置 を操作 し確 認 した 上,宿 泊 可

能 な場 合 は,そ の ホ ス テ ラ ーに 直 ちに宿 泊 予約 券 を発 行 し,手 数 料 と引 換 え に

渡 す 。

③ また,ホ ス テ ラ ーが直 接 ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ 宿 泊 予約 申込 み を した場 合 は,

予約 申 し込 み を受 け た 当 該 ユ ー ス ・ホ ス テ ルに て宿 泊 利 用 の 可 否 を 備 え付 けの

予 約 受 付 台 帳 に よ りチ ェ ック確 認 の 上,ホ ス テ ラ ーに 通 知す る。 この 予 約 受付

確定 情 報 は,当 該 ユ ー ス ・ホ ス テ ルが,コ ンピ ュー タ ・シス テ ムへ 通 知 す る。

この デー タは,コ ンピ ュー タ ・シス テムへ 入 力 され,予 約 デー タ ・フ ァイルの

更新 が 行 な われ る。

④ コン ピュ ー タ ・シス テム に て予 約 受付 処 理 した情 報 は,予 約 状況 リス トと

して 出力 され,当 該 ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ 送 付 され る。

な お,本 情報 シス テ ム化 の対 象業 務 処理 概 要 に つい て,表3-4-1シ ス テ

ム化 対象 業 務 処 理 概 要 に示 す。

＼ ボステラー 案 内 所 支 部 協 会 コ ン ピ ュ ー タ ・ セ ン タ ー

宿

泊

予

約

受

付

業

務

x

8

予約状況問い合せ ○ロ

コ

ン

ビ

呂

1

タ

シ

ス

テ

ム

宿泊 吻 ・

データ入力

/

ρ
デ ー タ ・=
デ ー タ ・

o

一

日

予約

↓

。。[=コ
ク ーーボ ン

予 約情 報

経理データフ
ァイル

)

ユ ー ス ・ホ ス テ ル

予約受付

1
○

[コ
予約岬 スト

図3-4-8宿 泊 予 約 受 付 業 務 シス テ ム ・ フ ロ ー
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表3丁4-1シ ス テ ム化 対 象業 務 処理 概 要

ー

①
㊤
ー

業 務 処 理

業 務 名 業 務 内 容 デー タ入 出力部署 処 理
サイクル

デー タ入出力 方式

会

員

情

報

管

理

①会員登録業務 ⑧ 会員登録受付

⑤ 会員証発行

◎ 登録料,備 品販売費管理

④ 会員登録実績報告書作成

㊤ 登録会員 データ管理

支部協会

協会本部*

支部協会

協会本部
*

協会本部

日

日

日

月

週

オ ン ライ ン(入 力)

バ ・ チ(出 力)

オ ン ライ ン(入 力)

バ ッ チ(出 力)

バ ッ チ(出 力)

②新聞発送業務 ⑧ 発送用宛名帯封作成

⑥ 綴込 ・発送

*

協会本部 月

月

バ ッ チ(出 力)

『

③会員統計資料作成業務 ⑧ 会員統計資料作成
*

協会本部 月 バ ヅ チ(出 力)

宿
泊
情
報
管
理

①宿泊予約受付業務 ⑧ 予約状況案内(問 い合せ)

⑤ 宿泊予約

◎ 宿泊利用 実績報告書作成

案 内所,支 部 協会

案 内 所

*

協会本部

日

日

月

オ ンラ イ ン(入 力)

〃(入 力)

バ ッ チ(出 力)

②宿泊利用統計資料作成業務 ⑧ 宿泊利用統計資料作成
*

協会本部 月 バ ッ チ(出 力)

経
理
情
報
管
理

①入出金管理業務 ⑧ 入金管理

⑤ 出金管理

⑥ 勘定元帳作成

*

協会本部

協会本部

協会本部

週

週

月

オ ンラ イ ン(入 力)

〃(入 力)

バ ッ チ(出 力)

囲 協会 本部 は,コ ン ビ㌧ 一 タ ・セ ン タ ー を含 む。



3.5シ ス テ ム開 発 計画

本 情報 シス テムの 開 発 に 当 っ ては,開 発 期 間,開 発 手 順,開 発 コ ス ト,開 発体

制 お よ び 開発 後の 運 用 体 制等 に つ い て事 前 に検 討 して 置 く必 要 が あ る。

そ こで,シ ス テ ム化の 対 象 業 務 の 開 発 手 順 につ いて 述 べ る こ と とす る。

システム化の対象業務 として会員情報管理 シス テム,経 理 情報管理 シス テム,

宿 泊 情報 管 理 シス テ ムの3つ が 挙 げ られ て い るが,シ ス テ ム化 の ニ ーズ が 高 く,

しか も開発 が容 易 でか つ効 果 の 高 い業 務 と して会 員 情 報管 理業 務 が 考 え られ る。

特 に会 員 情 報 は,本 情 報 システ ム の 基 本的 情報 で あ る。 また,会 員 情報 管理 シス

テ ム に て作 成 ・管 理 す る会員 デ ー タ ・フ ァイル は,会 員 情 報 管理 シス テム と と も

に,宿 泊 情 報 管理 シス テ ム にお い て も必 要 な フ ァイル であ る。 その 意 味 か らも,

会員 デー タ ・フ ァイ ル作 成 に関 す る シス テム を優先 的に 開 発 す る こ とが 望 ま しい 。

また,経 理 情 報 管 理 シス テム にて使 用 す る経理 デー タ ・フ ァイ ル につ い て も,宿

泊 情 報 管理 シ ス テムに て使 用 す るの で,宿 泊 情報 管 理 シス テムの 開発 に つい て は,

会 員 情報 管 理 シ ス テム,経 理 情報 管 理 シ ス テムに 関 す る開発 ・運 用 時期 よ り,ワ

ンテ ン ポ遅 らせ,開 発 ・運用 を 行 な うの が,よ り効 率 的 で あ る と考 え る。

本 情 報 シス テムの 開発 手 順 に つい て,図3-5-1シ ス テム 開発 手順 に示 す 。

図3-5-1シ ス テム開 発 手順
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4.情 報 シ ス テ ム の概 要

4.1.処 理 概 要

⑨

4.1.1処 理 内 容

亀

本情 報 シ ス テ ムは,会 員情 報管 理 シス テ ム,経 理 情 報管 理 シス テム お よ び宿 泊

情 報管 理 シ ス テム よ り構 成 され てい る。 さ らに,各 々の シス テ ムは,会 員 登 録,

新聞 発 送,会 員 統 計 資 料 作 成,入 出 金 管 理,宿 泊 予 約 受付,宿 泊 利 用統 計 資 料 作

成 サ ブ シス テ ム よ り構 成 され て い る。(サ ブ シス テム は,各 業 務 処 理 に 対応 して

い る。)そ れ ぞれ シス テ ム とサ ブ シ ス テム の関 係 は,図4-1-1シ ス テ ム構 成

図 の とお りで あ る。

●

,

会 員登録 サ ブ システム

ィ)

会 員 統 計 資料 作成

サ プ シ ス テ ム ハ)

会 員 登 録 受 付 処 理(1)

会 員 証 発 行 処 理(2)

会員登録実績報告書作成処理(31

登録料,備 品販売費管理処理(4)

会 員 デ ー タ 管 理 処 理,⑤

会 員 統 計 資 料 作 成 処 理(1)

'

経理 情報 管理 システム

2)

入 金 管 理 処 理(U

出 金 管 理 処 理(2)

勘定 元 帳 作 成処 理(31
入 出金管理 サ ブ システム

ィ)

宿 泊 予 約 受 付

サ フ シ ス プ イ)

宿 泊 利 用 統 計 資 料

作 成 サ プ シ ス テ ム ロ)

予 約 状 況 案 内 処 理(D

宿 泊 予 約 処 理(2)

宿泊利用実績報告書作成処理(3)

宿泊利用統計資料作成処理

図4-1-1シ ス テ ム 構 成 図
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1)会 員 情 報管 理 シ ス テム

会 員 情 報 管理 シス テ ムは,図4-1-1シ ス テ ム構 成 図 に示 す とお り,会 員

登 録,新 聞発 送,会 員統 計 資 料作 成 サ ブシ ス テ ム よ り構成 され て い る。

イ)会 員登 録 サ ブ シス テ ム

会 員 登録 サ ブ シ ス テムは,会 員 登録 受 付処 理,会 員 証 発 行処 理,会 員登 録

実 績 報告 書作 成 処 理,登 録 料 ・備 品 販 売費 管理 処 理,会 員 デ ー タ管 理処 理 よ

り構 成 され て い る。

会 員登 録 サ ブ シス テ ムの処 理 概要 に つ い て は,図4-1-2に 示 す とお り

で あ る。 以下 に概 略 につ い て説 明 す る。 本 サ ブ シス テ ムの 入 力 デ ー タ とし て

は,会 員 登録 申込 者 に よ って記 入 され た申 込 書 の会 員 に関 す るデ ー タ と,会

員登 録 時 徴 収 す る登録 料 お よ び ハ ン ドブ ック等 の 備 品販 売 に よ る入金 に関 す

る デ ー タで あ る。 これ らの デ ー タが,端 末 装 置 よ り入 力 され る。 コ ン ピ ュー

タ ・シス テ ムは,こ れ らの デ ー タを受 け付 け,会 員 デ ー タ ・フ ァイルお よび

経 理 デ ー タ ・フ ァイル を作 成 す る と共 に,そ れ ぞれ の 処 理 サ イ クル に応 じ て,

会 員証,会 員 登録 リス ト,登 録 料 ・備 品販 売 入 金 実績 リス ト,会 員 登 録 実 績

報告 書 を作 成 す る。 これ らの 出 力 帳票 は,必 要 に応 じ て,支 部 協会 へ 送 付 す

る。 ま た,継 続 会 員 用 には,特 に登 録 申 込 書 を原 則 と して年1回 年 度 切 替 時

に作 成 し,ホ ス テ ラ ーへ 郵 送 す る。

(1)会 員登 録 受付 処 理

会 員 登録 受 付処 理 は,会 員 登録 申 込者 に よ って記 入 され た会 員登 録 申込

書 に よ り,会 員 登録 の 受 付 け,会 員 デー タ ・フ ァ イル を作 成 す る処 理 で あ

る。

本処 理 は,新 規 会 員 に よ る登 録 受 付 け と継続 会員 に よ る登 録 受 付 け に分

け るこ とが で き る。



'

国

登録 申込書

(新 規 ・継続)

[=〕

登録料,備 品販売 ・

入金伝票

会員登録 リス ト

口

備品販売入

績 リス ト
会員 登 録
実績報告書

図4-1-2会 員 登 録 サ ブシ ス テ ム処理 概要 図
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① 新 規 会 員 登 録

新規 会 員 登 録 は,新 し く会 員 に な る こ とを希 望 し,案 内所 ・郵便 局 ま

たは支 部 協会 へ 所定 の 申 込 書 に必 要 事項 を記 入 し申 し込 ん だ場 合 の処 理

で あ る。 受 付 け処 理 され た申 込書 の 新 規 会 員 に 関 す る デー タ(氏 名,生

年 月 日,性 別,種 別,住 所,職 業,勤 務 先 デー タ等)の うち,生 年 月 日,

性 別,種 別 等 の デ ー タが,端 末装 置 よ り入力 され る。他 の デ ー タは,セ

ン タ ーに て集 中 して,デ ー タ作 成 され る。 入力 され たデ ー タは,記 入 も

れ等 の エ ラ ーが な いか否 か チ ェ ックされ,エ ラ ーが な い場 合 には,パ ス

種 別 毎 に会 員番 号 が 付 加 され,当 該 端 末 装 置 に会 員 番 号 が 出力 され る と

と もに会 員 デ ー タ ・フ ァイルへ 格納 され る。 エ ラーが あ る場 合 に は,そ

の 旨 メ ッセ ー ジを付 け,入 力 され た端 末 に表 示 し,訂 正後 再 入 力 して貰

う。 ま た,会 員 デ ー タ ・フ ァイル作 成 時,プ ル ー フ ・リス トを作 成 す る。

新 規 会 員 登録 処 理 は,図4-1-3に 示 す とお りで あ る。

⊂∋

登録会員データ

入 力

会 員 デ ー タ ・

フ ァイ ル 作 成

プ ル ー フ ●

リ ス ト

会 員

デ ー タ ・

プ アイ ル

図4-1-3新 規 会 員登 録 処 理
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② 継 続 会 員 登録

継 続 会 員 登録 は,す で に会 員 とな って い る人が,継 続 し て会 員 とな る

こ とを希 望 し,案 内所 ・郵 便 局 また は 支部 協会 へ 所 定 の 申 込 書 に 必 要 事

項 を記 入 し申 し込 ん だ場 合 の処 理 で あ る。特 に新 規会 員 の 申 し込 みの場

合 と異 な るの は,継 続 会 員 の 会 員 登 録 申 込用 紙 を前 も って,コ ン ピ ュ ー

タ ・シス テ ムの会 員 デ ー タ ・フ ァイ ルに保 管 され てい る当 該 会 員 の デ ー

タ よ り作 成 し,会 員 番 号,氏 名,生 年 月 日,性 別,種 別,住 所,職 業,

勤 務 先名 等 が プ リ ン トされ た継続 会 員 登録 申込用 紙(振 替用 紙 の 様 式)

を 当該 会 員 へ 送 付 す る 。 そ こで,継 続 を希 望 す る会 員 は,送 付 され た継

続会 員 登 録 申 込 書 の プ リ ン トされ た 内容 に 変 更 が あ る 場 合 は,修 正 し

継 続 の 登録 手続 きを行 な う。 受付 け処 理 され た申込 書 に よ り,継 続 会 員

の デ ー タ入 力処 理 が行 な わ れ る。 す な わ ち,申 込 書 に プ リン トされ た当

該 会 員 の会 員 番 号 よ り,会 員 デ ー タの照 会 が 行 な わ れ,申 込 書 の 内容 と

差 違 が な い か否 か チ ェ ック し,修 正部 分が あれ ば,正 し く修 正 す る。 正

しい場 合 に は,会 員 番 号 の み入 力 し,継 続 会 員 と し て 会 員 デ ー タ ・フ

ァイ ルを更 新 す る。 この 時,プ ル ー フ ・リ ス トを作 成 す る 。継 続 会 員 登

録 処 理 は,図4-1-4に 示 す とお りで あ る。

㌘瀦ぽ
;;フ 、.

継続 会員 §曝

継続会員データ

入 力

十
。合。 。.旱、.
更 新 薗
ず隻ア

図4-1-4継 続 会 員登 録 処理
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(2)会 員証 発 行 処 理

会 員 証発 行 処 理 は,前 述 の 会 員登 録 受 付処 理 され た会 員 につ い て会 員 証

を作 成 し,送 付 す るた めの 処 理 で あ る。 しか し,本 会 員証 発 行処 理 は,今

後,運 用 体 制,運 用 コ ス ト等 を さ らに詳細 に検 討 す る こ とに よ り,会 員 登

録 受 付 処 理 時 に案 内窓 口等 で作 成 す る方 法 を採 る こと も考 え られ るが ・ こ

こで は,コ ン ピ ュー タに ての 処 理 に つ い て記 述 す る 。本処 理 は,会 員 登 録

受 付 けの 特 に多 い月,す な わ ち,2月3月,6月7月 には,日 次処 理(会

員 証 発 行)な い しは,2日 ～3日 に1同 位 処 理 す る必 要 が あ る。他 の 月 は,

週1同 位 の 処 理 で良 い と思 わ れ る。 ちな み に,53年 度 の 会 員 登録 の1番 多

い月 で あ る3月 を例 に と る と,平 均1日 に約2,200人(54,000人/25日)

の 登録 が あ る。1番 少 な い月 で あ る11月 で は,平 均1日 に約900人 弱(22,

000人/25日)で あ る。月 別 会 員 登録 分 布 につ い ては,表4-1-1月 別

会 員 登 録 分 布 表 に示 す 。

会 員 証 作 成 は,会 員 デ ー タ ・フ ァイル に 記 録 され て い る 会 員 登 録 受付

処 理 が 行 な われ た会 員 デ ー タか ら,地 区別,種 別 に会 員 証 を作 成 す る。会

員証 の 出 力項 目は,会 員 番 号,氏 名,生 年 月 日,性 別 ・種 別 ・住所 ・職 業

,勤 務 先 名,登 録 月 日等 で あ る。 ま た,こ の時,会 員管 理用 の 会 員 登録 リ

ス トを作 成 す る。 さ らに,最 低 月1回 ま とめ た形 で の地 区別,パ ス種 別会

員 登録 リス トを作 成 す る必 要 が あ る と思 わ れ る。 会 員 証発 行 処 理 は,図4

-1-5に 示 す とお りで あ る。

会員登録 リス ト

図4-1-5会 員 証 発 行 処 理
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表4-1-1月 別会 員 登録 分 布 表(53年 度)

月別登録 人数 比 率

人 %

10月 28,000 7(6.7)

11 22,000 5(5.0)

12 34,000 8(8.1)

1 34,000 8(8.1)

2 41,000 10(9.8)

3 54,000 13(12.9)

4 29,000 7(6.9)

5 34,000 8(8.1)

6 38,000 9(9.0)

7 48,000 11(11.4)

8 34,000 8(8.1)

9 24,000 6(5.7)

人 %

合 計 420,000 100
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(3)会 員登録実績報告書作成処 理 。

会員登録 実績報告書作成処理 は,支 部協会管轄 の案 内所,会 員登録 を行

な っているユース ・ホス テルお よび支部協会 にて受付 けた会員登録 デー タ

が,全 て格納 され てい る会 員デ ータ ・フ ァイルよ り,月1回,会 員登録 実

績 報告書 を作成す る。会員登 録実績 報告書の内容 としては,支 部協 会別,

(パ ス)種 別 の登録会員数,登 録料合計等が出力 され る。 さらに必要 に応

じて,細 分 類 によ る出力は可能で ある。会員登録 実績報告書作成処理 は,

図4-1-6に 示 す とお りである。

会員登録実績

報告書作成

会 員 登 録

実績報告書

会 員

デ ータ ・

フ ァイル

図4-1-6会 員登録 実績報告 書作成処理

(4}登 録 料 ・備 品販 売 費 管 理 処 理

登 録 料 ・備 品 販売 費管 理 処 理 は,会 員 登 録 受 付 け時 に,受 け取 る登録 料

お よ び会 員 よ りハ ン ドブ ック,ス リー ビ ン グ ・シ ー ツ等 の購 入希 望 が あ っ

た時,有 料 で頒 布 した代金 に 関 す る情 報 を 入力 情 報 とす る処 理 で あ る 。

本処 理 は,登 録 料 ・備 品 販 売 入 金票 の デ ー タを 入力 デ ー タ とす る。 登 録

料 ・備 品 販 売 入金 票 の 内容 ・項 目 と しては,支 部 協 会 ・案 内所 を表 わ す コ

ー ド,種 別 毎 の登 録 会 員 数,登 録 料,備 品 項 目(ハ ン ドブ ック,ス リー ビ

ン グ ・シ ー ツ,バ ッチ等)毎 の 販 売 数,販 売 費等 で あ る。 これ らの 入 力 デ

ー タが ,端 末 装 置 よ り入力 され る。 入 力 され た デ ー タは,エ ラー チ ェ ッ ク

され エ ラ ーが な い場 合 は,経 理 デ ー タ ・フ ァイ ルに記 録 され る。 エ ラーが
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あ る場 合 は,そ の 旨 メ ッセ ー ジを付 け入 力 され た端 末装 置 に表示 し,訂 正

後 再 入 力 す る。

さ らに,月1回 正 しい経 理 デ ー タに よ り登録 料 ・備 品販 売 入金 実 績 リス

トを作 成 す る 。 これ は,支 部 協会 別,種 別,備 品 項 目別 に分 類 作 成 され る。

登録 料 ・備 品販 売 費管 理 処理 は,図4-1-7に 示 す とお りで あ る。

登録料 ・備品販売入金票

登録料 ・備品販

売入金データ
入 力

経 理 デ ータ

フ ァイル作 成

登録料 ・備品販売

入金実績 リスト

作成

登録料 ・備品
販売入金実

リス ト

デ ー タ

フ ァイル

・

レ

タ

〃

壁
の

図4-1-7登 録 料 ・備 品 販売 費 管理 処 理
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㈲ 会 員 デ ー タ管 理 処 理

会 員 デ ー タ管 理 処 理 は,登 録 会 員 よ りの 申告 に よ り会 員 デ ー タの変 更 が

生 じた時,す な わ ち,住 所 変 更,勤 務 先の 変 更 等 が あ った時,そ の デ ー タ

に よ り会 員 デ ー タ ・フ ァイ ルを 変 更 ・修 正 す る処 理 で あ る。

会 員 か らの 変 更 ・修 正 デ ー タが,案 内所 ま たは支 部 協 会 に て受 付 け られ,

この デ ー タが,端 末 装 置 よ り入 力 され る。 入 力 され る とデ ー タの 内容 に よ

り会 員 デ ー タ ・フ ァイルの 更 新(変 更 ・修 正)を 行 な う。 その 変 更 ・修 正

した 内容 につ い て,会 員 デ ー タ ・フ ァイルの 変 更 ・修 正 リス トを作 成 す る。

本 処 理 は,週1回 な い しは,月1回 の処 理 で充 分 で あ る と思 わ れ る。 会 員

デ ー タ管 理 処理 は,図4-1-8に 示 す とお りで あ る 。

会員データ

変更修正
一夕

会 員 デ ータの

変 更,修 正
デ ータ の入 力

会 員 デ ー タ ・

フ ァ イ ル の

変 更 ・修 正

会員 データ
ファイルの変

・修正

.

レ

タ

〃

鎮
西

図4-1-8会 員 デ ー タ管 理 処 理

一80一



ロ)新 聞発 送 サ ブ シス テ ム

新 聞発 送 サ ブ シ ス テ ムで は,発 送 用 宛 名 帯 封 作 成 処 理 が 行 な わ れ る。 新 聞

発送 関連 業 務 と して は,新 聞 の企 画 ・編 集 ・印 刷 お よ び新 聞 発 送作 業 が あ る

が,前 者 の 企 画 ・編 集 ・印刷 お よ び新 聞発 送 作 業 の う ち,手 作 業 で 行 な っ て

い る新 聞 の 綴 込 ・発 送 の た めの 郵便 番 号 別 整理,発 送作 業 を コ ン ピ ュー タ シ

ス テ ム化 の 対 象 か ら,シ ス テム化 が むず か し く,し か もシス テ ム化 に よ るメ

リ ッ トが 少 な い こ とお よ び コス ト的 に も引 き合 わ な い等 の理 由 で 除外 して い

る。 こ こで 取 り上 げ て い る発 送用 宛 名帯 封 作成 処 理 は,月1回 新 聞発 送 用 の

宛 名 帯 封 を会 員 デ ータ ・フ ァイルよ り,支 部 協会 別,郵 便 番 号 別 に作 成 す る と

と もに,同 リス トを作 成 し支 部 協会 へ送 付 す る。 新 聞発 送 サ ブ シ ス テ ムの処

理 概 要 につ い ては,図4-1-9新 聞発 送 サ ブ シス テ ム処 理 概 要 図 に示 す と

お りで あ る 。

●

発 送用 帯

封,リ ス ト

会 員

ア 一 夕

フ ァイル

国
国4-1-9新 聞 発 送 サ ブ シ ステ ム処 理 概 要 図
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(1)発 送用 宛名 帯 封作 成 処 理

発 送用 宛名 帯 封作 成 処 理 は,月1回 ユ ース ・ホ ス テ ル協 会 が,支 部 協会

を通 して,会 員 サ ー ビスの た め に送 付 す る新聞 の 発 送用 宛 名 帯 封 を作 成 す

る処 理 であ る。発 送 用 帯 封 作 成 処 理 は,会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル よ り,支 部

協会 別,郵 便 番 号 別 に 会 員 の 氏 名,会 員 番 号,郵 便 番 号,住 所 を帯 封用 の

用 紙 へ 出 力 す る。 この 時 一 諸 に,発 送会 員一 覧 表 で あ る発送 リス トを 出力

す る。 発 送用 宛 名 帯 封 作 成 処 理 は,図4-1-・10に 示 す とお りで あ る。

発送用帯封及

発送 リスト作成

会 員

デ ー タ ・

フ ァイ ル

発送用帯封

発送 リス ト

図4-1-10発 送用 宛名 帯 封作 成 処 理

ハ)会 員統計資料作成 サブ システ ム

会員統計資料作成 サ ブシス テムでは,会 員統計 資料作成処理が行 なわれ る。

会 員統計資料作成処 理 は,月1回 お よび年数 回行 なわれ,主 として ユース

・ホステル会員の登録 状況は握 お よび協会運営資金 管理 のための資料 とす る。

また必要 に応 じて,支 部協会へ も資料 を配布す る。 この処理 に よ り,従 来支

部協会毎 に作成 していた会員統計資料作成処理 が不要 とな る。会 員統計資料

作成 サ ブシステムの処 理概要 につ いては,図4-1-11会 員統計資料作成 サ

ブ システム処理概要図 に示 す とお りであ る。
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◆ 会員

デ ータ

フ ァイル

会員統計
資料

図4-1-11会 員統 計 資 料作 成 サ ブ シス テ ム処 理 概 要 図

● (1)会 員統計資料作成処理

会員統計資料作成処理 は,月1回 お よび年 数回会 員に関 す る統計 資料 を

作成 す る。作成 す る資料の 内容 としては,会 員の登録状況 に関 す る資料,

登録 会員の構成 に関 する資料等で ある。 すなわ ち,月 別地域別会員登録状

況,年 令別,性 別,種 別会員登録状況 等であ る。 これ らの統計 資料 は,会

員 デー タ ・フ ァイルよ り編集 し作成 す る。会員統計資料作成処理 は,図4

-1-12に 示 す とお りであ る。
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月別地域別会員登録状況

年令別 ・性別会員登録状況

図4-1-12会 員統 計 資 料作 成 処 理

2)経 理 情 報管 理 シス テ ム

経 理 情 報 管理 シス テ ム は,図4-1-1シ ス テ ム構 成 図 に示 す とお り,入 出

金 管 理 サ ブ シス テ ムよ り構 成 され て い る。以 下 に入金 サ ブ シ ス テ ムの 処 理 内容

に つ い て述 べ る。

イ)入 出 金 管理 サ ブ シ ス テ ム

入 出金 管 理 サ ブ シ ス テ ムは,入 金 管理 処 理,出 金 管理 処 理 お よ び勘 定 元 帳

作 成 処 理 よ り構 成 され て い る。 さ らに,厳 密 に は,仕 入 れ に関 す る処 理 が 必

要 で あ るが,こ れ に つ い ては,ユ ー ス ・ホス テル に て処 理 す る こ と と し,こ

こで は ふ れ な い。

入 出金 管 理 サ ブ シ ス テ ムの 処 理 概 要 につ い ては,図4-1-13入 出金 管 理

サ ブ シス テ ム処 理 概要 図 に示 す とお りであ る。 以 下 に概 略 につ い て説 明 す る。

本 サ ブ シ ス テムの 入 力 デ ー タは,直 営 ユ ー ス ・ホス テ ルに おい て 入金 ・出 金 よ

り作 成 され る入金 伝 票,出 金 伝 票 の デ ー タで あ る。 これ らの デ ー タが,端 末 装

置 よ り入 力 され る。 コン ピュータ ・システムは,こ れ らの デ ー タを 受 け 付 け,経

理 デ ー タ ・フ ァイ ルに よ り入 出金 処 理 を行 な い,入 ・出金 明細 表,勘 定元 帳,

歳 入歳 出 月報 を作 成 す る。 これ らの 出 力帳 票 は,必 要 に応 じて支 部 協 会 へ送 付

す る と と もに,協 会 本 部 で は,直 営 ユ ー ス ・ホス テ ルの 運 営 管 理 の た めの 資 料

と す る。
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入金伝票

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テル

図4-1-13

口

入 ・出金明細表

経 理

デ ー タ

フ ァイ ル

勘定元帳歳入歳出月報

入出金管理 サブシステ ム処理概要 図
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(1)入 金管 理 処 理

入金 管 理 処 理 は,原 則 と して毎 日(当 初 は週1回 ま とめ て),直 営 ユ ー

ス ・ホ ス テ ル にお け る入 金 に 関 す るデ ー タ(宿 泊料,食 事 代,施 設 利用 料,

売 店 喫 茶 関 係 の 入金 等)を 入 力 し,入 金 明細 表 を作 成 す る処 理 で あ る。

直 営 ユ ー ス ・ホ ステ ル よ り送 付 され た 入金伝 票 は,協 会 本 部 で直 営 ユ ー

ス ・ホ ス テ ル毎 に取 りま と め られ,入 金 伝 票 の デ ー タが端 末 装 置 よ り入 力

され る。 入 力受 付 処 理 され る と,経 理 デ ー タ ・フ ァイ ルの入 金 コ ー ド欄 の

該 当項 目が 更 新 され る と と もに,入 金 明細 表 作 成 の ため,入 金 明細 デ ー タ

・テ ー プが作 成 され る。 さ らに,入 金 明細 デ ー タ ・テ ープ よ り入金 明細 表

が 作成 され る。 この 出力 帳 票 は,現 金 出納 帳 の入 金 に関 す る帳票 とな る。

入 金管 理 処 理 は,図4-1-14に 示 す とお りで あ る。

金

細

タ一

入

明

デ

入 金デ ータ

入 力

経 理

デ ータ ・ファイル

作 成

金

細

タ一

入

明

デ

入金明細書

作 成

◆

レノ

タ

イ

理

一

ア

経

デ

ブ

図4-1-14入 金 管 理 処理
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(2)出 金 管 理 処 理

出金 管 理 処 理 は,入 金 管 理 処 理 と同 じサ イ クルで処 理 され,直 営 ユ ー ス

・ホ ス テ ル にお け る出 金 に 関 す る デ ー タ(施 設 運 営維 持 の た め の 全 ての 経

費,会 員 の宿 泊 サ ー ビスの ため の 経 費,食 事材 料 支入 れ等 の 出 金)を 入力

し,出 金 明細 表 を作 成 す る処 理 で あ る。

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル よ り送 付 され た出金 伝 票 は,協 会 本 部 で 直 営 ユ ー

ス ・ホ ス テ ル毎 に取 りま とめ られ,出 金 伝 票 の デ ー タが,端 末 装 置 よ り入

力 され る。 入力 受 付 処 理 され る と,経 理 デ ータ ・フ ァイルの 出金 コ ー ド欄

の該 当項 目が 更 新 され る と と もに,出 金 明細 表 作成 の ため 出 金 明 細 デ ー タ

・テ ー プが 作成 され る
。 さ らに出 金 明細 デ ー タ ・テ ー プ よ り出 金 明 細 表 が

作 成 され る 。 この 出 力 帳票 は,現 金 出 納 帳 の 出 金 に関 す る帳 票 とな る。 出

金 管 理処 理 は,図4-1-15に 示 す とお りで あ る。

な お,入 金 管 理 処 理 お よび 出 金 管理 処 理 を別 処 理 と して述 べ て い るが,

一 つ の処 理 と し て処 理 す る こ とは 可能 で あ る
。

鑓 経 理 データ ・

フ ァイル 作 成

出金明細表

作 成

図4-1-15出 金 管理 処 理
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(3)勘 定 元 帳 作 成 処 理(歳 入 歳 出 月 報作 成含 む)

勘 定 元 帳 作 成 処 理 は,月1回 処 理 され 直営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 経理 処 理

の ため お よび 協会 本 部 に お け る直 営 ユ ース ・ホス テ ルに関 す る資金 運 用 管

理 の ため の処 理 で あ る。 出 力帳 票 の1つ で あ る勘 定 元 帳 は,入 金 ・出 金 明

細 デ ー タ ・テー プお よび 経理 デ ー タ ・フ ァイル よ り作 成 す る。勘 定 元 帳 は,

勘 定 コー ド別 に入 出 金 の 明細 が 出力 され てい る帳 票 で あ る。 もう1つ の 出

力 帳 票 で あ る歳 入 歳 出 月 報 は,協 会 本 部 が直 営 ユ ース ・ホ ス テ ルの 資金 運

用 状 態 をは 撰 す るた め の もの で,歳 入(入 金)歳 出(出 金)項 目別 の合 計

が それ ぞれ 出力 され て い る帳 票 で あ る 。勘 定 元帳 作 成 処 理 は,図4-1-

16に 示 す と お りで あ る。

入金 ・出金明細データ

勘定元帳,

歳 入歳 出

月報作成

.
レノ

タ

イ

理

一

ア

経

デ

ブ

闇 ⑳
図4-1-16勘 定 元帳作 成処 理

3)宿 泊 情 報 管 理 シス テ ム

宿 泊 情 報 管 理 シス テ ムは,図4-1-1シ ス テ ム構 成 図 に示 す とお り,宿 泊

予 約 受 付,宿 泊 利用 統 計 資 料 作 成 サ ブ シ ス テ ム よ り構 成 され て い る。 以 下 に,

各 サ ブ シ ス テ ムの処 理 内容 に つ い て述 べ る。

イ)宿 泊 予 約 受 付 サ ブ シ ス テ ム

宿 泊 予 約 受 付 サ ブ シス テ ムは,予 約 状況 案 内処 理,宿 泊 予 約 処 理 ・宿 泊 利

8
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用 実 績 報告 書作 成 処 理 よ り構 成 され てい る。宿 泊 予約受 付 サ ブ シ ステ ムの処

理 概要 につ い ては,図4-1-17宿 泊 予 約 受 付 サ ブ シス テ ム処 理 概 要 図 に示

す とお りで あ る。 以 下 に,概 略 に つ い て説 明 す る。

■

◆

'ホ㌶/

宿泊予約済データ
利用 実績データ

票せ合間

甲
口

約一礼 フ

一
宿泊予約表
宿泊予約済 リス ト

図4-1-17宿 泊 予約 受 付 サ ブ シ ス テム処 理 概 要 図

●

本 サ ブ シス テ ムの 入 力 デ ー タ と し ては,会 員 よ りの宿 泊 利用 希 望 ユ ース ・

ホ ス テ ルの 予 約状 況 の 問 い合せ デ ー タ,宿 泊 利 用 の予約 申 込 み デ ー タお よ び

ユ ー ス ・ホ ス テ ル,支 部 協 会 よ りの宿 泊 予約 済 デ ー タ(ユ ー ス ・ホ ス テル が

会 員 か らの直 接 の宿 泊 利用 申 込 み を 受 付 け た分),利 用 実 績 デ ー タ(支 部 協

会 に て,各 ユ ー ス ・ホ ス テ ル よ り報告 され た デ ー タを ま とめ た もの)が あ る。

これ らの デ ー タが,端 末装 置 よ り入 力 され る 。 コンピュー タ ・システ ムは,問

い合 せ デ ー タ と予 約 申 込 み デ ー タに つ い ては,宿 泊予 約 デ ー タ ・フ ァイル お

よ び会 員 デ ー タ ・フ ァイル を検 索 し,予 約状 況 デ ー タま たは,予 約 申込 み 受
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付 確 認 デ ー タ(予 約 クー ポ ン作 成)を 当該 の 端 末 装 置 へ 出力 す る。 な お,予

約 申 込 み 受付 不 可 の 場 合 は,そ の 旨 の メ ッセ ー ジを端 末装 置 へ表 示 す る。 予

約 済 デ ー タお よび宿 泊 実 績 デ ー タ につ い ては,そ れ ぞれ の デ ー タに よ り,宿

泊 予 約 デ ー タ ・フ ァ イルの 当該 ユ ー ス ・ホ ス テル の予 約 状況 デ ー タ項 目お よ

び実 績 デー タ項 目,経 理 デ ータ ・フ ァイルの 予 約金 入 金項 目の 更 新 を行 な う。

出力 帳 票 と しては,予 約 状 況 リス ト,宿 泊 予 約 表,宿 泊 予約 済 リス ト,宿 泊

利用 実 績 報告 書 等 を作 成 す る。 それ ぞれ の 出力 帳 票 は,必 要 に応 じ て,ユ ー

ス ・ホ ス テ ル,支 部 協 会 へ送 付 す る。

(1)予 約状 況 案 内処 理

予 約状 況案 内処 理 は,会 員 か ら宿 泊 利用 希 望 の ユ ース ・ホ ス テ ルの宿 泊

予 約状 況 の 問 い合 せ に対 応 す るた めの 処 理 で あ る。会 員 よ り宿 泊 予 約状 況

の 問 い合 せ が あ った場 合,問 い合 せ 票 に必 要 事項(ユ ー ス ・ホ ス テ ル名,

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,宿 泊 利 用 予 定 日等)を 記 入 し,そ の デ ー タに よ

り端 末 装 置 を操 作 し宿 泊 予約 状 況 を宿 泊 予 約 デ ータ ・フ ァイルによ り照 会す

るか,問 い合せ 内容 によ り直接 端 末 装 置 を操 作 して照会 す る。照 会 の 結 果 は,

端 末 装 置 に表 示 す る と共 に,そ の コ ピ ー と して予 約状 況 リス トを 必要 に応

じて出力 す る。予 約 状 況案 内処 理 は,図4-1-18に 示 す とお りで あ る。

甲
問 い合 せ チータ

入 力

認灘 約
万

ワ

万

宿

デ

」

〔/]酬 況

図4-1-18予 約状 況 案 内処 理
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(2)宿 泊 予約 処 理

宿 泊 予約 処 理 は,宿 泊 利 用 希 望 の会 員 に よ り記 入 され た宿 泊 利 用 申 込 書

の 受 け付 け,宿 泊 予 約 ・クー ポ ン発 行,宿 泊 予 約表 作 成,宿 泊 デ ー タ ・フ

ァイ ル更 新処 理 で あ る。

① 宿 泊 予 約 ・ク ーポ ン発 行処 理

宿 泊 予 約 ・ク ーポ ン発 行処 理 は,予 約受 付 窓 口(案 内所)に て宿 泊 利

用 希 望 会 員 か らの 宿 泊 予 約 申込 書 に よ る予 約 申込 み に よ り,ク ー ポ ンを

発 行 す る処 理 で あ る。本 処 理 の 入 力 デ ー タ で あ る予約 申込 書 の入 力 項 目

は,氏 名,会 員 コー ド(グ ル ー プの場 合 は,代 表者 氏 名,代 表 者 会 員 コ

ー ド) ,宿 泊 予約 希 望 ユ ース ・ホ ス テ ル ・コ ー ド,宿 泊 予約 希 望 日,利

用 人数(男 女 別 人 数),食 事 の有 無,ス リー ビン グシ ー ツの 有無 等 で あ

る。 ま た,す でに宿 泊 予 約 して あ り,予 約 ク ーポ ンを 受 け取 ってい る ユ

ー ス ・ホ ス テ ルに 対 す る宿 泊 予 約 の 変 更(宿 泊予 約 日,利 用 人数,食 事

等 の変 更)処 理 につ いて の 入力 項 目は,上 記 と同 様で ある。ただし,予 約

ク ー ポ ン発 行 に よ る発 行 番 号 を追 加 入 力 す る 。宿 泊 予 約 ユ ー ス ・ホ ス テ

ルの取 消 しの 時 は,氏 名,会 員 コ ー ド,キ ャ ンセルす るユ ー ス ・ホ ス テ

ルの コー ド,キ ャンセ ルす る宿 泊予 約 日お よび クーポ ン発行 番 号 等 であ る。

以 上 の 入力 デ ー タが 端末 装 置 よ り入力 され,会 員 デ ー タ ・フ ァイ ルお よ

び宿 泊 予 約 デー タ ・フ ァイル に よ り,宿 泊 予 約 可否 の チ ェ ックが 行 な わ

れ る 。 チ ェ ックに よ り宿 泊 予 約 が 可能 で あれ ば,会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル

を参 照 し宿 泊 予 約 ク ーポ ンを発 行 す る。 こ の宿 泊予 約 ク ー ポ ンは,予 約

取 扱 い窓 口 に 出 力 され,会 員 に渡 され る。 宿 泊予約 希 望 日が満 員 の 場 合

は,そ の 旨の メ ッセー ジを端 末 装置 へ 出 力 す る 。予 約 ク ー ポ ンが 発 行 され

る と同 時 に,宿 泊 予約 デ ー タ ・フ ァイ ルの 当該 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの宿 泊

予 約 関 係 の項 目お よび経 理 デ ー タ ・フ ァイ ルの 予約金 入金 の項 目 を更 新

す る。 ま た,ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ の宿 泊 予 約連 絡用 宿 泊 表 作 成 の ため,

予約 申 込 み デ ー タの 明細 を予 約 明細 テ ー プへ 出力 す る。 この テ ー プの 内
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容 は,宿 泊 予 約 者(グ ル ー プの場 合 は 代表 者)の 氏 名,会 員番 号,住 所

(会 員 デ ー タ ・フ ァイル よ り抽 出)お よ び予約 申込 み の 入 力 デ ー タで あ

る。 宿 泊 予約 ・クー ドン発 行 処 理 は,図4-1-19に 示 す とお りで あ る。

ホ ス テ ラ 一 口 一 一 ー 一
予約申込書 (変 更 デ ー タ含)

予約申込 データ

入 力

会 員 デ ータ ・

フ ァイ ル

宿泊 予 約

デ ー タ

フ ァイル

会 員 デ ー タ ・

フ ァイ ル

予 約

クー ポ ノ

蜘
誤

予 約 明細

デ ー タ

図4-1-19宿 泊 予約 ク一一ボ ン発 行 処 理

② 宿 泊 予約 表 作 成 処 理

宿 泊 予約 表 作 成 処 理 は,案 内所 に て宿 泊 予約 受付 処 理 し,予 約 ク ーポ

ン発 行 処 理 を行 な った宿 泊 予 約 に関 す る宿 泊 予約 表 を作 成 し,該 当 す る

ユ ー ス ・ホ ス テ ルへ送 付 す る ため の処 理 で あ る。

9
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宿 泊 予 約 表 は,一 定 の サ イ ク ル,例 えば,ピ ーク時(2・3月,7・

8月)は,2～3日 に1回 作 成 し,そ れ 以 外 の 時 は,週1回 また は10日

に1回 と云 う様 な サ イ クル で作 成 す る。宿 泊 予 約表 の 内容 と して は,ユ

ー ス ・ホ ス テ ル別 ,宿 泊 予 約 日別,グ ル ー プ別,男 女別 の 宿 泊 予 約 人 数,

宿 泊 予 約 申込 者 氏 名,会 員番 号 お よ び食 事 の 有無 等 で あ る。 宿 泊 予 約 表

作 成 処 理 は,図4-1-20に 示 す とお りで あ る。

約
細

タ一

予

明

デ

約

・
ル

予

タ

イ

泊

一

ア

宿

デ

ブ

図4-1-20宿 泊予 約 表 作 成 処理

令

③ 宿 泊 デ ー タ ・フ ァイル更 新処 理

宿 泊 デ ー タ ・フ ァイル更 新処 理 は,会 員 が 直接 ユー ス ・ホ ス テ ルへ 宿

泊 予 約 し,ユ ー ス ・ホ ス テ ルが 予 約受 付 済 み と し て宿 泊 予 約 台 帳 へ 記 帳

した分 に つ い て,ユ ー ス ・ホ ス テ ル よ り,そ のデ ータを受取 り宿 泊 予 約 デ

ー タ ・フ ァ イルの 更 新 を す る処 理 で あ る。 本 処 理 の 入力 デ ー タで あ る宿

泊 予 約 済 デ ー タの 項 目 は,ユ ース ・ホ ス テ ル コ ー ド,宿 泊 予 約 日別,男

女別 予 約 人 数 で あ る。 この 入 力 デ ー タが 端 末 装 置 よ り入 力 され,宿 泊 予

約 デ ー タ ・フ ァ イル の ユ ー ス ・ホ ス テル別,宿 泊 予約 日別,男 女別 予 約

済 人 数,予 約 可 能 残 数 の 項 目が 更 新 され る。 ま た,こ の時 一 諸 に ユ ー ス

・ホ ス テ ル別,宿 泊 予 約 日別 に 予約 済 人数 等 が,宿 泊 予 約 済 リス トへ 出

力 され る。宿 泊 デ ー タ ・フ ァイル更 新 処 理 は,図4-1-21に 示 す とお

りで あ る。
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ユ ー ス ・ホ ス テ ル

泊予約済
データ
入力画

宿泊予約データ

入 力

宿泊予約データ ・

フ ァイル更新

宿泊予約済

リス ト

約

・
ル

予
タ
イ

泊

一
ア

宿
デ

ブ

図4-1-21宿 泊 デ ー タ ・フ ァ イ ル 更 新 処 理

(3)宿 泊利 用 実 績 報 告 書 作 成 処 理

宿 泊利 用 実 績 報 告 書 作 成 処 理 は,支 部協 会 管 轄 の 指 定 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

お よ び協会 本 部 管 理 下の 直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルか ら報告 さ れ る宿 泊 利 用 実

績 デ ー タ を支 部 協 会 で取 りま とめ,そ の デ ー タ と宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイ

ル よ り,月1回 宿 泊 利 用 実 績 報 告 書 を作 成 す る。 この時,宿 泊 利 用 実 績 デ

ー タに よ り ,宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイルの 実 績 項 目を更 新 す る。宿 泊 利 用

実 績 報 告 書 の 内容 と し ては,ユ ー ス ・ホ ス テ ル別,(パ ス)種 別,性 別 等

宿 泊 利用 人数 が 出 力 され る。 さ らに必 要 に応 じて他 の項 目の 出 力 も可 能 で

あ る。 例 えば,当 月 の 予約 件 数,宿 泊 利用 率 等 で あ る。宿 泊 利用 実 績 報告

書作 成 処 理 は,図4-1-22に 示 す とお りで あ る。

一94一
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● 宿泊利用
実績表

宿泊利用実績

デ ー タ 入 力

宿 泊 利 用

実績報告書作成
～ 約

.
ル

予

タ

イ

泊

一

ア

宿

デ

ブ

[コ ー一
図4-1-22宿 泊利用実績報告書作成処理

ロ)宿 泊利用統 計資料作成 サ ブシステム

宿泊利用統 計資料作成 サ ブシス テムでは,宿 泊利用統計資料作成処理が行

なわれ る。

宿泊利用統 計資料作成処理 は,月1回 お よび年数 回行 なわれ,主 と してユ

ース ・ホ ステ ルの利用 状況のは握 および協会運営 のための資料 とす る
。 また,

必要 に応 じて,支 部協会へ も資料 を配布 す る。 この処 理 によ り従来支部協会

毎 に作成 してい た宿泊利用 統計資料作成処理が不要 とな る。宿泊 利用統計 資

料作成 サ ブシステムの処理概要 については,図4-1-23宿 泊利用統計 資料

作成 サ ブシステ ム処理 概要 図に示 す とお りであ る。
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宿泊予約

データ

フ ァイル

[コ ー 一

図4-1-23宿 泊利用統計 資料 作成 サブシステム処 理概要図

(1)宿 泊 利用 統 計 資料 作 成 処 理

宿 泊 利用 統 計 資 料 作 成 処 理 は,月1回 お よ び年 数 回宿 泊 利用 実 績 に 関 す

る統 計 資 料 を作 成 す る。 作 成 す る資 料 の 内容 と し ては,会 員 の 宿 泊 利用 状

況 に関 す る資料,例 えば,ユ ー ス ・ホ ス テ ル別,月 別,(パ ス)種 別,年

令別,性 別等 の宿 泊 利用 実 績 資 料 で あ る。 これ らの統 計 資料 は,宿 泊 予 約

デ ー タ ・フ ァイル よ り編 集 し作 成 す る。宿 泊 利用 統 計 資 料 作 成 処 理 は,図

4-1-24に 示 す とお りで あ る。

ユース ・ホステル別,月 別宿泊利用状況

パス種別,年 令別宿泊利用状況

'

図4-1-24宿 泊利用統 計資料作成処理

一96一



4.1.2入 出 力帳 票

本 シス テ ム で使 用 す る 入 出 力 帳 票 の 種 類 は 多 い がそ れ らの 入 出力 の 関連 は ,

図4-1-25入 出 力 関連 図 に示 す とお りで あ る。すな わち,会 員 情 報 管理 シ ス テ

ム に関 す る入 出力 帳票 は,新 規 会員 申込 書 ,継 続 会 員 登 録 申込 書,登 録 料 ・備 品

販売 入 金票,会 員 証,会 員 登録 リス ト,会 員 登 録 実 績 報告 書,発 送 用 帯 封 ,発 送

リス ト・会員 統 計 資 料,登 録 料 ・備 品 販 売 入 金 実績 リス トで あ る。経 理 情報 管理

シス テ ムに 関 す る入 出力 帳 票 は,入 金 伝 票 ,出 金 伝 票,入 金 明細 表,出 金 明 細 表

,勘 定 元 帳,歳 入 歳 出月報 で あ る。 ま た,宿 泊 情報 管理 シ ス テ ム に関 す る入 出力

帳 票 は,問 い合 せ 票,予 約 申込 書,宿 泊 予 約 済 デ ー タ入力 票,宿 泊 利 用 実績 票 ,

予 約 状 況 リス ト,予 約 ク ーポ ン,宿 泊 予 約 表,宿 泊 予 約済 リス ト,宿 泊 利用 実 績

報 告 書,宿 泊 利用 統 計 で あ る。

さ らに,以 上 の 入 出 力帳 票 の 主要 項 目 お よ び用 途 につ い ては,表4-1-2入

力帳 票 一 覧 表,表4-1-3(1),(2)出 力 帳票 一 覧表 に示 す とお りで あ り,そ れ ぞ

れの帳 票 の様 式(案)に つ い ては,図4-1-26(1),(2)よ り図4-1-41ま で に

示 す。
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表4-1-2入 力 帳 票 一 覧 表

システ
ム 名 入力帳票名 項 目 用 途

会

員

情

報

管

理

シ

ス

テ

ム

新規会員登録

申込書

氏 名,生 年 月 日,性 別,パ ス種

別,職 業 コー ド,住 所,勤 務 先
＼

名,振 替 に必要 な項 目等

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員登

録 処 理 の ため

継続会員登録

申込書

会員番 号,氏 名,生 年月 日,性 別,

パス種別,職 業 コー ド,住 所,勤

務 先名,振 替 に 必要 な 項 目等

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会員 継

続 登 録 処 理 の ため

登録料 ・備品

販売 入金 票

パ ス種別,備 品名,種 別 コー ド,

備品 コー ド,単 価,数 量,金 額,

取扱案 内所 コー ド等

登録料,備 品販 売入金 に

関 す る処理 の ため

経
理
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

入 金 伝 票

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,取 引

先 コ ー ド,勘 定 科 目 コ ー ド,摘

要,単 価,数 量,金 額 等

直 営 ユ ース ・ホ ス テ ル の

入 金 に関 す る処 理 の た め

出 金 伝 票 同 上

直 営 ユー ス ・ホ ス テ ルの

出金 に 関 す る処 理 の た め

宿

泊

情

報

管

理

シ

ス

テ

ム

問 い 合 せ 票

年 月 日,ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー

ド,宿 泊 可 能 数,案 内 所 コ ー ド

等

ホ ス テ ラーか らの ユ ー ス

・ホ ス テ ルの 予 約状 況 問

い合 せ 処 理 の ため

予 約 申 込 書

申 込者 氏 名,会 員 番 号,宿 泊 利

用 月 日,ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー

ド,宿 泊 人 数,食 事,シ ー ツ等

ホ ス テ ラ ーか らの ユ ー ス

・ホ ス テ ルの 予約 申 込 み

処 理 の た め

宿泊予 約済 デ

ータ入力票

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,月 日,

予 約 済 数 等

ユース ・ホ ステルの予約 受

付状況は握 お よび宿泊 デー

タフ ァイル更新処理 の ため

宿泊利用実績

票

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,パ ス

種 別,宿 泊 利 用 人 数 等

ユ ース ・ホ ス テ ル ご との

宿 泊 利用 実 績 は握 の た め
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表4-1-3(1)出 力 帳 票 一 覧 表

システ
ム 名 出力帳票名 項 目 用 途

A
工

員

情

一
報

管

理

シ

ス

テ

ム

会 員 証

パ ス種 別,会 員番 号,氏 名,性

別,生 年 月 日,住 所,勤 務 先名

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員 の

ため の 利用 証 明 書

会 員 登録 リス

ト

支 部 協 会 コ ー ド,会 員番 号,氏

名,性 別,生 年 月 日,住 所,勤

務 先 名

ユー ス ・ホ ス テ ル登録 会

員 の 管 理 の た め

会員登録実績

報告書

支 部-協会 コ ー ド,パ ス 種 別,

当 月受 付 人数,登 録 料 等

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員 登

録 実 績は 握 の た め

登録料 ・備品

販売入金実績

リス ト

支 部 コ ー ド,案 内所 コ ー ド,パ

ス種 別,登 録 人 数,登 録 料,備

品販 売 入 金等

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員 登

録 料,備 品販 売 入 金 実 績

は握 の た め

発 送用 帯 封

郵便 番 号,住 所,氏 名,会 員番

号

ユ ー ス ・ホ ス テル会 員 に

ユ ー ス ・ホ ス テル新 聞 等

の 郵 送 の ため

発 送 リ ス ト

支 部 コ ー ド,郵 便 番 号,氏 名,

会 員 コー ド,住 所 等

ユ ー ス ・ホ ステ ル会 員へ

の ユ ース ・ホ ス テ ル新 聞

等 の発 送 管理 の ため

会員統計資料

月別,種 別,支 部別,職 業 別,

性別等の統計資料作成項 目

ユ ー ス ・ホ ステ ル会 員 の

登録 に 関 す る各種 統 計 的

は握 の た め

経
理
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

入 金 明細 表

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,月 日,

取 引 先 コ ー ド,勘 定 科 目 コ ー ド,

摘 要,単 価,数 量,入 金 額,出

金 額,合 計 金 額 等

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルに

お け る入 金 に関 す る明細

は握 の た め

出金 明細 表 同 上

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル に

お け る出 金 に関 す る明 細

は握 の た め
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表4-1-3(2)出 力 帳 票 一 覧 表

システ
ム 名 出力帳票名 項 目 用 途

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,勘 定 直 営 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル に

経
理
情
報

勘 定 元 帳
科 目 コ ー ド,月 日,取 引 先 コ ー

ド,摘 要,単 価,数 量,金 額,

お ける勘定元帳 として,

お よび経理処理 の ため

管 合計額等
理
シ

ス

テ 歳入歳出月報

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,勘 定

科 目 コ ー ド,金 額,歳 入 歳 出 合

直営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの

当該 月 の歳 入 歳 出 の 実 績

ム
計金額等 は握 の ため

宿
予約状況 リス

ト

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,月 日,

宿 泊 予 約 状 況 デ ー タ 等

ユ ー ス ・ホ ス テ ル会 員 か

らの 宿 泊 予 約 状 況 の 問 い

合 せ に応 対 す る ため

泊
ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,宿 泊 ユ ー ス ・ホ ス テ ル 会 員 か

情 予 約 クー ポ ン 利用 会 員 コ ー ド,月 日,利 用 内 らの宿 泊予約 申込みによ

訳 デ ー タ等 る宿泊利用券

報 ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,宿 泊 予 約 クー ポ ン発 行 に よ る

宿 泊 予約 表 月 日,申 込会 員 番 号,氏 名,宿 当 該 ユ ー ス ・ホ ス テ ル へ

管 泊 内訳,食 事等 の予約通知 の ため

理
ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド,宿 泊 ユ ー ス ・ホ ス テ ル が 直 接

宿泊予約済 リ 月 日,予 約 受 付 デ ー タ等 予約 受 付 け した デ ー タに

シ
ス ト よ る 宿 泊 デ ー タ ・ フ ァ イ

ル更新処理 確認の ため

ス

宿泊利用実績
支 部 協 会 コ ー ド,ユ ー ス ・ホ ス ユ ー ス ・ホ ス テ ル 別 の 宿

テ
報告書

テ ル コー ド,パ ス種 別宿 泊 利 用

人 数 等

泊利用 実績 は握 の ため

ム
月 別,種 別,支 部 別,ユ ー ス ・ ユ ー ス ・ホ ス テ ル 会 員 の

宿泊利用統計 ホステル別等の統 計資料作成項 宿泊 利用 に関 す る各種統

目 計的は握 の ため

囲 プ ル ー フ ・ リ ス トは 除 く 。
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新規会員登録 申込書(表)の 様 式(案)4-1-26(1)
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(振 替用紙 の 裏)

●

●

通 信 欄 外

ユ ース ・ホステル会 員入会申込書

男茎 性 別

氏
名 男 ・女

生月
年日

薯 年 月 日
M

年令 才

融

住

所

殴
勤学
務枝先
名

パ種
ス別

少 青 成 高 リダ 三継
年 年 入 校ll年 続

職
業

1.学 生3.・ ・・…

2,会 社 員4.… …

備考 ・連絡用

本人署名 ・氏名 ㊥

仮 会 員 証芥7編 脇 ・

フリガナ 性 別

氏
名 男 ・女

生月
年 日

8年 月 日
M

年令 才

プリ坊

住

所

フリガナ

勤学
務枝
先名
パ種
ス別

少 育 成 高 リダ 三継
年 年 入 校 旧 年続

職
業

1.学 生3,… …

2,会 社 員4.""…

芥 払込通知票の裏

茶受 郵便振替払込金受領証の裏

図4-1-26(2) 新規会 員登録 申込書(裏)の 様式(案)

●

●

取扱案内所(支 部)コ ード
登 録 料 ・備 品 販 売 入 金 票

年月 日

パス種別.備 品名劉:二 〔 単 価 数 量 金 額 摘 要

少 年 パ ス

青 年 パ ス

成 人 パ ス

3年 継 続 パ ス

家 族 パ ス

リー ダ ーパ ス

合 計

ハ ン ド ブ シ ク

シ ー ツ

ノく ッ チ

合 計

総 計1

検印

図4-1-27登 録 料 ・備 品販 売 入金 票 の様 式(案)
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ユ ー ス ・ホ ステル コー ド

入 金 伝 票

出 金

発行年月 日

取 引先 コー ド
勘 定 科 目
コ ー ド 摘 要 単 価 数 量 金 額

合 計

検印

伝票番号

図4-1-28入 金 ・出 金 伝 票 の 様 式(案)

◆

●

案 内所 名,コ ー ド

問 い 合 せ 票

年 月 日

柘 宿 泊 可 能 数
備 考 井年 月 日 ユ ース ・ホ ステル コー ド

合 計 男 女

1

2

3

4

「
D

6

7

8

9

10

取扱者名

、

,

●

升食事の可否等のコメント記入

図4-1-29問 い合 せ 票 の 様 式(案)
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、

ユ ー ス ・ホ ス テ ル 宿 泊 予 約 申 込 書
申込年月 日

年 月 日

申込者氏名(カ タカナ) 会 員 番 号

× × × × × ×X×

宿泊利用月日 ユ ー ス ・ホ ス テル コ ー ド 宿 泊 人 数 食 事
シー ツ男 右 夕 朝 昼

1

2

3

4

5

グループの会員番号(4人 まで)

コンビュ緬
予 約 金

図4-1-30予 約 申 込 書 の様 式(案)

ユース・ホステル名 .コ ード

宿泊 予約済 デ ータ入 力票

年 月 日

五 予 碧F済 数月 日 合 計 峯 数 女 月 日 合 計
'軍

立 ・

1
月1日 17日

.

2 18

3 19

4 20

5 21

6 22

7 23

8 24

9 25

10 26

】1 27

12 28

13 29

14 30

15

16

31

取扱者名

図4-1-31 宿泊 予約済 デ ータ入力票の様 式(案)
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●

図4-1-32 会 員登録 リス トの様式(案)

支部協会 コー ド・支部名

登 録 会 員 実 績 報 告 書

年 月分

パ ス 種 別 当月受付人数 登 録 料 本部納付金 支部助成 金 受付人数累計 備 考

少 年

青 年

成 人

3年 継続成人

家 族

リ ー ダ ー

特 別 資 格

合 計

⑨

信

図4-1-33 会員登録実績報告書の様式(案)
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シブコー ド

アンライジザ
コード

シブメイ

ショウネン セイネン

図4-1-34

トウ ロク リ ョウ ・ピ ヒ ンハ ンパ イ ニ ュ ウキ ン ジ ッセ キ リ ス ト

ケイゾク カゾク リ「ター トクベツ ケイ ハ ンドブック シーツ

登録料 ・備品販売入金実績 リス トの様式(案)

ン不

イケ

ツガ

イケウソ

シプコー ド シフメイ

ユウ ピンバ ンゴウ シ メ

図4-1-35

トス

キヅイカウ
ユニ

発送 リス トの様 式(案)
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月 日 取 引先
コー ド

勘定科目
コ ー ド 摘 要 単 価 数 量 入 金 額 出 金 額 合計金額 備 考

＼

.

娼

図4-1-36入 金 ・出金 明細 表 の様 式(案)

'

図4-1-37 勘定 元帳の様式(案)
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Φ

図4-1-38予 約状 況 リス トの様 式(案)

会員 コ ー ド,氏 名

ユ ー ス ・ホ ス テ ル 宿 泊 利 用 予 約 ク ー ポ ン

ユース・ホステルコード,ユ ース ・ホステル名

様 発行 日

受付 廠

YH

年 月 日

宿泊 年月 日
宿 泊人 数 食 事

備 考
男 女 夕 朝

予 約 金 手 数 料 払 戻 金 受 領金額
取扱案 内所 コー ド

図4-1-39 予 約 ク ーポ ンの 様 式(案)
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番
付案 内
コー ド

句

句

図4-1-40宿 泊 予約 表 の 様 式(案)

●

図4-1-41宿 泊 予約 済 リス トの 様 式(案)
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4.1.3フ ァイ ル

本 シス テム で使用 す る フ ァ イル と して は,大 き く分 けて,① 会 員 に 関 す るデ ー

タが フ ァイル され てい る 「会 員 デ ータ ・フ ァイル」,② 金 銭 の 入金 ・出 金 に関 す る

デ ー タが フ ァイ ル され て い る 「経 理 データ ・ファイル」,③ 宿 泊 予約 関 係 の デ ー タ

が フ ァ イル され てい る 「宿 泊 予 約 デー タ ・フ ァイル」が あ る。 以上 の フ ァイ ル とシ

ス テ ム との 関連 は,図4-1-42シ ス テ ム と フ ァイル関連 図 に示 す とお りで あ る。

以下 に,各 フ ァイルの構 成,フ ァイル容 量,ア クセ ス方 式 につ い て述 べ る。

図4-1-42シ ス テ ム と フ ァ イ ル 関 連 図
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1)フ ァイルの 構 成

本 シス テム に て使 用 す る会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル,経 理 デ ー タ ・フ ァイル お よ

び宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイルの 構 成 お よ び基 本 項 目 につ いて述 べ る。

イ)会 員 デ ー タ ・フ ァイル

会 員 デ ー タ ・フ ァ イルは,登 録 会 員 に関 す るデ ー タを 取 り扱 う フ ァイ ルで

あ り,構 成 とし ては,① 会 員の 属 性 に関 す る属 性 フ ァイル と,② 会 員 の住 所

に関 す る住 所 フ ァイルに 分 け る こ とが で き る。会 員 デ ー タ ・フ ァイル の構 成

と シス テ ムの 関連 は,図4-1-43会 員 デ ー タ ・フ ァイル関連 図 に示 す 。会

員 デ ー タ ・フ ァイルの 項 目に つ い ては,表4-1-4会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル

項 目一 覧 表 に示 す とお りで あ る。

ま た,入 力 帳 票(新 規 申込 書,継 続 申 込 書),会 員 デ ー タ ・フ ァイル項 目,

出力 帳 票(会 員証,会 員登 録 ・会 員 登録 実 績 報 告 書,発 送 用 帯 封 お よ び発 送

リス ト等)と の 関連 は,図4-1-44入 出 力 帳 票 と会 員 デ ー タ ・フ ァイル関連

図 に示 す とお りで あ る。
会員データファイル

図4-1-43会 員 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 構 成 図
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表4-1-4会 員 デ ー タ ・フ ァ イ ル 項 目 一 覧 表

ブイタ

ナN

N

N

N

N

Nカ

ナ

ナ

ナNNN

Nカカカ

数桁

)80611163

リ
ム

λ4

(L

8

0

5

0

0

0

0

③251311(

名目項

号

名

目

別

別

ド

日一月番月コ年員年菜録会氏生性種職登

号

名

号

所

号

名

号香香番先番員便話務話会氏郵住電動電

属

性

フ

ァ

イ

ル

住

所

フ

ァ

イ

ル

㈱N;数 字 を表 わ す。

会 員 デ ー タ ・77イ ル

新規 申込書

〈 … イ=〉 会員証

会 員 番 号

氏 名

.生 年 月 日

性 別

パ ス 種 別

.職 業

.登 録 月 日

.

`F

'

会員登録,会 員登録実績リス～
継続 申込書

一

帯封及発送 リス ト

、
＼ ノ

〈/一 住所ファイル＼ __ノ〉

会 員 番 号

.氏 名

郵 便 番 号

.住 所(T
elNo)

一 勤 務 先 名(〃)＼ ノ

一r

/

、

、

,

～'

■'

図4-1-44入 出 力帳 票 と会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル関 連 図

一113一



ロ)経 理 デ ー タ ・フ ァイル

経理 デ ー タ ・フ ァ イルは,金 銭 の 入 出 金 に 関 す るデ ー タを取 扱 う フ ァイル

で あ り,構 成 と して は,① 会 員情 報管 理 シス テ ムに て発 生 す る登 録 料 ・備 品

販 売 入金 に関 す る デ ー タを処 理 す る フ ァイル,② 経 理 情 報 管 理 シス テ ム に て

発 生 す る直営 ユー ス ・ホス テ ルの 入 出 金 に 関 す るデ ー タを処 理 す る フ ァイル,

③ 宿 泊 情 報管 理 シ ス テ ムに て発 生 す る予 約 金 の 入金 に 関 す るデ ー タを処 理 す

る フ ァ イルが あ る。経 理 デー タ ・フ ァイル と シ ステ ムの 関連 は,図4-1-45

経 理 デ ー タ ・フ ァイ ル構 成 図 に示 す 。経 理 デ ー タ ・フ ァイ ルの項 目に つ い て

は,経 理 情 報 管 理 シ ス テ ムの 主要 フ ァイ ルで あ る歳 入歳 出 デ ー タ ・フ ァイ ル

の 項 目 に つ い て表4-1-5(1),(2)経 理 デ ー タ ・フ ァイル(歳 入歳 出 デ ー タ

・フ ァイ ル)項 目一 覧 表 に示 す とお りで あ る。

ま た,入 力 帳 票(入 金,出 金 伝 票),経 理 デ ー タ ・フ ァイ ル(特 に歳 入歳

出 デ ー タ ・フ ァ イル項 目),出 力 帳 票(入 金 明細 表,出 金 明細 表,勘 定 元帳,

歳 入歳 出 月 報)と の関 連 は,図4-1-46入 出力 帳 票 と経 理 デ ー タ ・フ ァイ

ル関 連 図 に示 す とお りで あ る。

経理データ ・ファイル

図4-1-45経 理 デ ー タ ・フ ァ イ ル 構 成 図
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表4-1-5(1)経 理 デ ー タ ・フ ァ イ ル(歳 入 歳 出 デ ー タ)項 目 一 覧 表

〔歳 入 の 部 〕

デ ー タ 項 目 桁数 デ ー タ 項 目 桁数

ユ ー ス ・ホ ス テ ル 番 号 5 寄 附 金 ・ 補 助 金

職 員 食 事 料

利 息 収 入

そ の 他

7

7

6

7

8

8

7

7

8

8

宿 泊 料

自 炊 料

シ ー ツ 使 用 料

休 憩 料

暖 房 料

7

5

5

6

5

7

6

6

7

8

7

7

7

7

8

6

7

7

8

事 業 外 収 入

事 業 外 収 入

夕 食

朝 食

昼 食

運 営 費仮 受金(繰 入金)

預 り 金

本 部 会 計

食 事 料 収 入 歳 入 計

ホ ス テ ル 事 業 収 入

売 店 収 入

会 場 使 用 料

行 事 収 入

附 帯 事 業 収 入

ホステル附帯事業収入

電 話 使 用 料

雑 収 入

雑 収 入

ホ ス テ ル 事 業 収 入

(204)
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表4-1-5(2)

〔 歳 出 の 部 〕

経 理 デ ー タ ・フ ァイ ル(歳 入歳 出 デ ー タ)項 目一覧 表

数桁

7

7

7

7

8

8

7

7

7

8

8

8

8

目項タ
ー

デ

費

れ入事仕店行売

費経業事帯附

費雑

費要需

費営運

費備予

金

済立返積却金償受物建仮

計会部本

計会部本

金越繰

計出歳1

`

1

1

1

数桁

7

7

7

7

7

8

6

6

6

6

6

6

6

7

6

7

6

7

7

7

6

6

6

6

7

6

6

6

7

6

目項タ
ー

デ

料

金

当

贅

費手生厚科員u禾給賃職福食

料給員職

費通交費旅1
費通交費旅

贅

費

贅

費

料

贅

費

費

贅

費持品道維際水信数結晶備耗熱甦交消光通手営備設自雑

費用需

賢母管持維

料険保

賓辞公

贅

費

費

料

贅

費

資

料道及料品科料水銀普原濯耗熱報事費消燃光運広食洗
(291)
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ハ)宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイル

宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイル は,宿 泊 予 約 に関 す る デ ー タを取 扱 うフ ァイ ル

で あ り,構 成 と して は,① 宿 泊 予 約 に関 す るデ ー タを処 理 す る フ ァイル,②

宿 泊 利用 実 績 に関 す る デ ー タを処 理 す る フ ァイル,③ ユ ー ス ・ホ ス テルの施

設 に関 す るデ ー タを取 扱 うフ ァイル が あ る。 宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイルの 構

成 は,図4-1-47宿 泊 予 約 デ ー タ ・フ ァイル構 成 図 に示 す。宿 泊 予約 デ ー

タ ・フ ァイルの 項 目 に つ い ては,宿 泊 情 報管 理 シス テ ムの 主要 フ ァイ ルで あ

る 予約 デ ー タ ・フ ァイ ルの項 目に つ い て表4-1-6予 約 デ ー タ ・フ ァイル

項 目一覧 表 に示 す とお りで あ る。 ま た,入 力 帳 票(予 約 申込 書,問 い合 せ 票,

宿 泊 予 約 済 デ ー タ),予 約 デ ー タ ・フ ァイル,出 力 帳 票(予 約 ク ー ポ ン,宿

泊 予約 表,予 約状 況 リス ト)と の関 連 は,図4-1-48入 出力 帳 票 と予約 デ

ー タ ・フ ァイル関 連 図 に示 す とお りで あ る。

宿泊予約データ・ファイル

予 約 デ ータ ・

フ ァイル

宿 泊 利 用 実 績

デ ータ ・フ ァイル

ユ ー ス ・ホ ス テ ル

デ ー タ ・プ アイ ル

図4-1-47宿 泊 予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 構 成 図
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表4-1-6予 約 デ ー タ ・フ ァ イ ル 項 目 一 覧 表

ユース ・ホステ ル番号

利 用 月 日

宿 泊 可 能 数(合 計)

(男

(女)

予 約 数(男

(女)

(合 計)

食 事(朝 食)

(昼 食)

(夕 食)

食 事 提 供 可 否

必 要 ツ 数

予約データ ・フ ァイル

桁

予約申込書 予 約 クー ポ ン

＼〔

ユ ース ・ホス テル柘

利 用 月 日

宿 泊 可 能 数

予 約 数(男)

"(女)

予 約 計

食 事1朝 食

";昼 食

";夕 食

必 要 シ ー ツ 数

`

●

,

,
1 '、 声1 ,.

`,

`

'

一 、 ' 、' 、

問い合せ票

、 、

■'

宿 泊 予 約 表
'

、

、

'
'

' 、

,

' 、

● ■F

'

' 、,
,、

)
, )一

ン'
宿泊 予約済 デ ータ

' `

予約状況 リス ト
'

」

図4-1-48 入 出 力帳 票 と予約 デ ー タ ・フ ァイル関 連 図
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2)フ ァイル容 量

フ ァイ ルの容 量 に つ い て は,会 員 情 報 管 理 シス テ ム経理 情 報 管 理 シス テ ムお

よび宿 泊 情 報管 理 シス テ ム の それ ぞれ の 主要 フ ァイ ルで あ る会 員属 性 フ ァイル,

住 所 フ ァイル,歳 入 歳 出 デ ー タ ・フ ァイ ル,予 約 デー タ ・フ ァイ ル の フ ァイル

容 量 に つ い て述 べ る。

た だ し,シ ー クエ シ ャ ル フ ァイル と して,ぎ っし りつ め た時 の 容 量 計算 で あ

る の で,フ ァイ ル編成 方 式 に よ り正 規 の ファ イ ル容 量 は,多 少 変 動 す る。

イ)会 員 属 性 フ ァイル,住 所 フ ァ イル

(1)会 員 属 性 フ ァイルに つ い て

会 員 属 性 フ ァイルの フ ァイル容 量積 算 の ため,下 記 の条 件 を設 定 す る。

・登 録 会 員 数 を50万 人(52年 実績 の 約20%増)

・会 員1人 当 りの属 性 デ ー タ長 は ,約50バ イ トとす る。(表4-1-4会

員 デ ー タ ・フ ァ イル項 目一覧 表 参 照 の こ と。)

会 員 属 性 フ ァイ ル容 量 一(登 録 会 員 数)×(会 員1人 当 りの デ ー タ長)

=50() ,OOO人 ×50バ イ ト/人

=25 ,00(),000バ イ ト

=25(メ ガバ イ ト)

② 住 所 フ ァイル

会 員 属 性 フ ァイル と同 様 に前 提 条 件 を設 定 す る。

・登 録 会 員 数 につ い ては ,属 性 フ ァイ ル と同 じ。

・会 員1人 当 りの 住 所 デ ー タ長 は,約150バ イ トとす る。(表4-1-4

会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル項 目一 覧 表参 照 の こ と。)

会 員 住 所 フ ァイ ルは,会 員1人 当 りの デー タ長 か ら も分 る通 り,フ ァイ

ル容 量 は 会 員属 性 フ ァイ ル容量 の3倍 とな り,75メ ガバ イ トで あ る。 以 上

よ り会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル(会 員属 性 フ ァイ ル,住 所 フ ァイル)の 全 容 量

は,100メ ガバ イ トとな る。
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ロ)歳 入 歳 出 デ ー タ ・ フ ァ イ ル

歳 入 歳 出 デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 容 量 積 算 の た め 下 記 の 条 件 を 設 定 す る 。

・歳 入 歳 出 デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 対 象 を 直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル44と す る 。

・歳 入 歳 出 デ ー タ ・ フ ァ イ ル は,1年 分 の デ ー タ を 取 扱 う こ と と す る 。

・直 営 ユ ー ス ・ ホ ス テ ル1件 お よ び1ケ 月 当 り の デ ー タ 長 を 約600バ イ ト と

す る 。(表4-1-5(1),(2)経 理 デ ー タ ・ フ ァ イ ル(歳 入 歳 出 デ ー タ ・フ

ァ イ ル)項 目 一 覧 表 参 照 の こ と 。)

歳 入 歳 出 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 容 量

一(直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル 数)×12ケ 月 ×(直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル1件

お よ び1ケ 月 当 りの デ ー タ 長)

=44ケ 所 ×12ケ 月 ×600バ イ ト=316 ,800バ イ ト

=316 ,8キ ロ バ イ ト

ハ)予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル

予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 容 量 積 算 の た め 下 記 の 条 件 を 設 定 す る 。

・予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル の 予 約 対 象 期 間 を100日 間 と す る 。

・全 ユ ー ス ・ホ ス テ ル(約580)を 対 象 と す る 。

・1ユ ー ス ・ホ ス テ ル,1日 当 り の デ ー タ 長 を 約50バ イ トと す る 。(表4-

1-6予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 項 目 一 覧 表 参 照 の こ と 。)

予 約 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 容 量

=(予 約 対 象 期 間)×(ユ ー ス ・ホ ス テ ル 数)×(デ ー タ 長)

_100日 ×580ケ 所X50バ イ ト

=2
,900,000バ イ ト

=2 .9メ ガ バ イ ト

ま た,ユ ー ス ・ホ ス テ ル デ ー タ ・ フ ァ イ ル に つ い て は,1ユ ー ス ・ホ ス テ

ル 当 り の デ ー タ 長 を 約150バ イ ト と す る と,

580ケ 所 ×150バ イ トー87,000バ イ ト

と な り,87キ ロ バ イ ト と な る 。
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3)フ ァイ ル編 成 方 式

フ ァイ ル編 成 方 式 に つ い ては,下 記 に挙 げ る代表 的 な3つ の フ ァイル編 成 方

式 が あ り,そ れ ぞれ の編 成 方 式 に つ い て述 べ る。

① シー クエ ン シ ャル ・フ ァイ ル

磁 気 テ ー プ ・フ ァイ ル とま った く全 じ方 法 で つ く られ,そ の 機 能 も類 似 し

て い る。 レコー ドに 通 常 並 ん で い る順 序 に処理 され る。 そ の ため ひ とつ ひ と

つ の レ コ ー ドを直接 に探 す作 業 には 適 さず,ラ ンダ ム ・ア ク セ スに は不 向 き

で あ る。磁 気 テ ープ と同 様 で あ るか ら,レ コー ドを追加 した り削 除 し た りす

る には,フ ァ イル全 体 を書 き改 め る こ とに な り,大 変 で あ る。

オ ン ラ イ ン ・シ ス テ ムで デ ー タを集 め,後 で バ ッチ処 理 を行 な う場 合 な ど

は,シ ー クエ ンシ ャ ル ・フ ァイ ルが用 い られ る。

② イ ン デ ックス ・シー ク エ ン シ ャル'フ ァイル

お の お の の レ コー ドに た い して索 引(イ ンデ ックス)を 持 っ てお り,こ の

イ ンデ ック スを指 定 す る こ とに よ り,求 め るレ コー ドを迅 速 に探 す こ とが で

き る。 もち ろん,シ ー クエ ン シ ャ ル ・フ ァイル と同 様 に シ ー ク エ ン シ ャル処

理 も可能 で あ る。 イ ン デ ックス シ ー ク エ ンシ ャル ・フ ァイ ル では,レ コー ド

を追加 す る とき,別 に用 意 され た追加 用 オ ーバ ー フ ロー ・エ リアに新 た に追

加 した レ コ ー ドを格 納 す る こ とで,全 体 を書 き変 え る手 間 を省 い てい る。

イン デ ックス ・シー ク エ ン シ ャ ル ・フ ァイルは,た が いに相 反 す る アク セ

ス時 間 と フ ァイル実 装 密 度 の 妥 協 を は か る方 式で あ り,オ ン ライ ン ・リア ル

タ イム ・シ ステ ムで 用 い られ や す い方 式 で あ る。特 に レ コー ドの 追 加 ・削 除

が頻 繁 な シス テム に便 利 で あ り,バ ッチ処 理 で フ ァイ ルを再 編 成 す るの も簡

単 で あ る。 イ ンデ ック ス ・シ ー クエ ン シ ャル ・フ ァイ ルは,プ ラ イム ・エ リ

ア,イ ンデ ックス ・エ リ ア,お よ び オ ー バ ー フ ロー ・エ リアの3つ に分 け ら

れ る。

③ ダ イ レ ク ト ・フ ァイル

ダ イ レク ト ・フ ァイ ルは,オ ンラ イ ン ・リア ル タ イム ・シス テ ム で もっ と
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も要 求 され る高 速 な ア クセ ス を重 視 した方 法 で あ り,レ コー ドを ア クセ スす

る ため に レ コー ド中 の キ イ ・デ ー タを元 に し て,直 接 に レ コ ー ドを 読 み 出 す

こ とが 可 能 で あ る。 しか し,こ の場 合 レ コー ドの キ イ と フ ァイル上 の レコ ー

ドの格 納 され て い る番 地 の間 に一 定 の関 係 を持 って い る こ とが 必要 で あ る。

この一 定 の 関係 は,ユ ーザ ー が そ の適 用 業 務 に よ り最 適 な もの を選 ぶ こ とに

な る。 ダ イ レク ト ・フ ァイル で は,レ コー ドは フ ァイ ル上 の ラ ンダ ムな位 置

に分 散 し,そ の 実 装 密 度 は 前 の2つ の方 式 に比 べ て低 い。

以上,各 フ ァ イル編 成 方 式 の簡 単 な特 長 を述 べ たが,本 シ ス テム に て使用

す る各 デ ー タ ・フ ァ イルの 編 成 方 式 を決 め る際 に は,編 成 方 式 の特 長,各 デ

ータ ・フ ァイ ルの使 用 され る業 務 の特 質 等 を勘 案 の 上 ,決 定 す る必 要 が あ る。

な お,本 シ ス テ ム に て使用 す る各 デ ー タ ・フ ァイルの 編 成 方 式 に つ い ては,

表4-1-7(1),(2)フ ァイ ル編 成方 式一 覧表(案)に 示 す 。'

表4-1-7(1)フ ァイ ル編 成方 式一 覧 表(案)

フ ァイル名称 内 容 フ ァイル編 成 方 式 記憶媒体 備 考

会
員 属 性 フ ァイ

登録会 員の属 性(会 員

番号,氏 名,生 年月日,
イ ン デ ッ ク ス ・ シ

磁気 デ ィ

τ ル 性 別等)に 関 す る フ ァ

一 ク エ ソ シ ャ ル ・

ス ク

タ
フ ァ イ ル

イ ル●

膓 住 所 フ ァイ 登録会 員の住 所に関す
イ 〃 〃

ル ル る デ ー タ の フ ァ イ ル

経

登録料 ・備

品販売入金
登 録 料 ・備 品販 売 入金

に関 す るデ ー タの ファ
シ ー ク エ ン シ ャ ル ・

〃

理 デ ー タ ・ フ
イル

フ ァ イ ル

デ ア イ ル

ー

タ

.

歳 入 歳 出 デ

ー タ ・フ ァ

直営 ユ ー ス ・ホ ス テル

の 月 別,勘 定 項 目別 人

出金 に関 す るデ ー タの
〃 〃

フ イ ル

ア

フ ァ イ ル

イ 予約金入金 宿泊予約 に と もな う予

ル デ ー タ ・ フ 約金 入金 に関 す るデー 〃 〃

ア イ ル タ の フ ァ イ ル
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表4-1-7(2)フ ァイル編 成 方 式一 覧 表(案)

フ ァイル名称 内 容 フ ァ イル編 成方 式 記憶媒体 備 考

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル
入金明細 データ・ シ ー ク エ ン シ ャ ル ・ 磁 気 テ ー

の入金 に関 す る明細 デ
フ ァ イ ル フ ァ イ ル プ

一 夕 の フ ァ イ ル

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル
出金 明細 データ・

の出金 に関 す る明細 デ 〃 〃

フ ァ イ ル
一 夕 の フ ァ イ ル

宿
泊

予 約 デ ー タ ・

フ ァ イ ル

予約問 い合 せの ための

予約 に関 す るデ ータの

イ ン デ ッ ク ス ・ シ

ー ク エ ン シ ャ ル ・
磁 気 デ ィ

ス ク

予 フ ァ イ ル フ ァ イ ル

約
デ

宿泊利用実
宿泊利用実 績に関す る シ ー ク エ ン シ ャ ル ・

| 績 デ ー タ ・ 〃

デ ー タ の フ ァ イ ル フ ァ イ ル
タ フ ァ イ ル

■

フ ユ ー ス ・ ホ

ユ ー ス ・ホ ス テ ル の 施 イ ン デ ッ ク ス ・ シ
ア

ス チ ル ・デ

イ

ル
一 夕1フ ァ 設 に関 す る デ ー タの フ

ァイ ル

一 ク エ ソ シ ャ ル ・

フ ァ イ ル

〃

イ ル

予 約 明 細 デ ー タ ・

フ ァ イ ル

予約受付済 みの会員お

よび宿 泊利用 に関 する

明細 データの フ ァイル

シ ー ク エ ン シ ャ ル ・

フ ァ イ ル

磁 気 テ ー

プ
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4.1.4コ ー ドイピ

コ ー ドは,コ ン ピ ュー タ処 理 に お い て分類 ・照 合,ト ランザ ク シ ョンの 区分 な

どを容 易 にす る ため に も ちい られ る一 定方 式 の 記号 ・符 号 で あ って,そ の 適 否 は

コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ム化 の効 果 を左右 す る。 コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム に と って

は,コ ー ド化 は 必要 欠 くべ か らざ る もの で あ り,コ ー ドは,次 の よ うな 目的 を持

って い る。

① 分 類 を容 易 に す るた め

会 社名 ・品名 ・人 名 ・勘 定 科 目な どを コー ド化 す るこ とに よ って,こ れ らを

系統 的 に分 類 し,そ の グ ル ー プ順 序 を そろ え る こ とが で き る。

② コ ー ド区分 に よ る コ ン ピ ュー タ処 理 の制 御

会社 コー ド,勘 定科 目 コ ー ド等 の 区 分 で,コ ン ピ ュー タ処 理 に よ る集 計,印

字 な どが で き,ま た トラン ザ ク シ 。ン ・コー ドに よ り計 算 方 法 や計 算 対 象 な ど

の制 御 を行 な うこ とが で き る。

③ 表 現 の標 準 化 ・簡 素 化 ・識 別 の 明 確化

人 名 ・品名 な ど を文 字 の 生 の ま ま表現 すれ ば,情 報 の 長 さは ま ち ま ちで あ り,

用 字 も統 一 され ず長 さ も冗 長 に な る。 これ を コー ド化 す る こ とに よ り情 報 形 式

が標 準化 され,簡 素 化 が可 能 とな る。

以 上 の こ とを考 慮 の 上,本 シ ス テム に て使 用 す る コー ドに つ い て も体 系 的 に 設

定 す る必要 が あ る。

な お,本 シス テ ム に て使 用 す る コー ド体系 につ い ては,表4-1-8コ ー ド体

系 一覧 表(案)に 示 す。

阜
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表4-1-8コ ー ド体 系 一 覧 表(案)

コ ー ド 名 体 系 桁数 内 容

会 員 番 号

NNNNNNNN

－ 一```

ブ・・ク支部 副 連 番

8
登録 会 員の 識 別 の ため

の コー ド

NNNN 案 内所の識 別の ための
案 内 所 コ ー ド

一 」 」_」 」__」

ブロック 支 部 連 番

4
コ ー ド

NNNN 経 理 処 理 の ため の コー
勘 定 科 目 コ ー ド L_」L_」 一

大 中 小分類

4
ド

NNNNN ユ ー ス ・ホ ス テ ル の 識

ユ ー ス ・ホ ス テ ル コ ー ド L_」 －L____」

ブロック 支 部 連 番

5
別 の ため の コ ー ド

N ブ ロ ック(9)の識 別 の た

ブ ロ ッ ク コ ー ド
一 1

め の コ ー ド

N 支 部 の識 別 用 コー ドで

支 部 コ ー ド
一 1 ブ ロ ッ ク コ ー ド と 一 諾

に用 い支部 を識別す る

N パ ス種 別(少 年,青 年,

パ ス 種 別 コ ー ド 一 1 成 人等)を 識別 す るコ
一 ド

N 男女の性別 を識別す る
性 別 コ ー ド 一1 1

た め の コ ー ド

N 予 約 受 付 時 の食事(朝,

食 事 コ ー ド 一 1 昼,夕)を 識 別 す る

コ ー ド

N 登録会 員の職業 を識別

職 業 コ ー ド
一 1

す る コ ー ド

N 備 品(ハ ン ドブ ッ ク,

備 品 コ ー ド
一 1 シー ツ等)を 識 別 す る

コ ー ド

NNN 入出金 におけ る取 引先
取 引 先 コ ー ド

一 3
の 識 別 コ ー ド
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4.2機 器 構 成

4.2.1端 末機 器

1)端 末設置方法

情報システムの対象 とす る組織 あるいは施設の どこに端末装置 を設置 す るか

にっいて を考 察す る ため に,こ こでは システム化対象業務 と施設 との 関係 を整

理 す る。

まず第1に,端 末 装置 設置の可能性のあ る施設 としては,

・協会 本部1ケ 所

・支部協会47ケ 所

・直営 ユ ース ・ホ ステル44ケ 所

・指定 ユ ース ・ホ ステル576ケ 所

・直営案 内所6ケ 所

・委託案 内所664ケ 所

とな り,す べての施設 に端末 装置を設置す る方法か ら協会本部,支 部 および直

営案 内所の みに端末装置 を設置す る方法 まで何通 りかの方 法が考 え られ る。 し

か しなが ら,最 も理想 的な運用方法 を仮定 したとして も,委 託案 内所 の全 てに

端 末装置 を設置す ること も委託案 内所の現状か ら考 えると業務 遂行 能力,利 用

頻度お よび運用経費 の面か ら考 えて実現不可能で ある。 したが って,ご く一部

の委託案 内所(例 えば,近 隣 に直営案 内所,支 部協会がな く,か つ利用者が多

く,端 末操作 による事務 が可能な もの)を 除 いては委託案 内所 は端 末設置 の対

象外 と考え られ る。

第2に,情 報 システムの対象業務 について,そ の処理方 式 を考 え ると次の可

能 性があ る。

(1)会 員情報管理 システム

会員情報管理 システムで端末設置方法に関係 する処理 は,会 員登録 処理 と

会員 デー タ管理 のみで,他 の処理はすべ てセ ンターにおけ るバ ッチ処 理方式

一127一



で 充 分 で あ る。

端 末 装 置 の利 用 方 法 とし ては 次 の3つ が 考 え られ る。

① 端 末 を使 用 せ ず,セ ンタ ーに おけ る バ ッチ 入 力 方 式 を とる。

② 支 部 協 会 の 端 末 を使 用 して分 散 入 力方 式 を とる。

③ 会 員%付 与 の み案 内所,協 会 支 部 な どの端 末 で 処 理 し,セ ンター に お け

るバ ッチ入 力 方 式 を と る。

② 経 理 情 報 管 理 シス テ ム

経理 情 報管 理 シ ス テ ムに お け る端末 設 置 方 法 に関 係 す るの は。 入 出金 デ ー

タの 入 力 の方 法 が 主 な もの で あ る 。

① 直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 端 末 でお こな う。

② 必 要 な デ ー タを 協会 本 部 に郵 送 し,セ ン ター での バ ッチ入 力 方 式 を と る。

(3)宿 泊 情 報管 理 シス テ ム

宿 泊 情 報管 理 シ ス テ ム に お い て,端 末の 設 置 方法 に最 も大 きな影 響 を及 ぼ

すの は,ユ ー ス ・ホ ス テ ル に端 末 を設置 す るか否 か の 問題 で あ る。 この こ と

は シス テ ムの 考 え方 に も大 きな影 響 を与 え る もの で,各 ユ ース ・ホ ステ ルの

持 って い る宿 泊 可 能 ベ ッ ドの全 て を情 報 シス テ ムの 処 理 に まか せ る方 法 と現

状 の よ うに 部 分的 に情 報 シ ス テ ムに処 理 を まか せ,一 部 分 は 各 ユ ース ・ホス

テ ル毎 に 手作 業 に よ る予 約 受 付 をお こな う方 法 の い ず れ か の方 法 を採用 す る

か の岐 路 に な る。

① す べ ての ユ ー ス ・ホ ス テ ルで端 末 に よ る予 約 を お こな う。

② 端 末 に よ る予 約 は案 内 所,協 会 支 部 に限 定 す る 。

以 上の 端 末 設 置 施 設 の可 能 性 と処 理 方 式の 可能 性 の 考察 か ら総 合 す る と端 末

設 置 方 法 の 基 本 は表4-2-1の よ うにな る。

表4-2-1に 示 す よ うな 基 本 案 の よ うに端 末 を設 置 す る と仮 定 し た と き,

各施 設 ご との端 末 の処 理 内容 を整 理 した もの が 表4-2-2,表4-2-3で

あ る。

表4-2-2は 第1案 につ い て,表4-2-3は 第2案 につ い てで あ る。
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表4-2-1端 末 設 置方 法(案)

端末
設置
施設方法

協会

本部
支部協会

直 営
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

指 定
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

直 営

案内所

委 託

案内所
合 計

第1案
3台

程 度
各1台

(小 計47台)

各1台

蟷)

各1台

(小 計576台)

各1～

2台

(慧

ご く一 部
の と ころ
に

各1台

(騨 約

700台

第2案
3台

程度

各1台

(小 計47台)

一 一

各1～

2台

(ぽ
一

約
60台

囲*1:直 営 案 内所 は2台 の と ころ と1台 の と ころ を 考 え合 計 で10

台 を想 定 す る。

*2:端 末 を設 置 可能 か ど うか疑 問 で あ るが,20台 を想 定 す る。
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表4-2-・2第1案 に お け る端 末 処 理 内容

一

一
ω
0
1

機 端 末 設 置 施 設 備 考

能

処 理 内 容 協 会
本 部

支 部
協 会

直 営
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

指 定
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

直 営
委 託案

内所

セ ンター
・バ ッチ

処 理

備 考

会

会員登録受付処理

会員証発行処理

○ ○ ○ ○ ○

○

会 員 登録%付 与 を端 末 で{
お こ な い,セ ンタ ーで一

括 入 力

員 登録 料 ・備品販売 費管理処理 ○ ○ 端 末 でデー タの入力

情 会員登録実績報告書作成処理 ○

報 会 員デー タ管理処理 ○

管 各種管理資料作成処理 ○ ○

理 発送用宛名帯封作成処理 ○

会員統計資料作成処理 ○

経
理
情

入金管理処理

出金管理処理

O

c)

()

○

○

○

本部,支 部は将来}
経 理 デー タの入力 をお こ
な う とす る と

報
管

勘定元帳作成処理 ○

理 各種管理資料作成処理 ○ ○ ◆

宿

泊

予約状況案 内処理

宿泊 予約処理(ク ーポン発行予約変更)

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

情 宿泊予約表作成処理 ○ ○

報 宿泊利用実績報告書作成処理 ○ ○ ○ 端末 は入力 をお こな う

管 宿泊利用統計資料作成処理 ○

理 各種管理資料作成処理 ○ ○



表4-2-3第2案 に お け る端 末 処 理 内容

一

一
ω
一
ー

機 端 末 設 置 施 設 備 考

能

処 理 内 容 協 会

本 部
支 部
協 会

直 営
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

指 定
ユ ー ス ・

ホ ス テ ル

直 営
案 内所

センター
・バ ッチ

処 理

備 考

会員登録受付処理 ○ ○ ○

会 会員証発行処理 ○

員 登録 料 ・備品販売費管理処理 ○ ○

情 会員登録実績報告書作成処理 ○

報 会員 データ管理処理 ○

管 各種管理資料作成処理 ○ ○

理 発送用宛名帯封作成処理 ○

会員統計資料作成処理 ○

経 入金管理処理 ○
理
情 出金管理処理 ○

報
管 勘定元帳作成処理 ○

理 各種管理資料作成処理 ○ ○

宿 予約状況案内処理 ○ ○ ○

泊 宿泊予約処理(ク ーポン発行予約変更) ○ ○

情 宿泊予約表作成処理 ○

報 宿泊利用実績報告書作成処理 ○ ○

管 宿泊利用統計資料作成処理 ○
理

各種管理資料作成処理 ○ ○



2)端 末処 理 内容eと の 必 要 端 末 機 能

端 末 設置 方法 の第1案 お よび第2案 に お け る端 末 処 理 内容 は,次 に示 す とお

りで あ る。

・会 員登 録 受付 処 理

・登 録 料 ・備 品 販売 費管 理 処 理

・入金 管 理 処 理

・出金 管 理 処 理

・予 約状 況案 内処 理

・宿 泊 予 約処 理

・宿 泊 予 約 表作 成処 理

・宿 泊 利用 実 績 報告 書 作 成 処 理

・会 員 登 録 ・経 理 関係 ・宿 泊 関 係 各 種 管 理 表作 成 処 理

以 上 の 各 端 末 処 理 の操 作 に 必 要 な端 末 機 能 に つ い て整 理 す る と表4-2-7

の とお りに な る。

な お,端 末 の 基 本 的 な考 え方 は,数 字 入力 の み に し,そ の 入 力 デ ー タの確 認

は デ ィス プ レ イを前 提 と し,検 索 は デ ィス プ レ イ上へ の 表 示 と プ リ ン トされ た

ハ ー ドコ ピーに とれ る こ とを基 本 とす る。 また,操 作 の 容 易 性 を確 保 す る た め

に,処 理 の選 択 お よび 入力 デ ー タの種 類 は フ ァク シ 。ン ・キ ーで 識 別 す る もの

とす る。
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3)端 末設 置 施 設 ご との端 末 構 成

表4-2-2第1案 に お け る端 末 処 理 内容 と表4-2-7端 末 処 理 内容C"と

の 必要 端 末 機 能 とを総 合 的 に結 合 す る と,端 末設 置 方 法 の第1案 に お け る端 末

は 表4-2-4に 示 す よ うな2種 類 の 端 末 を準 備 す るこ とに よ って対 象 業 務 を

遂 行 す る こ とが可 能 に な る。

表4-2-4端 末設置方法第1案 における端 末の種類

端末の
種 類

設置施設 と台数 端 末 機 能 の 概 略 備 考

協会本部3台 各 種 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー キ ー ボ ー ドは 特

支部協会47台 テ ン キ ー 注 品 と し,他 は

セ ン タ ー2台 デ ィスプ レイ(2000字 程度) 標 準品 を組 合せ
第1種

プリンター(130字/行 程 度, た専用 端末が望

中速複写可) ま し い 。

(計52台) (カ ナ,英 数 字 表 示)

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

44台
各 種 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー 同 上

指 定 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

576台
テ ン キ ー

直営案 内所10台 デ ィスプレイ(500字 程 度)

第2種
委託案 内所20台 プ リンター(80字/行 程 度,

セ ンタ ー2台 低速複写可)

(カ ナ,英 数 字 表示)

(計652台)

表4-2-3第2案 に お け る端 末 処 理 内容 と表4-2-7端 末 処 理 内容 ご と

の 必要 端 末 機 能 とを総 合 的 に結 合 す る と,端 末 設置 方 法第2案 に お け る端 末 は

表4-2-5に 示 す よ うな端 末 を準 備 す るこ とに よ って業 務 の 遂 行 が 可 能 に な
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る。 ただ この場 合 は 全体 の端 末 台数 が 少 な い こ とか ら,専 用 的 な端 末 を特 注 す

る と価 格 的 に 高 くな る ため 市 販 され て い る端 末 で表4-2-5を 満 足 す る もの

を使用 す る こ とが 望 ま しい 。

表4-2-5端 末 設 置 方 法第2案 にお け る端 末 の 種 類

端末の種類 設置施設 と台数 端 末 機 能 の 概 略 備 考

・ キ ー ボ ー ド

協会本部3台 「JISタ イ プの 通 常 キ ー ボ ー ド

テ ン キ ー ・ボ ー ド

く

支部協会47台
15個 程 度 の フ ァ ン ク シ ョ ン ・

キ ー
、

市販の デ

・表 示 部 イ ス プ レ

第3種 直営案 内所10台
'2000字 程 度 の モ ノ ク ロ ・デ ィ イ端末の

ス プ レ イ,数 字 入 力 フ ィ ー ル 中か ら選
く

ド,罫 線 表 示,英 数 字,カ ナ 択 す る。

セ ン タ ー2台 、の 表示

・ プ リ ン タ ー

(計62台)
認 二㌘:㌶ 字複写

4)端 末 の詳 細 機 能

端 末 の 詳細 機 能 は第1種,第2種 の専 用 端 末 に つ い て の み 考 え る。専 用 端 末

を用 い る主 た る要 因 は 第1に,使 用 す る端 末 台数 が 多 い こ と,第2に あ る程 度

用 途 が 限 定 され てい るこ と,第3に 端 末 オ ペ レー タが専 用 職 化 で きず に,他 の

事 務 を と るか たわ ら端 末操 作 を す る こ とを前 提 と してい る た めで あ る。

表4-2-6に こ こで 考 え てい る端 末 の 基 本 仕 様 を記 述 し,図4-2-1に は

全体 の端 末 構 成 図 を,図4-2-2に は特 に キ ー ボー ド配 列案 を描 い て い る。
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表4-2-6端 末 の 基 本 仕 様(案)

基 本 仕 様
構成要素 機 能

第1種 端 末 第2種 端 末

表示文字数 2000字(80字 ×25行) 512字(32字 ×16行)

表示色 モ ノ ク ロ(緑) モノ ク ロ(緑)

表示字種 カナ(46)・ 英 字(26)・ 数 字(10)・ 言己号 カナ(46)・ 英 字(26)・ 数 字(10)・ 記 号

表示装置部
文字表示 9点 ×7点(縦 ×横) 9点 ×7点(縦 ×横)

表示制御 罫 線 表 示,数 字 入 力 フ ィー ル ド, 罫 線 表 示,数 字 入 力 フ ィー ル ド,

プ ロ テ ク ト,ブ リ ン ク,タ ブ セ ッ ト プ ロ テ ク ト,ブ リ ン ク,タ ブ セ ッ ト

印字速度 165字/秒 33字/秒

印字字数 132字/行 80字/行

プ リ ン タ 文字種 128種 128種

装置部 印字方式 ド ッ ト ・ マ ト リ ッ ク ス ド ッ ト ・ マ ト リ ッ ク ス

印字幅 10字/イ ン チ,6行/イ ン チ 10字/イ ン チ,6行/イ ン チ

複写枚数 5枚 程度 5枚程度

端末処理選

択キー
必要 必要

フ ァ ン ク シ

ョ ン ・ キ ー
必要 必要

デ ー タ入 力

キ ー
テ ン キ ー テ ン キ ー

キ ーボー ド部

カ ー ソ ル ・ カ ー ソ ル ・ ス キ ャ ン,ア ッ プ,ダ ウ
、

コ ン ト ロ ー

ル ・キ ー
ン,レ フ ト,ラ イ ト,カ ー ソ ル ・ ホ

一 ム
,ニ ュ ー ・ラ イ ン,タ ブ,パ ッ

・同左

ク ・ タ ブ

デ バ イ ス ・ 送 信 キ ー ・イ ン タ ラ プ ト,プ リ ン ト

コ ン トロー ル
・ キ ー

'

通信速度 2400BPS 1200BPS

通信制御部 通信方式 半 二 重,コ ン テ ン シ ョ ン/ポ ー リン グ 半 二 重,コ ン テ ン シ ョン/ポ ー リ ング

通信回線 特定又は公衆通信回線 特定又は公衆通信回線

全体の形状 卓上型 卓上型

電源 単 相100V±10%,50/60Hz 単相100V±10%,50/60Hz
設置条件

周囲条件 温 度5～40℃,湿 度30～80% 温度5～10℃,湿 度30～80%
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表4-2-7端 末処 理 内容 ごとの必要端末機能

機

能

端 末 処 理 の 内 容 端 末 処 理 の 概 要

端 末 操 作 上 の 必 要 機 能

入 力 機 能
表 示 機 能 プ リ ン ト 機 能

フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー ボ ー ド デ ー タ入 力 キー ボー ド

会

員

情

報

管

理

会員登録受付処理

新規1申 込書に会員登録砿付与

継続:継 続状況の入力

・入 力 デ ー タの 種 別 フ ァンク シ ョン ・キー テ ンキ ー

(性 別,生 年 月 日.パス種 別 な ど)

500字 程 度 の デ ィス プ レイ

(新 規:入 力 デ ー タの確 認継 続:会 員登録事 項の確認)

簡易 プ リン タ

(80字/行,カ ナ.英 字,艀)

(仮 会 員証 の発 行)

登録料 ・備品販売費管理処理

取扱案内所別の入金状況 を入力 ・入 力 デ ー タの 種 別 フ ァンク シ ョン ・キー

・数 量,金 額 の 種 別 フ ァンク シ ョン ・キ ー

テ ン キー

(数 量.金 額)

500字 程度 の デ ィス プ レ イ

入 力 デ ー タの確 認()

簡易 プ リン タ

(入 力データの プルーフ・リスト)

経

理

情

報

管

理

入金管理処理

入金伝票データを入力 ・勘定 科 目 コー ド,単 価,数 量,金 額

の種 別 フ ァン クシ ョン ・キー

テ ンキー

(勘 定 科 目 コ ー ド,単価
,数m.金 額)

500字 程 度 の デ ィス プ レ イ

(入 力 デ ー タの蹴)

簡 易 プ リン タ

(入 力データのプルーフ・リスト)

出金管理処理

出金伝票 データを入力 ・同 上 同上 同 上 同 」二

宿

泊

情

報

管

理

そ

の

他

予約状況案内処理

宿泊予定 日,宿 泊予定地の近傍

についての予約状況の問合せ

・年 月 日,ホ ス テ ル ・コ ー ド,地 区 な

ど の 種 別 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

テ ン キ ー

(竺 塩㌘芦

500字 程度のデ ィスプレイ

(晴 せ回答の表示)

簡 易 プ リンタ

(回 答 の プ リン ト)

宿泊予約処理

予 約 申 込書 に もとづ き予約 ・ク

ー ポ ン発 行

・会 員 番 号,宿 泊 年 月 日.ホ ス テ ル ・

コー ドな どの種 別 フ ァン ク シ ョン ・

キ ー

テ ン キー

(会 員番号.宿 泊 年月日
,ホステル・コードなど)

500字 程度 の デ ィス プ レ イ

(入 力 デ ー タの 鰯)

簡 易 プ リン タ

(予 約 クー ポ ンの 発 行)

宿泊予約表作成処理

ホ ス テ ル毎,日 毎 の宿 泊 予 約状

況 の出 力

・ホ ス テ ル ・コ ー ド,年 月 日 な ど の 種

別 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

テ ンキー

晶 ご'　 ド')

500字 程 度の デ ィス プ レ イ

(予 約表 の 表示)

簡 易 プ リンタ

(予 約 表 の プ リン ト)

宿泊利用実績報告書作成処理

ホステル毎の月間利用実績の入

力'

・ホ ス テ ル ・コ ー ド,年 月 な どの 種 別

フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

テ ン キ ー

(ホ ステ ル ・コー ド,年月 利用 実 績 な ど)

500字 程 度 の デ ィスプ レ イ

(入 力 デ ー タの臨)

簡 易 プ リンタ

(入 力デ;鴛 .,。 、)

、

会員登録

経理関係 ・各種管理表作成処理

宿泊関係,

各種管理表の出力

・管理 表 の 種別 フ ァン ク シ ョン ・キー テ ンキ ー

(豊 表の横綱Y)

2000字 程 度の デ ィス プ レ イ

(管 理 者 の表 示)

プ リン タ

(130字/行.150字/秒.カナ.英 字,数 字)

(管 理 表 の プ リ ン ト)

■ ■
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図4-2-2キ ー ボ ー ドの キ ー 配 列(案)
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4.2.2回 線 ネ ッ トワー ク

1)回 線 ネ ッ トワー クの 前 提 条 件

回線 ネ ッ トワ ー クを検 討 す るた めの 前 提 条件 は 次 の よ うな もの が あ る。

・端 末 が 全 国 的 に 分布 して い る。

・ホ ス ト ・マ シ ンを設 置 す る セ ン タは東 京 に1ケ 所 設置 す る もの とす る。

・端 末 の使 用 頻 度 は特 定 の 端 末(支 部 協 会,直 営 案 内所 に 設置 す る もの)以 外

は あ ま り大 き くな い と考 え る。

・回線 ネ ッ トワー ク方 式 は 回線 運 用 経 費 が安 くな る方 式 を第1優 先 に採用 す る。

2)回 線 ネ ッ トワー ク基 本 構 想

回線 ネ ッ トワー クの基 本 構想 は,端 末 設 置 方 法 の 第1案 と第2案 と別 々に検

討 す る。

端 末 設置 方法 の 第1案 の 特 徴 は,次 の よ うで あ る。

・端 末 が 約700接 続 され る。

・そ の う ち,協 会 本 部,支 部,直 営 案 内所 な どに設置 され る約80端 末 は相 当使

用 頻 度 が 高 く,ま た,協 会 本 部 ・支部 の 端末 は1回 の デ ー タ伝 送 量 も比 較 的

多 い もの と想 定 で き る。

・一 方,残 りの約620端 末 は 使用 頻 度 に 比 較 的 小 さ く,ま た,一 回 の デ ー タ伝

送 量 も比 較 的少 な い もの と想 定 で き る。 さ らに,こ れ らの端 末 は あ る時 間帯

に集 中 して発 生 す る処 理 が少 な く,ラ ンダ ム に発 生 す る処 理 が 主体 で あ る。

これ らの点 か ら,回 線 ネ ッ トワー クの基 本 は表4-2-8の よ うに 考 え る。

表4-2-8端 末 設 置 方 法第1案 の 回線 ネ ッ トワ ー クの 基 本

対 象 端 末 端 末 数 回 線 の 考 え 方

協会本部 ・支部協会

直営案 内所 な ど
約80台 回線 速 度2400BPS,特 定 通 信 回線(D-1>

直 営 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

指 定 ユ ー ス ・ホ ス テ ル

約620台
回線 速 度1200BPS,公 衆 通 信 回線

(直 接 又 中継 点 まで)
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た だ し,直 営 ユ ース ・ホ ス テ ル,指 定 ユ ー ス ・ホス テ ルに設 置 す る端 末 につ

い て,公 衆 通 信 回 線 で 直 接 セ ン ター を呼 び 出 す方 法 もあ り,ま た,各 ブ ロ ック

に中継 点 を もち,中 継 点 まで公 衆 通 信 回 線 で,中 継 点 か ら セ ン ター ま では 高速

の 特 定通 信 回線 を使 用 す る方 法 とが あ る。 これ らの どら らの方 法 を と るか は,

もっ と詳 細 な シ ス テ ム設 計 が 行 わ れ て,デ ー タ伝 送 量 につ い ての 詳細 な デ ー タ

が 得 られ るよ うに な れ ば,費 用 最 少 の原 則 にの っ と って安 い方 の 方 法 を採 用 す

るこ とに な る。

図4-2-3に 端 末 設 置 方 法 第1案 に お け る回線 ネ ッ トワ ー クの 概要 を示 す。
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図4-2-3端 末 設 置 第1案 にお け る回線 ネ ッ トワー ク(案)
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次 に,端 末設 置 方 法 の第2案 の特 徴 は,次 の よ うで あ る。

・端 末 が 約80接 続 され る 。

・端 末 の 設置 施 設 が 第1案 よ り限 定 され てい るだ け に,1台 当 りの端 末 負 荷 お

よび 回線 負 荷 は 大 きい と考 え られ るの で,第1案 と同 様 に特 定 通信 回線 で セ

ンタ ー と接続 す る こ とを基 本 とす る。

これ らの点 か ら,回 線 ネ ッ トワー クの 基 本 は表4-2-9の よ うに な る。

表4-2-9端 末 設 置 方 法第2案 の 回線 ネ ッ トワー クの基 本

対 象 端 末 端 末 数 回 線 の 考 え 方

協 会 本 部

支 部 協 会

直 営 案 内 所

約80台

回 線 速 度2400BPS

特 定 通 信 回 線(D-1)

この 考 え方 を 図示 す る と,図4-2-4の よ うに な る。

通

信

制

御

装

置

.・ ・/τ 末 、

・一 線24・岬 ・ ＼ 己 」

ホ

ス

ト

・

マ

シ

ン

一

約80台

・(⊇ コ

図4-2-4端 末 設 置 第2案 に お け る回線 ネ ッ トワ ー ク(案)
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4.2.3ホ ス ト・マ シ ン

1)ホ ス ト ・マ シ ンの 考 え 方

ホ ス ト ・マ シ ンの構 成 は,適 用 業 務 を処 理 す るの に十分 な能 力 を持 った中 央

処 理 装 置,周 辺装 置 で 構 成 しな けれ ば な らな い。 ユ ース ・ホ ス テ ル協 会 関 連 業

務 で は,コ ン ピ ュー タ処 理 形 態 が宿 泊 予 約業 務 を 中心 とす る オ ン ラ イ ン ・リア

ル タ イム方 式 であ る点 に 大 きな特 色 が あ る。 一般 に オ ンラ イ ン リ アル タ イ ム ・

シス テ ムで は,高 い信 頼 性 が要 求 され る。 これは,適 用 業 務 の性 格 が 処 理 方 法

に 即時 性 を 要求 して い る(し たが って,コ ン ピ ュー タ処 理 方 式 もオ ン ラ イ ン ・

リ アル タ イム処 理 とな る)か らで あ る 。処理 に即 時 性 が要 求 され るの で あ るか

ら,コ ン ピ ュー タの 故 障 に よ って処 理 が 停止 した場 合 に は,そ の 与 え る影 響 の

大 きさは 計 り知 れ な い もの が あ る。 その ため,完 全 さを求 め よ う とす るな らば,

どん な 故 障 に際 して も停 止 す る こ とな く処理 が 続 行 で き る構 成 を 考 え る必 要 が

あ る 。 しか し,い か な る障害 に 対 して も処 理 を続 行 で き る マ シ ン構 成 で あれ ば,

当 然 の こ となが ら要 す る費用 も大 きな もの とな らざ る をえ な い 。適 用 業 務 が ど

こ まで ホ ス ト ・マ シンの 故 障 に対 して許 し うるか,要 す る費用 との 関連 で 考 え

る必 要 が あ る。 む ろ ん,ホ ス ト ・マ シ ンに 高 い信 頼 性 が必 要 で あ る こ とにか わ

りは な い 。 その意 味 で は 故 障時 の被 害 を最 小限 に お さえ る ホ ス ト ・マ シ ンの 構

成 を考 えな けれ ば な らな い 。

こ こで は,オ ン ラ イ ン ・リ アル タ イ ム処 理 の中 心 であ る宿 泊 予 約 業 務 が,即

時 性 を要 求 され る窓 口業 務 で は あ るが,予 約 手続 か ら実 際 の宿 泊 まで の 時 間 差

か ら一 刻 を争 う もの で な い こ と と最 近 の コン ピュー タの 信 頼 性 の 向 上 か ら,シ

ンプ レ ックス ・シス テ ム で周 辺 装 置 に つ い ては,各 装 置 に多 少 の 故 障 が発 生 し

て も短 時 間 に 代替 装 置 に よ る運 転 再 開 が可 能 な シ ス テム と して考 え る。

ユ ー ス ・ホ ステ ル協 会 関 連 業 務 で い ま一 つの 大 きな特 色 は,会 員 登 録 管 理 の

バ ッチ処 理 が ホス ト ・マ シ ンに と ってか な り大 きな 負荷 とな る点 で あ る。 した

が って,オ ン ライ ン ・リアル タ イム処 理 を行 な うに 十分 な能 力 を有 す る と同時

に,相 当 量の バ ッチ処 理 を も行 な い うる構 成 と して考 えな け れ ば な らな い。
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2)中 央 処 理 装 置

中央 処 理 装 置(最 近 の コ ン ピ ュー タで は,CPUと メモ リ とを分 け て考 え る

傾 向 が あ るが,こ こ では 包括 的 に 中央 処 理 装 置 と して 考 え る)は,つ ぎの 条件

を満足 す る もの で なけ れ ばな らない 。

① 適 用 業 務 の 処 理 の 展 開 に十 分 な記 憶 容 量 を有 す る こ と。

② オ ンラ イ ン ・リ アル タイ ム処 理 を行 な うの に十 分 な処 理 速 度 を有 す る こ と。

記憶 容 量 に つ い ては,接 続 す る端 末 装 置 の 数 や走 行 させ る プ ロ グラム の 大 き

さな どに 左 右 され るが,一 般 に オ ン ラ イ ン ・リアル タ イム処 理 で は 大 きな容 量

を必要 と す る 。想 定 す る シス テ ムに て接 続 す る端 末 数 が 最 大700位 で あ る こ と,

オ ン ラ イ ン ・リ アル タ イム処 理 と並行 的 に バ ッチ処 理 の 運 用 を行 な うこ とな ど

か ら,記 憶 容 量 は つ ぎの所 要 量 が必 要 で あ る。

・ オ ペ レー テ ィ ン グ ・シス テ ムが 必 要 とす る容 量 と して1,300KB程 度 。

・ ユ ーザ の 使用 領 域 と し て512KB程 度 。

上 記 所 要 量 に余 裕 を もたせ て合計2MBの 記 憶 容 量 を 考 え る 。

処理 速 度 の 点 では,オ ン ラ イ ン系 稼 動 時 に お け るCPU負 荷 率 を考慮 しな け

れば な らな い 。 そ の た め には,正 確 な デ ー タ量 の 見積 りが 必 要 とな る。 しか し,

現 段階 で は 予 約 の 利用 者 数 な ど正確 な 見積 りを行 な う こ とは 困 難 で あ る。 この

ため,こ こで は 大型 機 の 下位 レベ ル もし くは 中型 機 の 上位 レベ ル機 と して想 定

す る。

3)周 辺 装 置

周 辺 装 置 を 考 え る うえ で もっ と も問題 とな るの は,磁 気 デ ィス ク装 置 の 台 数

であ る。 オ ン ラ イ ン ・リア ル タイ ム処 理 で用 い る フ ァイ ルを磁 気 デ ィス ク装 置

に配 置 す るの に,処 理 効 率 を考 え た場 合,各 フ ァイ ル を それ ぞれ 別 個 の装 置 に

配置 す る こ とが 望 ま しい 。^シス テ ム ・プ ロ グラ ム関係 が使 用 す る磁 気 デ ィス ク

装 置,コ ン ピ ュー タ処 理 の 過程 で必 要 な ワー ク用,1台 の装 置 が 故 障 した とき

の代替 余 裕 な どを 考慮 し,8ド ラ イブ(1ド ラ イ ブ200MB)の 磁 気 デ ィス ク

装 置 を 考 え る。
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磁 気 デ ィス ク装 置 とな らぶ フ ァイ ル装 置 と して磁 気 テ ー プ装 置 が あ る。 本 シ

ス テ ム では,フ ァイル の ほ とん どが オ ン ラ イ ン ・リアル タイ ム処 理 で使 用 す る

フ ァイル とな り,通 常,磁 気 デ ィス ク装 置 を用 い る こ とにな る。 し たが って,

磁 気 テ ー プ装 置 は バ ッチ処 理 用,磁 気 デ ィス ク ・フ ァイルの 退 避 用 と して用 い

るこ とにな る 。 この場 合 安 全 の ため の 余 裕 を見 込 ん で4台 で十 分 と思 わ れ る。

つ ぎに 入 出 力装 置 で あ るが,会 員 登 録 管 理 業 務 の バ ッチ処 理 を 考 え た場 合,

相 当 量 の 印 字 出 力 が 必 要 で あ る 。 この た め,高 速 度 印字装 置(ラ イ ン プ リ ン タ)

は2台 とす る必要 が あ る。

その 他,入 力用 装 置 とし ては 大 量 デ ー タの 入 力用 に フ ロ ッピー デ ィス ク読 取

装 置 を コ ン ビoユ一 夕運 用 に 必 要 なJOB制 御 文,少 量 デ ー タの 入力 用 に カー ド

読取 装 置 各1台 を設 置 す る。 ま た,コ ン ピ ュー タ操 作 に必 要 な もの と して コ ン

ソ ー ル1台,マ ス タ端 末 とし て用 い る デ ィス プ レ イ装 置2台(1台 は コ ン ソー

ルの 代 替 と し て も使 用),デ ンス プ レ イ プ リン タ装 置1台 を設 置 す る 。

オ ン ラ イ ン ・リ アル タ イ ム処 理 の た め,ホ ス ト ・マ シ ン構 成 に上 記装 置 の 他,

通信 制 御 処 理 装 置2台 を 設置 す る。

表4-2-10に ホ ス ト・マ シ ンを 構 成 す る各装 置 の性能 を,図4-2-5に

構 成 図 を示 す 。

表4-2-10ホ ス ト ・マ シン性能

装 置 名 台数 性 能

中央処理装置 1 記 憶 容 量2MB・

磁 気 デ ィス ク装 置 4 1台 ×2ド ラ イ ブ,1ド ラ イ ブ200MB

磁 気 テ ー プ装 置 4 転送速度200KB

カ ー ド読取 装 置 1 aoOO枚/分

フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク読 取 装 置 1 40KB

高速 度 印 字装 置(ラ イ ン プ リ ンタ) 2 2ρ00(800)行/分

操 作 卓(コ ン ソ ー ル) 1

デ ィス プ レイ装 置 2 1,920字/画 面 カ ラー

デ ィス プ レ イ プ リ ン タ装 置 1 900字/秒

通信制御処理装置 2 256KB
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て よ い 。

図4-2-5ホ ス ト ・マ シ ン 構 成 図(案)

一144一

■

駕



●

●

4.2.4ソ フ トウ ェア体系

ホ ス ト ・マ シ ンを運 用,開 発 面 で支 え る ソ フ トウ ェア体 系 に つ い ては,適 用 業

務 の運 用 に 十 分 な機 能 を サ ポ ー トして くれ るこ と と開 発 あ るい は 開発 後 の メ ンテ

ナ ンス に お い て容易 に これ が 行 な え る こ とが 必 要 で あ る。 こ こで は,本 シ ステ ム

の 運用 お よ び 開発 面 で必 要 とす る ソ フ トウ ェ ア体 系 に つ い て検 討 す る。

1)オ ペ レ ーテ ィン グ ・シス テ ム

ソ フ トウ ェア体 系 の 中 で 中心 的 な 存在 とな るの が オペ レー テ ィ ン グ ・シス テ

ムで あ る。 オ ペ レー テ ィン グ ・シ ス テ ム と して必要 とされ る機 能 を整 理 す る と

つ ぎの よ うに な る。

イ)多 次 元同 時 処 理 機能

ユ ー ス ・ホ ス テル協 会 関 連 業 務 で は ,宿 泊 予 約 をは じめ とす る オ ン ラ イ ン

'リ ア ル タ イム処 理 と会 員 登録 管 理 業 務 に代 表 され る バ
ッチ処 理 とを同 時 に

実 行 させ る必 要 が あ る。 この よ うな 異 な った処 理 形 態 を同 時 に 実 行 させ る多

次 元同 時処 理 機能 は 不 可欠 な機 能 とい え る。

ロ)運 用 機 能 が優 れ て い る こと

コ ン ピ ュー タ ・シス テ ム を効 率 よ くか つ確 実 に運用 す る こ とは 重 要 な 課 題

で あ り,こ の ため には 使 い や す い運用 機 能 を有 してい る こ とが 必 要 とな る。

具 体 的 に はつ ぎの とお りで あ る。

① 操 作 性 に 優 れ て い る こ と

② 多 数 の ジ 。ブ を適 切 な順 序 で処 理 で き る よ うス ケ ジ ュー リン グが 容 易 に

行 な え る こ と

③ 取 り扱 う多数 の フ ァイ ル群 を統 一的 に管 理 し,運 用 上 正確 性 を維 持 で き

る こ と

④ 適 用 業 務 の 拡 大 や 回線 ・端 末 の ネ ッ トワー クの拡 張 性 に 富 ん でい る こ と

⑤CPU,メ モ リ,入 出 力装 置 な どの 資 源 の 有効 利用 が で き るこ と

⑥ ハ ー ドウ ェ ア障害 の復 旧処 理,ソ フ トウ ェア障害 の発 見 と修 正 な ど シス

テ ムの信 頼 性 が 高 い こ と
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ハ)適 用 業 務 の 開 発 ・保 守 の 容 易性

適用 業 務 の 開 発 あ るいは 開発 後 の メ ン テ ナ ン スが 容 易 に 行 な え る こ とは,

利 用 者 側 の負 担 を それ だ け軽 く して くれ る。 その ため には,高 水 準 か つ 高機

能 を有 す る言 語 処 理 プ ログ ラム と豊 富 な サ ー ビス プ ログ ラム を保 有 し て い る

こ とが 必 要 で あ る。

二)高 度 な オ ン ラ イ ン機能

オ ン ラ イ ン ・リア ルタ イ ム処 理 を指 向 す る場 合,オ ン ライ ンの 制 御 プ ロ グ

ラム を利 用 者 側 で 開発 す るこ とは容 易 な こ とで は な い 。 この ため,汎 用 の高

度 な ネ ッ トワー クサ ポ ー トを行 な うオ ン ライ ン制 御 プ ロ グ ラムを 有 し て い る

こ とが 必 要 とな る。 これ に よ り利用 者 側 は 適用 業 務 の 開発 に専 念 で き る。

2)オ ンラ イ ン制 御

利用 者 が オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ ム処 理 シス テ ムの 開発 を 進 め る場 合,従 来

の 開発 方 式 で は適 用 業 務 プ ロ グラ ム(応 用 プ ロ グ ラム)で オ ンラ イ ン制 御 に関

し てか な り基 本 的 な部 分 まで意 識 して開 発 す る必 要 が あ った。 さ らに は,異 常

終 了に対 す る配 慮,リ ス タ ー トにつ い て も適用 プ ロ グラ ムに相 当部 分 が まか さ

れ て い た。 この よ うな環 境 下 で は,容 易 な 開 発 とメ ンテ ナ ンス は困 難 な こ と と

い え る。

オ ン ラ イ ン ・リアル タイ ム処 理 の 開発 を容 易 に行 な うた めに は,高 度 な オ ン

ライ ン制 御 プ ログ ラ ムの存 在 が 必 要 で あ り,適 用 プ ログ ラムは 通信 制 御 処 理 装

置,回 線,端 末 な どを一 切 意 識 す る こ とな く開発 で きな けれ ば な らな い 。 この

た めの オ ンラ イ ン制 御 プ ロ グ ラムの 持 つべ き機 能 と してつ ぎの 点 を あげ る こ と

が で きる。

イ)適 用 業 務 プ ロ グ ラム開発 の容 易 さ

適 用 プ ロ グ ラ ムの開 発 には,高 級 言 語 が使 用 で き,し か もバ ッチ処 理 用 プ

ロ グラム と何 ら変 る こ とな く開 発 で き る こ とが 必 要 で あ る。

ロ)排 他制 御 機 能

1つ の フ ァイ ル を複数 の プ ロ グ ラム で同 時 に使 用 す る場 合s.誤 処 理 を防 ぐ
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ため に排 他 制 御 が 必 要 とな る。 この排 他制 御 を適 用 プ ロ グラ ム側 で 意 識 す る

こ とな く行 な う機 能 で あ る。

ハ)リ カバ リ機能

障 害 発 生 時 に は,迅 速 な リス ター トが要 求 され るが,そ の た め の ロ グを 自

動 的 に取 得 し障 害 発 生 直前 の 状 態 か ら リス ター トが 可能 な こ と。

二)シ ス テ ム開 発 の ため の支 援 手段

適 用 業 務 開 発 時 に,擬 似 シス テ ムの 作成 や単 体 デバ ッブ,結 合 テス トの た

めの支 援 ツ ール を有 して お り開 発 を容 易 にす る機 能 で あ る。

この 他,運 用 時 の機 能 と し て許 され た者 の みが シ ステ ム を動 か す こ とが で き

た り,フ ァイル を参照 で き るよ うに す る ための 機 密 保護機 能 を有 して い る こ と

が 必 要 とな る。

3)開 発 言 語

適用 業 務 プ ロ グ ラムの 開 発 言 語 と しては,高 級 言 語 で あ るCOBOL,FO

RTRAN,PL/1な どが 考 え られ る。 こ こで は,対 象 業 務 が フ ァイ ル処 理

を中 心 とす る事 務 計 算 分 野 で あ るこ と,オ ンラ イ ン系 の 開発 が で き る こ と,一

般 的 な利 用 度 の 高 さか らCOBOLを 開 発言 語 と して考 え る。COBOL言 語

の うちで もつ ぎの 機能 を有 して い るこ とが望 ましい。

① オ ブ ジ ェク ト ・プ ロ グラムの 最 適 化 の機 能

② リエ ン トラ ン ト ・プ ログ ラムの 作 成 が可 能 な こ と

③ デバ ッグ機能 が 豊 富 な こ と

④ 通信 機 能

⑤ 登録 集 機能

⑥ 分 類/併 合機 能

⑦ 報告 書 機能

⑧ その 他 の ソ フ トウ ェア

その他 の ソ フ トウ ェア と して,コ ン ピ ュー タ ・システ ムの運 用 管 理 を容 易 に

す るつ ぎの サ ー ビス ・プ ロ グラ ム を あげ る こ とが で きる。
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'ソ ー ト/マ ー ジ

磁 気 ボ リ ュ ー ム 上 に あ る デ ー タ を 指 定 さ れ た 順 序 に 並 び 換 え,併 合 を 行 な

う。

・ リ ン ケ ー ジ エ デ ィ タ/ロ ー ダ

言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム が 出 力 し た オ ブ ジ ェ ク ト ・モ ジ ュ ー ル を 結 合 編 集 し て,

実 行 可 能 な ロ ー ド ・モ ジ ュ ー ル を 作 り 出 す 。

'ラ イ ブ ラ リ編 集

プ ロ グ ラ ム ・ ラ イ ブ ラ リ の 作 成,保 守,管 理 を 容 易 に す る 。

・ ユ ー テ ィ リ テ ィ

ボ リ ュ ー ム の 初 期 化,デ ー タ の 印 刷 な ど デ ー タ フ ァ イ ル の サ ポ ー トを 行 な

う 。

4.2.5拡 張 性

1)ユ ース ・ホ ス テ ル情 報 シス テ ムに お け る拡 張 性

この情 報 シス テ ムで 考 慮 してお く必要 の あ る拡 張 性 は 次 の 点 で あ る。

第1に,端 末 台 数 の 増 加 につ い てで あ る。 その 要 因 とし ては 次 の もの が あ る。

・宿 泊 の 予 約 状 況案 内や 予 約 処 理 が便 利 に なれ ば,当 然 利用 者 が増 加 し東 京,

大 阪,神 奈 川,愛 知 な ど会 員 数 の 多 い と ころで,夏 休 みや 春休 み の前 に 利用

者 が集 中 す る こ とが 推 測 され る た め,特 定 の 案 内や 支 部 協 会 に は端 末 の 増 設

が 考 え られ る。

・また ,会 員数 の 増 加,あ る いは 継 続率 の 増 大 に よ り宿 泊 の 予 約処 理 と同 様 に,

季節 的 に会 員登 録,登 録 継 続 処 理 が集 中 し,特 定 の 施 設 にお け る端 末 の 増 設

が 必要 に な る。

第2に,端 末 の増 加 お よ び端 末 処 理件 数 の増 加 に伴 うホ ス ト ・マ シ ンの 処 理

能 力の余 裕 で あ る。

第3に,処 理 方 式 の変 化 が あ る。 すな わ ち,バ ッチ処 理 方 式の 情 報提 供 が 端

末 を利用 した情 報検 索 方 式 にな り,よ り有効 に情 報 を利 用 して い くこ とが 要 請
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され る。 た と えば,会 員 登 録 や宿 泊 関 係 の 各種 管理 資料 の 充 実 お よ び その 情 報

を 協会 本 部 や 支部 に お け る端 末 に よ る検 索 に よ っ て入 手 す る運 用 方 式 が 考 え ら

れ る。

第4に,シ ス テ ム化 対 象 業 務 の拡 張 で あ る。例 え ば,シ ステ ム の基 本 構 想 の

中 に あ る直営 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 入 出金 管 理 と同 様 な もの が,協 会 本 部,支 部

協会 に お け る経 理 デー タに つ い て も考 え られ る。

2)そ の他 の社 会 福 祉 関 連 機 関 へ の拡 張

ユ ー ス ・ホ ス テ ル情 報 シス テ ムが 必要 とす る シ ステ ム全 体 の機 器構 成 の 単 な

る拡 張 性 の 問題 とは異 るが,各 々の社 会 福 祉 関 連 機 関 が 単独 に情 報 シ ス テ ム を

構 築 してい くこ とは,シ ス テ ム を開発 して い くため の人 的,経 費 的 な 困難 性,

運 用 にお け る費用 が 割 高に な る こ とな どか ら考 え る と全 国 的 な 規模 で 運 営 され

て い る機 関 が 共 同 して情 報 シス テ ムを共 有 し,運 営 して い くこ とが 考 え られ る。

例 えば,(財)国 民休 暇 村 協 会,(財)国 立 公 園協 会 な どは ユ ー ス ・ホ ス テ

ル と同 様 に 全 国 に宿 泊 施 設 お よ び案 内所 を もってお り,当 然 宿 泊 予 約業 務 が そ

こに存 在 す る。 これ に つ い ては ユ ー ス ・ホ ス テ ルの情 報 シス テ ムに お け る端 末

機 器 が その ま ま有 効 的 に 利用 で きる し,シ ス テ ム と共 有 す る こ とを前 提 に して

シス テムの機 器 構 成 を考 え る と,ホ ス ト ・マ シ ン,回 線 ネ ッ トワー クの大 部 分

(各 ブ ロ ックの 中継 点 か らセ ン ター まで の 高 速特 定 回線 部 分)な どが 共 同利 用

で き,各 々別 々に 設置 す るよ りは 大 巾 に安 価 な シス テム構 成 に な る 。 ま た セ ン

ター に お け る運用 体 制 につ い て も,固 定 部 分 が 共 有 で き る点 か ら人 件 費,電 光

熱 費 な どの 運用 経 費 が割 安 に な る。

ま た,(福)中 央共 同募 金 会 の シス テ ム化 業 務 の よ うな バ ッチ処 理 形 態 の も

の に つ い て も,そ れ だ け で は コ ン ピ ュ ー タ導 入 に結 びつ か な い もの で あ って も

共 同 利用 方 式 で 情 報処 理 機 器 を有効 的 に 活用 して い く方 法 が あ る。

一149一



4.3運 用 方式

4.3.1端 末 運用 方 式

1)端 末運 用 方法

端 末運 用 の基 本 と しては,端 末 と設 置 した施 設 の 事務 体 制 を大 巾 に 変 化 させ

る もの で は な く,事 務 の 一 部 が機 械 化 され る とい う考 え方 が とれ る。 したが っ

て,端 末 の操 作 員 は 現 状 の 事務 を と る人間 が 兼 務 で お こな う もの とす る。 端末

の 操 作 その もの を考 え て も特殊 な技 能 を必 要 とす る もの では な く,護 れ で もが

一定 の教 育 ・訓 練 を受 け る こ とに よ って端 末機 器 の操 作 が 可能 で あ る。

イ)端 末 の設 置 位 置

各施 設 の端 末 設 置 位 置 は 次の よ うな位 置 を想 定 す る。

・協会 本 部一 一 総 務 部,管 理 部 な どの 事務 室 の一 角 に業 務 ごとに業 務 遂 行 に

便 利 な位 置(2～3台 の 端 末 を ま とめ て設 置 す るの で は な く,

各 業 務 ご とに,い つ で も手軽 に使 え る位 置)

・支 部 協 会 ・……宿 泊 予 約,会 員登 録 が 主体 で あ る た め受 付窓 口

・直 営/指 定 ユ ー ス ・ホ ス テル ……・フ ロ ン トまたは 事 務 室

・直 営 案 内所 な ど・……宿 泊 予 約,会 員登 録 が 主 体 で あ るた め受 付窓 口

ロ)端 末操 作 員

各組 織 の 端 末操 作 員 は 次の よ うに想 定 す る。

・協会 本 部 一一 現 状 の事 務 員 が 兼務

・支 部協 会 …一 現 状 の窓 口担 当者

・直営/指 定 ユ ー ス ・ホ ス テ ル …一 ペ ア レ ン ト

・直 営案 内 所 な ど一 ・…現 状 の窓 口担 当 者

ハ)端 末 運用 時 間帯

端 末 運用 時 間 帯 は一般 に9:00～17:00の 通 常勤 務時 間 を原 則 とす

る。特 に シス テ ム化 対 象 業 務 別 に運 用 時 間 帯 を想 定 す る と次の よ うに な る。

・宿 泊 予 約 関 係 …-9:00～17100
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ただ し,当 日の 締 切 は15:00と す る。

・宿 泊 予 約表 の作 成 …・…・17:00～20:00

・会 員登 録 関 係9100～17:00

・入 出金 管理 関係 …………9:00～20:00

・そ の他 各 種 管理 資 料 作 成 ・…9:00～17:00

以 上 の時 間 帯 は標 準 の端 末運用 時 間 帯 と し,特 に忙 しい季 節 あ る いは 曜 日

は運 用 時 間 帯 を 長 くす る こ とを考 え る。

⇒ 端 末処 理 の 方法

端 末 の 事 務 の なか での 利用 方法 と しては,端 末 が 事務 の場 に い つ で も利用

で きる よ うに 設 置 ・運 用 され て い る こ とを 前提 に考 え,人 間 の 事 務 シス テ ム

と機 械 に よ る シス テ ムが 有機 的 に結 合 さ れ,両 方 の もつ 長所 を よ りよ く活用

す る よ うな 考 え 方 を基 本 とす る。業 務 別 に直 接 ホ ス テ ラ ーと接 す る組 織 に お

け る端 末 処 理 方法 は 次 の よ うにな る。

・宿 泊 予 約 関 係 …………す べ ての処 理 が端 末 機 器 を使用 し てお こな う
。

・会 員 登 録 関 係 ・… 一…申 込 受 付 ,申 込 書 の 内容確 認,会 員 登録 料 の 受 取,申

込 書 の 協会 本 部(セ ンター)へ の送 付 な どの 手 作業 事

務 と端 末 に よ る会 員番 号 の 付 与 との端 末処 理 とを結 び

あ わせ てお こな う。

・入 出金 管 理 関 係 ・一…直営 ユ ース ・ホ ス テ ルの 現 場 にお け る事 務 を 一 部 を簡

素 化 す る と同時 に 協 会 本 部 へ の 入出 金 報 告 を簡 素 化 し

た形 態 の 事務 をお こな う。

さ らに,協 会 本 部 ・支 部 に わ け る 各種 統 計 資 料 お よ び管 理 資料 は,情 報 シ

ス テ ムが作 成 す る こ とに な るの で,そ れ らを タ イ ミン グよ く取 出 し ,そ の取

出 した情 報 を有 効 に 活動 して い く業 務 の や り方 を お こな う。

2)端 末 ・回線 障 害 対 策

端 末 ・回線 障 害 の 発 生 に 対 して,予 備端 末 を もつ といっ た障 害 対策 をお こな

うの で は な く,シ ス テ ム的 に 代替 手段 を準 備 し,一 定時 間 その 代 替手 段 で運用

し,一 方 では端 末 機 器 の 障害 復 旧 を お こな う方 式 を基 本 に考 え る。 この よ うな
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方 式 を と る理 由 と しては 次 の こ とに よ る。

・端 末 が 同 時 に 多数 障害 を お こす こ とは な く,あ る一 定 時 間 に は,ご く一 部 分

の端 末 の 障 害 であ る ため,シ ス テム全 体 に 及 ぼ す影 響は 小 さ い。

・ご く一 部分 の 端 禾 が 障害 を発 生 し た と して も近 隣 の施 設 に端 末 が あ るた め,

宿 泊 予 約 等 の 障 害 回復 まで待 つ こ との で きな い処 理 は電 話 な どで 他 の端 末 に

代替 す る こ とが 可能 で あ る。

・さ らに,そ の 他 の 入 出金 管理 業 務 な どは,端 末 障 害 回復 まで処 理 をの ば す こ

とが可 能 で あ る 。

イ)端 末 障害 対 策

端 末 を利用 し て処 理 す る もの につ い て端 末 障 害 が 発 生 した場 合 の対 処 の 仕

方 の 基 本 は表4-3-1の よ うに な る。

表4-3-1端 末 障 害対 策 の基 本

端 末 処 理 端 末 障 害 対 策

会
員
情
報
管
理

会員登録受付処理

電話 で近隣 の協会支部,直 営案 内所 または協会本部あ

るいはセンターに問合せ て会員番号 を付与 す る。 あるい

は,他 の窓 口ヘ シフ ト,回 復 まで待つ

登録 料 ・備品販売 費

管理処 理
回復 まで処理を待 つ

経報
理智
情理

入金管理処理 回復 まで処理 を待つ

出金管理処理 回復 まで処理 を待つ

宿

泊

情

報

管

理

予約状況案 内処理 ・他の端末 に電話で問合せ る

宿泊予約処理

・他の端 末で予約 する(電 話活用)そ の結果 を手作業

でクーポ ン発行 する

宿泊予約表作成処理 ・協会 本 部,支 部,セ ン ター に電 話 で問 合せ る

宿泊利用実績報告書

作成処理
回復 まで処理 を待つ

そ
の

他 難}蓑罐
回復 まで処理 を待つ
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な お,端 末 機 器 な どの 保 守 体 制 に つ い ては,端 末,モ デ ム を含 め て,全 国

い か な る と ころ で も障 害 発 生 の一 日後 には 回復 す る保 守体 制 を と る。 さ らに,

支 部 協 会,直 営 案 内所 な どの 都 市 部 分 に設 置 した端 末 につ い ては 翌 朝 まで に

回 復 す る保 守 体 制 を と る。

ロ)回 線 障 害 対 策

回線 ネ ッ トワー クの基 本 は公衆 通信 回 線 を主 体 とした もの で あ る か ら,回

線 上の 障 害 は 通 常 の 電 話 に よ る連 絡 と同 じ程 度 の 障害発 生頻 度 で あ るの で,

特 に対 策 を た て る こ とは 必 要 な い 。 た だ し,各 ブ ロック に中継 点 を もうけ 中

継 点 とセ ン ターの 間 を高速 の特 定 通信 回線 で結 ぶ方 式 に移 行 す る段 階 で は こ

の 特 定 通 信 回 線 の 障害 の ため,各 中 継 点お よびセ ンターの公衆 通 信 回 線 の 受 口

に余 裕 を もたせ る こ とに よ り,平 常時 に は最 も近 い中継 点 あ る いは セ ン ター

を経 由 して セ ンタ ー と結 びつ け て い た もの を,近 隣 の 中継 点 あ るい は セ ン タ

ー に直接 結 びつ け る方 法 で 回復 まで運 用 す る方 法 を と る
。

4.3.2セ ン タ ー 運 用方 式

セン ターは,本 システム運 用 の 中核 を な す もの で あ り ,デ ー タを一 元 的 に収 集 ・

処 理 ・ア ウ トプ ッ ト情 報の 提 供 とい った情 報 処 理 サ ー ビス を主 と して行 な う。 ま

た,シ ス テ ムの変 更,修 正 とい っ たメ ンテ ナ ン ス機 能 もセ ン タ ーには 必 要 で あ る。

1)セ ン ターの 機 能

セ ンターの機 能 は,シ ステムの オ ペ レー シ ョン,コ ンピ ュー タをは じめ とす る

セ ンター機 器 の 管 理,シ ステムの メン テ ナ ンスな どに代表 され る。 以 下 に セ ン タ

各機 能 要 素 の 概 略 を説 明 す る。

イ)運 用 計 画

コ ン ピュー タの運 用 全般 の計 画 を立 案 す る。 具体 的 には 運 用 ス ケ ジ ュ ー ル

を作 成 し,運 用 が ス ケ ジ ュー ル通 り行 な わ れ た か,処 理 結 果 の 正確 性 確 認 な

ど であ り,つ ぎの2つ に分 け る こ とが で き る。

(1)ス ケ ジ ュー ル管 理
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コ ンピ ュー タ処 理 の 年 間,月 間,週 間 お よび 日 ご との運 用 ス ケ ジ ュール

の 作 成 し管 理 す る。

(2)デ ータ授 受 管理

支 部 協 会,本 部 で発 生 す る デ ー タの 受付 か ら,パ ンチ,オ ペ レー シ 。ン

を経 て ア ウ トプ ッ ト情 報 を利用 者 に 引 渡 し あ るい は発 送 す る ま での デ ー タ

管 理 を行 な う。

(3)コ ン ピ ュー タ使 用 実 績 管理

コ ンピ ュー タの使 用 実 績 をは握,集 計 分 析 しコ ン ピ ュー タ処 理 の原 価 計

算,効 率 的運 用 の た めの 情 報 提 供 を行 な う。

ロ)オ ペ レー シ ョン

コ ン ピ ュー タの操 作 に係 る機 能 で あ り,実 際 に コ ン ピ ュー タを運 転 し収集

し たデ ー タに よ りア ウ トプ ッ ト情 報 を得 る。 この た め に は,オ ペ レー シ ョン

その もの の他 に つ ぎの 機 能 が 必 要 で あ る。

(1)磁 気 テ ー プ管 理

シス テム運用 に よ って作 成,保 存 され る磁 気 テ ー プ フ ァイ ルあ るい は媒

体 とし ての テ ー プ を管理 す る。

② 磁 気 デ ィス ク管 理

磁 気 テ ー プ と同 様,磁 気 デ ィス クに記 録,保 存 され る フ ァイル の管 理,

媒 体 上 の ス ペ ー ス管理 。 オ ンラ イ ン ・リアル タ イム処 理 方 式 を採用 す る本

シス テ ムに お い て は,主 要 な フ ァ イルは磁 気 デ ィス ク上 に記 録,運 用 を行

な うの で磁 気 デ ィス ク と くに デ ー タの 管理 は 重 要 な機 能 とな る。

(3)ジ ョブ制 御 文管 理

コ ン ピ ュー タ運 転 に 必 要 な ジ ョブ制 御 文 の作 成 保 存 管 理 す る。

ハ)コ ン ピ ュー タ管理

コ ン ピ ュー タをは じめ とす るセ ンター 内機 器 を適 切 に管 理 し・ コ ン ピュ ータ

が 常 に支 障 な く運 転 で き る よ う保 全 管 理 す る機 能 で つ ぎの もの が含 まれ る。

(1)機 器 管 理
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o

コ ン ピ ュー タ,パ ンチ マ シ ン,空 調 器 な ど関 連機 器 を常 に 正 常 な状 態 に

維 持 す る。

(2)消 耗 品 ・備 品管 理

コ ン ピ ュー タお よ び パ ンチ マ シ ンが 使用す る消 耗 品,セ ンター 内備品 の管

理 。 と くに 出 力用 紙 の在 庫 管理 し こ とに継 続 会 員 証,新 聞 発 送 用 帯 封 な ど

特 殊 な もの に つ い ては,そ の 管 理 を的 確 に行 な わな い と運 用 上 支 障 を きた

す。

(3)シ ス テ ム ・プ ログ ラム管 理

コ ン ピ ュー タ運 転 に 不 可欠 な オペ レ ー テ ィ ング ・シス テ ム を中 心 とす る

シス テ ム ・プ ロ グ ラム を最 新 か っ 正確 な もの と して維 持 す る。 シ ス テ ム ・

プ ロ グ ラ ムの 管理 をお こ た る と コン ピュ ー タの 正常 な運 転 に重 大 な 支 障 を

もた らす の で 重 視 しな けれ ばな らな い 。

二)シ ス テ ム ・メ ンテ ナ ンス

どん な シ ス テ ムで も完 成 し運用 を開 始 して 一定 期 間 を経 る と部 分 的 な変 更,

仕 様の 追 加 が発 生 す る。 これ に対 処 す る た め,セ ンター機能 の一 つ にシス テム

の メ ンテ ナ ンス機 能 を持 たな けれ ば な らな い。 機 能 的 には つ ぎの2つ に 分 け

.ら れ る。

(1)プ ログ ラム管 理

変 更,修 正,新 規 に追 加 の 発 生 した プ ロ グ ラムの 開発,旧 プ ログ ラ ム と

の 入れ 換 え な ど。

(2)ド キ ュメ ン ト管 理

シ ス テ ムを最 新 の もの と して維 持 して い くために は,シ ス テ ム仕 様,プ

ロ グ ラ ム仕 様,オ ペ レー シ ョ ン仕 様 な ど各 ドキ ュメ ン トを 常 に最 新 の もの

と して維 持 し てい か な けれ ば な らな い。
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計

コ ン ピ ュ ー タ 管 理

ス ケ ジ ュ ー ル 管 理

デ ー タ 授 受 管 理

使 用 実 績 管 理

磁 気 テ ー プ 管 理

磁 気 デ ィス ク管 理

ジ ョブ制 御 文管 理

消耗 品 ・備品 管 理

シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ム 管 理

システム ・メ ンテナ ンス プ ロ グ ラ ム 管 理

ド キ ュ メ ン ト管 理

図4-3-1セ ン タ ー の 機 能
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2)要 員構 成

セ ンターの要員 につ いては1)の センター機能 で示 した各機能 に応 じた要 員 が 必 要

にな るが,こ れ は 各機 能 ご とに 別個 の要 員 を あ て る必要 は な く,い くつか の機

能 を兼 務 す れ ば よ い。

本 セ ンター構 成 では,シ ステムの 開 発 機 能 は 持 た ず,情 報処 理 サ ー ビス を 主体

と して,シ ス テ ム開発 機 能 と しては メ ンテ ナ ン ス機 能 の み を持 つ 。 したが っ て,

セ ンター要員 として もサー ビス機能 としての セ ンター 要 員が 中心 とな るつ ぎの 要 員

で構 成 す る。

・セ ン ター 管理 者

・運用 責 任 者

・オペ レ ー タ

・パ ンチ ャ

・プ ロ グ ラマ

・庶務

これ ら要 員 の 構 成 数 お よび要 員 数 を図4-3-2に 示 す。 セン タ ーの機 能 の う

ちオ ペ レー シ ョン と密 接 な関 連 の あ る もの は オペ レー タが,シ ス テ ム ・メ ン テ

ナ ンス,シ ス テ ム ・プ ロ グ ラムに 関連 の あ る もの に つ い ては,プ ログ ラ マが業

務 す る もの とす る。

2名

*オ ペ レー タ兼 務

2名

図4-3-2セ ン タ ー 要 員 数
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3)運 用 時 間帯

運用 時 間帯 に つ い て は つ ぎの よ うに考 えな けれ ば な らな い。

・ユー ス ・ホ ス テル お よ び直 営 案 内所 を考 慮 す る と 日曜 祭 日を問 わ ず オ ンラ イ

ン系 は 運 転 しサ ー ビス の提 供 を行 な う必要 が あ る。

・バ ッチ系 につ い ては通 常 勤務 日の運 用 を行 な えば 十 分 で あ る。

・通 常勤 務 時 間帯(平 日9:00か ら17:00)は,オ ンラ イ ン系 優 先 と しバ

ッチ系 は主 と して17:00以 際 を使 用 す る。

セ ン ター運 用 時 間帯 を表4-3-2に 示 す 。

表4-3-2セ ン タ ー運 用 時 間 帯

処 理 系 平 日 土 曜 日 祭

オ ン ラ イ ン系 9:00～20:00 9:00～20=00 9:00～20:00

バ ッ チ 系 9:00～20:00 9:00～12:00

4)障 害 対策

図4-2-5で 示 した ホ ス ト ・マ シ ンの構 成 では,シ ンプ レ ックス ・シス テ

ムで あ り,完 全 な マ シ ンダ ウ ン対策 は 講 じて い な い。 しか し,機 器 構成 上一 部

の装 置 に障 害 が 発生 して も短 時 間 の 停 止 で運 転 が 再 開 で き るよ う余 裕 を もった

構 成 とな って い る。機 器 構 成 上 の 配 慮 の 他,再 運 転 の た め に必 要 な リカ バ リ処

理(異 常 事態 が 発 生 した場 合,一 旦,異 常 終 了 した後 で再 度 同 一 の 処 理 時 点 ま

で シス テ ムを復 旧 す る)を は じめ とす る オペ レーテ ィン グ ・シス テ ム の有 す る

信 頼 性 保 証機 能,ハ ー ドウ ェアの もつ 信 頼 性 保 証機 能 な どホス ト ・マシンの もつ

障害 対 策 機 能 に よ る。

ホ ス ト ・マ シンに よ る信 頼性 保 証 機能 に よ る障 害 対策 に よれ ば,障 害 が発 生

した場 合 は速 や か に 回復 させ るか,そ の 影 響範 囲 を極 力 小 さ くす る こ とに よ り
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コ ン ピ ュー タが 停 止 す るの を防 止 す る こ と と,障 害 状 況 の 記 録 に よ り保 守 を容

易 に し障 害 発 生 の 未 然 防 止 を 目的 と してい る。具 体 的 に と られ る回復 処 置 は つ

ぎの よ うに な って い る。

イ)CPU,メ モ リ,チ ャネル装 置,入 出 力装 置 で 障害 が 発 生 した場 合,障 害

の 解 析 を行 ない 再 試 行 し て回復 で あれ ば 回復 させ る。

ロ)装 置 に障 害 が 発 生 し回復 不可 能 な と き,記 録 媒 体 が取 り外 し可能 で あ れ ば,

別 の装 置 で再 試行 で き るよ うスケ ジ ュー ルす る。

ホ ス ト ・マ シ ンの 構 成 上 か らは,信 頼 性 保 証 機 能 の支援 に よ り,障 害 の発 生

した装 置 を切 り離 し,他 の 正常 な装 置 に切 り換 え て運 転 を再 開 す る こ とに な る。

構 成 上 切 り換 え運 転 可能 な 装 置 は,つ ぎの とお りで あ る。

① 磁 気 デ ィス ク装 置1台 まで

② 磁 気 テ ー プ装 置2台 まで(た だ し,バ ッチ処 理 に つ い ては 回復 す る まで

中 断 す る)

③ 高 速 度 印 字 装 置1台 まで(た だ し,2台 同 時 使 用 時 は 回復 まで中 断)

④ 操 作 卓,デ ィス プ レ ー装 置 に 切 り換 え て運 用

⑤ メモ リ,256KB～512KB程 度 であ れば 効 率 は 下 が るが残 りで運 転 可 能

5)フ ァイル管 理

オ ン ラ イ ン ・リアル タ イム処 理 では,発 生 す るあ らゆ る障 害 に 対 し てデ ー タ

の 保 全,状 態 の 復 元,正 常 な リス ター トを可能 と す る必要 が あ る。 この た め に

必要 な つ ぎの機 能 に つ い ては,オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ムの オ ンラ イ ン制 御

の機 能 に まか せ る。

① ファ イ ルの 排 他 管 理

② リカ バ リの ため の ロ グデ ー タ収 集

③ 各種 障害 か らの復 旧 再運 転
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4.3.3導 入 ・運 用 費 用

導 入 ・運 用 費用 に つ い ては,シ ス テ ムの 概要 設 計 の 段階 であ る ため,費 用 の詳

細 な 点 まで検 討 しえな い の で,こ こで は 費用 の 目安 を提示 す る こ とに な る。

1)導 入 ・運用 費用 の説 明

導 入 ・運用 費用 を大 別 す る と,

・情 報機 器 等 の導 入 費用

・情 報機 器 の導 入 に伴 う一 時 費用(ソ フ トウ ェア開発 費 を含 む)

・運 用 費用

の3つ に分類 され る 。 こ こで は 費用 項 目 ごとに 支払 方 法 と費用 内容 の説 明 を

お こな う。

表4-3-3情 報機 器 等 の 費用 の 説 明

支 払 方 法
項 目 説 明

一時 払 月 払

セ ンターに設 置す るホス ト ・マ シン(電 子 計 算 機 本

ホ ス ト ・

○ 体 お よ び周辺 装 置 一 式)は 一 般 に レ ンタ ル方 式 が
マ シ ン

多 いの で こ こでは レ ンタ ル金 額 とす る。

各施 設に設置 する端末機器は買収 または リース方

端末 機 器 ○ ○ 式(5年 リース)が 多 くこ こで は 両 方 の金 額 を並

列的に提示 す る。

公衆 通 信 回線 で接 続 され る端 末 お よ びホ ス ト ・マ

シンの公衆通信回線の受 口に必要で一般 に買収 ま
モ デ ム ○ ○

たは リー ス方 式(5年 リー ス)が 多 いの で 両方 の

金額 を並 列 的 に提示 す る。 ・

セ ンターに設置す るパンチ機 器 は 一 般 に レ ンタル 方
パ ンチ機 器 ○

式 が 多 いの で こ こで は レ ンタ ル金 額 とす る。
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表4-3-4情 報機 器 等 の導 入 に伴 う一 時 費用 の 説 明

項 目 支払方法 説 明

ソ フ トウ ェア

開 発 費

一 時 払
ユ ー ス ・ホ ス テル情 報 シス テ ムの シス テ ム構 築,プ

ロ グ ラム開発 な どの ソ フ トウ ェ ア開発 費

ホ ス ト ・マ シ ン

搬 入 ・調 整 費

"

〃
ホ ス ト ・マ シ ンの 荷造,運 搬,現 地 調 整 費

端 末 機 器

搬 入 ・調整費
〃 端末機 器の荷造,運 搬,現 地調整費

モ デ ム

設 置 ・調整 費
〃 モ デムの現地 調整,電 々立合費

回線取付費 〃
電 々公社の特定通信回線,公 衆通信回線の取付費

ただし,債 券は含 まない

什器備品購入費 〃

デ ィス ク ・パ ック,MTキ ャ ビネ ッ トな どの 什 器 備

品 の 購 入 費

工 事 費 〃

セ ン ターの電 子 計 算機 室 な どの空 調 工 事,防 音 工 事,

床 工 事,電 源配 線 工 事,回 線 工 事 費 等

表4-3-5運 用 費用 の説 明

項 目 支払方法 説 明

回 線 費 用 月 払 電 々公社の 回線使用料 お よび基本料金

保 守 費 用 月 払
端 末 機 器,モ デ ムな どの 買 収,リ ース 方 式 で取 得 す

る機 器 の 保 守 費

セ ン タ ー消 耗 品 月 払
コ ン ピ ュ ー タ用 一 般 用 紙,プ リ ン タ用 リ ボ ン,MT,

カ ー ド又 は デ ィ ス ケ ッ トな ど の 費 用

電力 ・水熱 光費 月 払
電子計算機室運用 の ために必要 な電力費,空 調の水

道費な ど

センタ要員人件費 月 払 オ ペ レー タ,パ ンチ ャー,運 用 管 理 者 な どの 人 件 費

端 末 消 耗 品 月 払 端 末 の リボ ン,用 紙 な どの 費用

帳 票 印 刷 費 月 払
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2)費 用 の概算見積 金額

費用 について概算の見積金額 に以下の表の ようにな る。

表4-3-6情 報機器等 の費用

第1案 第2案
項 目

月額/買 取 金 額 備 考 月額/買 取 金 額 備 考

ホス ト・

月 額 1500万 円 レ ン タ ル 月 額 1200万 円 レ ン タ ル

マ シ ン

買 取

第1種

350～400

万 円/台
約80台

5年 リー ス

第3種

端末機

(月 ・額)

(7.35～8.4万円/月 ・台) 買 取

500

約80台
万円/台

器 第2種

買 取 150～200

万 円/台
約520台

(月 額)

10.5

5年 リ ー ス

(月 額)

(3.15～4.2万円/月 ・台)
万円/月 ・台

買 取
30～40

万 円/台
約600台

モ デ ム

(月 額)
0.63～0.84

万 円/月 ・台
5年 リ ー ス

7.5万 円/月 ×1台(カ ー ド ・パ ンチ)
パ ン チ

機器
月 額 29万 円/月 ×1台(デ ィスケ ッ ト ・パ ンチ)

6.5万 円/月 ×2台(デ ィ ス ケ ッ ト ・パ ン チ)

つ
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表4-3-7情 報 機 器 等 の導 入 に 伴 う一時 費用

項 目 月額/一 時 金 額 備 考

ソフ トウ ェア

開 発 費
一 時

4800万 円

3600万 円

SE5人 ×12ケ 月 ×@80万 円/人 ・月

PE5人 ×12ケ 月 ×@60万 円/人 ・月

ホス ト・マシン

搬 入調 整 費
一 時 150万 円 第1案,第2案 と もほ ゴ同 額

第1案 約600台 第2案 約80台

端末

搬入調整費
一 時 10万 円/台 この金額 は場 所 に よって異 るが全国

平均値 とする

モデム

搬 入調整費
一 時 3万 円/台

第1案 約600台

第2案 は不要

公 衆 回 線1台 に つ い て ・……・第1案 で
&5万 円/台

約600台
回線取付費 一 時

10.9
特 定 回線1回 線 に つ い て一 …・第1,

万円/回 線
第2案 で約80回 線

80万 円 コ ン ピ ュー タ室:デ ィス ク ・MTワ ゴ ン,

カ ー ド ・ラ ッ ク,MTキ ャ ビ ネ ッ ト

な ど

80万 円 保 管 室:デ ィス ク ・ケ ー ス,ス チ ー ル

什 器 備 品
購 入

一 時

20万 円

棚,MTキ ャ ビネ ッ トな ど

作 業室:作 業 机,事 務 机,椅 子,黒

板 な ど

15万 円 パ ン チ 室:机,ス チ ー ル 棚,キ ャ ビ

ネ ッ トな ど

240万 円 デ ィ ス ク パ ッ ク24万 ×10台

工事費は ここでは金額 を見積 ること
工 事 費 一 時

が不可能
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表4-3-8運 用 費 用

項 目 月額/一 時 金 額 備 考

3600万 円/月 特定通信回線(80回 線分)
月 額

公衆通信回線部分は別表参照

保守料は買取金額の年6～8%程 度

保守費用 月 額 月 当 りに換 算 す る と05%～066

%程 度

MT10本/月X@5000

デ ィ ス ケ ッ ト

センター消耗 品 月 額 125万 円/月 10枚/月 ×@2500

リ ボ ン,ス ト ッ ク ホ ー ム,カ ー ド,

その他5万 円/月

電 力 費 な ど 月 額 30万 円/月

管 理 者1人
@80万 円/月 ×1人=80万 円

運用責任者1人
@70万 円/月 ×1人 一70万 円

プログラマー2人

セ ン タ ー要 員

人件 費
月 額 850万 円/月

@60万 円/月 ×2人 一120万 円

オ ペ レー タ6人

@50万 円/月 ×6人=300万 円

パ ンチ ャー4人

@50万 円/月 ×4人=200万 円

庶 務2人
@40万 円/月 ×2人 一80万 円

端末消耗品費 月 額
1000

円/月 ・台

第1集 約600台
1台,1ケ 月あ た り

第2集 約80台

詳細が検 討 され ていないので

帳票印刷 費
ここでは見積 不可能
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表4-3-9 公衆通信 回線使用 料概算値

(宿 泊予約1件 当の回線使用 料参 考値)

ブロ ック

ブロック内の平均回線使用料 宿 泊 予 約1件 当の 回線 費*

備 考
10円 で の

接 続 時 間

1分 間

使 用 料

接続時間
30秒/件

45秒/件 60秒/件

北海道 平均25秒 240円 120円 180円 240円

東 北 平均4秒 150円 80円 120円 150円

関 東 平均30秒 20円 10円 20円 20円

北信越 平均5秒 120円 60円 90円 120円

東 海 平 均6.5秒 100円 50円 70円 100円

近 畿 平均4秒 150円 80円 120円 150円

中 国 平均3秒 200円 100円 150円 200円

四 国 平均3秒 200円 100円 150円 200円

九 州 平均25秒 240円 120円 180円 240円

姓)*宿 泊予約1件 当 りの回線 接続 時間 を3種 類仮定 す る。
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4.3.4移 行 計 画

1)要 員教 育

開 発 の 進 行 に伴 い,本 番 稼 動 開 始 まで に運 営 の た め の要 員の 養成 を 行 な う必

要 が あ る。 と くに本 シス テ ムで は端 末 オ ペ レー シ ョン担 当 者 が,協 会 本 部,支

部 職 員 あ るいは ペ ア レ ン トとい う専 損 者 では な いの で事 前 の教 育 を十 分 に行 な

わ な けれ ば な らな い。

これ に対 して,セ ンターの構 成 要 員 につ い ては,専 ら情 報処 理 サー ビス を行 な

うこ とが職 務 内容 とな る専 損 者 で あ るの で コ ン ピ ュー タの ハ ー ドウ ェア,ソ フ

トウ ェア,情 報処 理 技 術 に 関 す る専 門 的 教 育 を必 要 とす る。

こ こでは,セ ンター要 員 を除 くユー ス ・ホ ス テ ル協会 職 員 お よ びペ ア レ ン トを

対 象 に し,つ ぎの よ うな 事 前 教 育 を行 な う。

イ)協 会 本 部,支 部職 員 で端 末 の オ ペ レー シ ョンを担 当 す る者,ペ ア レ ン ト

業 務処 理 に お け る コ ンピ ュー タの 利用 方 法 の知 識 を もち,端 末 の オ ペ レー

シ ョン方 法 に精 通 し,端 末装 置 を用 い て業務 処 理 を遂 行 で き る能 力 を養 う。

教 育 内容 はつ ぎの とお り。

① コ ン ピ ュー タ概 説

ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,ア プ リケ ー シ ョン

② ユ ース ・ホ ス テ ル関連 業 務 シス テ ム

各 業 務 処 理 は コ ン ピ ュー タに よ って どの よ うに処理 され るか,処 理 手続

は ど うか わ るか

③ 端 末装 置 の オペ レー シ ・ン方 法

ロ)協 会 本 部,支 部 一般 職 員(端 末 オ ペ レー シ ョン を担 当 す る者 を除 く)

業務 処 理 に お け る コ ン ピ ュー タの 利用 方 法 の 知 識 を もち,業 務 に必 要 な 情

報 を業 務 担 当者 の立 場 か ら評価 し う る能 力 を養 う。 教 育 内容 は つ ぎの とお り・。

① コ ン ピ ュー タ概 説

ハー ドウ ェ ア,ソ フ トウ ェア,ア プ リケー ジ ョン

② ユ ー ス ・ホ ス テ ル関連 業 務 シス テ ム
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業 務 処 理 手 続 は ど うか わ るか,注 意 すべ き点 は何 か 。

2)移 行 ス ケ ジ ュー ル

移 行 の 考 え方 と しては,端 末装 置 の設 置 場 所が 全 国 多数 に 分 散 して い る こ と

か ら,一 斉 に設 置稼 動 開 始 を行 な うこ とは む ず か しい。 この た め,移 行 は 段 階

的 な移 行 を行 な う もの と しつ ぎの よ うに 考 え る。

① 第1段 階

協会 本 部,支 部協 会,直 営 案 内所 に端 末 設 置 を行 な い稼 動 を 開 始 す る。

② 第2段 階

直 営 ユ ース ・ホ ス テ ル,一 部 の委 託案 内所 に端 末 設 置 を行 な い稼 動 を開 始

す る。

③ 第3段 階

指 定 ユ ー ス ・ホス テ ル に端 末 設 置 を行 な い稼 動 を開始 す る。 この場 合 も指

定 ユ ース ・ホ ス テ ル576ケ 所 一 斉 に稼 動 開 始 す るので は な く,全 国9ブ ロ ッ

クの 各 ブ ロ ック単位 に順 次稼 動 開始 す る もの と する。
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結 び

本 年 度 は,社 会 福 祉 関 連 の 公 益 的機 関 の 中 か ら(財)日 本 ユー ス ・ホ ス テ ル協

会 を 情報 シス テ ム化 の 対 象 モ デ ル機 関 に選 定 し,将 来 全 国 的 規模 を有 す るそれ ら

の機 関 が共 同 利 用 す る こと を前 提 に した理 想 的 な シ ス テ ムの構 築 を 進 め て まい り

ま した 。今 後 は本 年 度 の作 業 成 果 であ ります シス テ ムの 基 本構 想 ・概略 設 計 の 内

容 を踏 え て,研 究 開発 を進 め て行 く必要 が あ ります。

す な わ ち,概 略 設計 に もとず き ハー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェア面 お よ び運 用 面 等

か らの詳 細 な検 討 を加 えて モ デ ル シス テ ムの詳 細 設 計 を行 な い プ ロ グ ラム を作 成

す る と と もに,こ の モ デ ル シス テ ムを用 い て シ ステ ム実 験 を実施 し,そ の評 価

を通 して フ ィー ジ ビリ テ ィーの 検 討 を行 な い,そ の結 果 を踏 え て実用 化 シ ステ ム

の 開発 を実 施 す る こ とが 運 営 の 合 理化 ・サ ー ビスの向 上 等 につ な が る もの と考 え

られ ます 。
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附 録1

諸 外 国 に お け るユ ー ス ・ホ ス テ ル 活 動 の 現 状

1.概 要

現 在 国 際 ユ ー ス ・ホ ス テ ル連 盟 に加 盟 す る協会 は,50協 会 をか ぞ え,そ の う

ち1国 に2つ の 協会 が あ る国 を1と 数 えると48協 会 とな るが,こ の 内訳 は,ヨ

ーロ
ッパ24ケ 国,ア ジアおよび南 太平 洋12ケ 国,南 北 アメ リカ4ケ 国,ア フ リカ

お よ び中 近 東 で8ケ 国 で,過 半 数 が ヨ ー ロ ッパ に集 中 して い る 。

一 方 ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 数 で云 へ ば
,国 際 ユ ー ス ・ホス テ ル連 盟 加 盟 国 ホ ス

テルの 総 数 は 約4740ケ 所 で,そ の う ち ヨー ロ ッパ に は3440の ホ ス テ ルが あ

り,全 体 の72.6%を 占 め て い る。 以 下 ア ジ ア太平 洋 地 域1050,22.2%,南 北

アメ リカ210,4.4%,ア フ リカ40,0.9%の 順 で あ る。

これ を ア ジ ア地 域 だ けに 限 ってみ る と,こ の地 域 は 西 は 地 中海 に の ぞむ イ ス

ラ エル か ら,東 は太 平洋 の ニ ュー ジー ラ ン ド,オ ー ス トラ リヤ を含 む広 大 な地

域 で あ るが,ホ ス テル は前 述 の如 く世 界 の22.2%し か な い。

しか もこの ア ジ ア地 域1050ケ 所 の ホ ス テ ルの う ち,日 本 だ け で570ケ 所 の

ホ ス テ ルが あ り,こ の地 域 全 体 の55%,過 半 数 を 占 め てい る。

ま た,活 動 の あ り方 も大 陸 別 に その 性 格 を異 に してい る。

1)ヨ ー ロ ッパ:ユ ース ・ホ ス テル運 動 が創 成 され た ドイ ツ よ り波 及 し,半 世

紀 以 上 の 実績 を つ み,人 々の 殆 ん どが ユ ース ・ホ ステ ル運 動 を知 ってお り生

活 に密 着 してい る。

2)オ セ ア ニ ア:ヨ ー ロ ッパ 系 の人 々が 中心 とな り,第2次 大 戦 直 前 か らユ ー

ス ・ホ ス テル運 動 が は じ ま り,会 員 達 の 活 動 を土 台 に して い る。 ま た人 口 の

関 係 か らか,キ ーホ ステ ル(管 理 者 が お らず,会 員 が鍵 を借 りて宿 泊 す る)

の 形 が 多 い。

3)USA:運 動 の 開 始 は1934年 と歴 史 的 には古 い が,モ ー タ リゼ ー シ ョン

の普 及発 展 の影 響 を受 け国 内活動 は 不活 発 で あ るが,ヨ ー ロ ッパ 各 地 へ の旅

行 者 は す こぶ る多 い。
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4)ア ジ ア ・ア フ リカ:日 本 を 除 い て経 済 的 に旅 を楽 しむ余裕 が 自国 の 若者 達

に少 な く,ま た海 をへ だ て て い る為 諸外 国 の青 年 が 訪 れ る例 が一 部 を除 い て

未 だ少 い。

5)日 本:ヨ ー ロ ッパ,ア メ リカか ら学 ん だ ユ ース ・ホ ス テ ル運 動 で は あ るが,

四 方 を海 に囲 れ た 島国 で あ る為,出 国 入国 の 手 間,経 費 が まNに な らず,海

外 志 向 は 高 って は い るが 未 だ そ の 数 は少 い 。国 内の宿 泊 も自国 民 が 圧 倒 的 に

多 く,外 国 人 の 利用 は総 宿 泊 数 の1.9%と す こぶ る低 い。

また 各国 の 動 き もその 国 に よ り多 少 異 った運 動 の す 、め方 を してお り,傾

向 と しては,学 校 教 育 との 結 びつ きに重 点 をお く国 と,青 少年 個 人 の 旅 行 活

動 に 重 点 をお く国 とに分 か れ,前 者 で は,ド イ ツ,イ タ リー,ス イス,イ ギ

リス,イ ス ラ イ ルな ど,後 者 で は,ス エー デ ン,ノ ル ウ ェー,ア メ リカな ど

で,日 本 は い ま まで の とこ ろ どち らか と云 え ば,後 者 に属 す る。(昭 和50年

よ り学 校 パ ス を無 料 で発 行 して い るが,教 育委 員会,校 長 等 の 理 解 が ま だ す

、ん で お らず,機 能 して い な い。)

2.ユ ー ス ・ホ ス テ ル先 進 国 で あ る西 ドイ ツユー ス ・ホ ス テ ル協 会 の 機 構 と諸 活

動

1)西 ドイ ツユ ー ス ・ホ ス テル協会(一 略 称DJH)の 機 構 の概 要

DJHの 本部 事 務 局 は,西 ドィ ッの 首 都 ボ ンに で は な く,ハ ノー バ ーか ら

160Km西 方 の 静 か な 田舎 町 デ ッ トモ ル ト.にあ る。

それ も町 の 中 心 よ りや 、離 れ た 高 台 の住 宅街 に あ る民 家 を1960年 に購 入

し事 務 局 と した。 事務 局機 構 は,局 長 の もとに総 務 部 門,会 員 部 門,広 報 部

門,需 品部 門,行 事 部 門,国 際 交 流 部 門 に大 別 され る。

DJHの 業 務 と しては

(1)政 府 との接 衝(補 助 金 等 の要 望)

(2)州 協会(ド ィ ッは12州 に 分 れ それ ぞれ 自治 政 府 を持 ち連 邦 体 を な して い

るの で州 意 識 が 強 い)と の 連 け い,調 整

(3)会 員証 の 発 行
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,

(4)機 関 誌 他諸 印刷 物 の 発行

(5)ペ ア レ ン トの研 修

(6)広 報 活動

(7)国 際 ユ ー ス ・ホ ス テ ル連 盟 お よ び加 盟国 との交 流

を 主体 と し てい るが,ユ ー ス ・ホス テルの運 営 に は一 部 を除 き直 接 に は タ ッ

チ して い な い。

ユ ース ・ホ ス テ ルの 殆 ん どは,自 治 体 か らの補 助 金 プ ラス,自 己資 金 で建

てた直 営 の 施 設 ば か りで あ るが,州 協 会 の管 理 の もとで運 営 を され てい る。

ドイ ツに お け る州 協 会 は,政 府 機 構 と同 じよ うに確 立 され て わ り,多 くの 権

限 を有 し てい る とこ ろか ら,本 部 協 会 は 主 に州 の 出 来 な い事 項,州 と州 とに

関連 す る事 項,全 国 に 関連 す る事 項 な どの処 理 を行 い州 協会 の 運 営 を円滑 に

させ る た めの役 割 を果 して い る。

州 協 会 は 又 その傘 加 に あ る市 町 村 協会(業 務 は,地 域 に お け る会 員 活 動,

入会 取 扱 い)を 統 括 し て い る。

2)会 員 証 の発 行

新 規 入 会 者 は全 国 各地 に あ る入会 受付 所 な どで,入 会 登 録 を行 うが,そ の

登 録 原 票 は本 部 に送 付 され,フ マ イ ル され,機 関 誌 発 送 等 の 資料 に され る。

この会 員登 録 管 理 に つ い て,DJHは1974年 よ り コ ン ピ ュ ー タ処 理 の

検 討 を は じめ,1976年 よ り会 員証 発 行 な らび に登録 管 理 部 門 の コ ン ビ。ユ一

夕化 を行 った 。

毎 年 新 規 に加 入 す る会 員 の 名 簿 は,本 部 に送 られ コ ン ピ ュ ー タ に入 力 され

る 。

会 員 証 に は 次 の 文 面 が プ リ ン トされ てい る。

「入会 宣 言 一 ・…私 は,私 の住 所 の属 す る州 協 会 に お い て,ド イ ツユ ー ス ・

ホ ス テ ル協会 の 会 員 とな ります 。私 は 次の年 の10月1日 まで に 書 式 を もって

解 約 通 知 を しな い場 合 は,さ らに継 続 され る こ とを認 め ます 。」

新規 入会 者 は,入 会 の 際 この誓 約 書 に サ イ ンす る事 に よ って長 期 会 員 とな
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り,毎 年 更 新 す る事 が 前 提 とな り,解 約 す る もの の み が通 知 を 出 す とい うシ

ス テ ムで あ る。

コ ン ピ ュ ー タ に フ ァ イ ル され た名 簿 か ら毎 年10年 登録 更 新時 に な る と,

次年 度 の会 員 証 が 自動 的 に登 録 者 宛 に送 付 され る。

翌 年2月 迄 に 登録 料 を郵便 局 又 は銀 行 に振 込 み,受 領 印 が押 印 され る と,

そ の年 に有 効 な 会 員 証 にな る訳 で あ る。

未納 者 には2月 に催 促 が な され,納 金 が な けれ ば 退 会 した もの と見 な して

名簿 か ら抹 消 し,3月 以 降 の 機 関 誌 の発 送 が 中 止 され る。

この シス テ ム に よ り会 員 の 更 新率 は80%に 急 上 昇 し,ま た残 りの20%も,

会 員証 の 必 要 性 を感 じ再 入会 す る例 が 多 い。

この継 続 会 員 に新 規 入会 者 が 上 積 み され るの で,会 員 は増 加 の 傾 向 に あ る。

この会 員増 の傾 向 は,コ ン ピ ュー タ導 入 に よ る シ ス テ ム 開 発 が 最 も大 き

な 要 因 では あ るが,ド イ ツの青 少 年 活 動 の な か で,ユ ー ス ・ホ ス テ ル利用 が

不 可 欠 な もの で あ りま た,ユ ース ・ホ ス テ ルは 会 員 の み に 開放 され てい る と

ころか ら,会 員 証 が 必 要 品 化 され て きて い る とい う事 実 も認 め られ る。

コ ン ピ ュ ー タ導 入 に よ る メ リ ッ トと しては,① 年 度 の は じめ に納 金 が 集

中 す るの で,資 金 計 画 が た て易 くな った。(以 前 は,旅 行 直 前 に 入会 す る と

い う例が 多 く資 金 運 用 が難 か しか った。 今 日本 が同 じ問 題 に直 面 し て い る。)

② ユ ース ・ホ ステ ル利用 割 引 証 とい う考 えか ら脱 皮 し,会 員 と しての 自覚

が 出 来 た。 以前 は ユ ース ・ホ ス テ ル利用 の 為 に会 員 に な って い たが,会 員 意

識 の 向上 か ら,機 関 誌 を求 め るた め に会 費 を払 うと い う例 も出 て来 て い る。

コ ン ピ ュ ー タ導 入 に よ るデ メ リ ッ トと しては,① 機械 処 理 の為 止 む を得

な いが,会 員 証 の格 調 が な くな り,安 っぽ くな った。② 国 際 規約 サ イズ と合

わず,ま た写 真 が は れ な くな った。③ 切 換 え の際,郵 便 同 等 で の処 理 とな る

ため,協 会 職 員 との 接 触 が な くな った,等 が挙 げ られ るが,金 銭 管 理,事 務

能 率 向上 そ して更 新 率 増 大 とい うプ ラス 面 を是 として い る。

3)広 報活 動
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会 員 に は年6回,28～32ペ ー ジの機 関 誌 が発 行 され 宅 送 され る 。 これ も

コ ン ピ ュ ー タ が プ リ ン トした住 所 シ ー ルを機 関 誌 には るだ け で よ く,帯 封

もつ け な い。

内容 は全 国 各地 か ら寄 せ られ た記 事 で埋 ってお り,本 部,支 部 協 会 が 主 催

す るホ ビー プ ログ ラ ムの 記 事 も多 い 。 ホス テ ラ ーの関 心 が 高 い と同 時 に ペ ア

レ ン トの関 心 も高 く投 稿 や写 真 の 提 供 が相 つ ぐ。 ま た,ユ ー ス ・ホ ス テ ル協

会 関 係 者,政 府,教 育 関 係 者用 と し て年6回 の 機 関誌 が 発 行 され,ユ ー ス ・

ホス テ ル運 動 の動 向 の 伝 達 と啓 蒙 に務 め てい る。

ユ ース ・ホ ス テ ルの 所在 を印 刷 し た ユ ース ・ホ ステ ル ハ ン ドブ ックは ドイ

ツ国 内版6万5千 部,国 際版(主 と し て ヨ ー ロ ッパ)7万 部 が 販 売 され て い

る。 内容 は,ス イ ス の よ うに 地 図 の裏 に 一覧 表 の型 式 で ま とめ る方 法 な ど,

コ ンパ ク ト化 を検 討 中 で あ るが,会 費 を若 干 値 上 げ して全 員 に 配 布 す る方 向

で検 討 を加 え てい る。

本 部 協会 で 印刷 して い る カ レ ンダ ー(使 用 後 ハ ガキ と して も活用 出 来 る)

は年 間40万 部 を学 校 を通 じ児 童 に販 売 し,ま た絵 ハ ガ キ も600万 枚 を 印刷 し

同 様 の 手段 で,児 童 他 一 般 社 会 に売 り出 し協 会財 源 の大 きな 部 分 を担 って い

.る 。

リー フ レ ッ トは,年 令別 に数 種 類 を印刷 し,自 然観 察,野 鳥 な どの 知 識,

旅 の す ば ら しさな どを イ ラス トで 判 り易 く解 説 しPR効 果 を あ げ て い る。

4)行 事 の 開発 '
＼

年 間200の ホ ビー プ ロ グラ ムが 本 部 又 は支 部 協 会の 主 管 に よ り開 催 され,

本部 協 会 で は これ のPRと 申込 み の 受 付 を行 う。

この ホ ビー プ ログ ラム は,主 と し て個 人会 員用 に計 画 され,年 間 国 内行 事

に4千 人,同 国 外 行 事 に4千 人 の 参 加 を得 て い る。

参 加 者 の性 別 は,男 子30%,女 子70%で,我 国同 様 女 子 の 参加 率 が 高 い。

この ホ ビー プ ロ グ ラム は,個 人 会 員 の グル ー プ化 を 目指 し利用 層 の 拡 大 を

は か って い るが 団体 利用 で年 間 満 杯 の ユ ース ・ホス テ ル に と っては,ホ ビー
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プ ログ ラム に対 す る理 解 は浅 く,受 入 を歓 迎 して いな い。

5)ペ ア レン ト研 修

本 部 協会 で研 修 の対 象 とす るペ ア レ ン トは州 協 会 で 正 規 に採 用 し た職 員 で

な け れ ば な らな い。期 間 は初 歩 コー ス で も3週 間 かsり,ユ ース ・ホ ス テ ル

協会 の 歴 史,組 織,ユ ー ス ・ホ ス テル利用 の 問 題 点 課 外 活動 教 育,一 般 社 会

学,国 際 ユ ー ス ・ホ ス テ ル連 盟 の 組 織 及 び機 構,青 少 年心 理 学,会 話 術 な ど

が あ る。

成 績 の 良 い ペ ア レ ン トは,抜 て き され て,よ り収 容 力 の大 きな施 設 に配 置

され,ま た永 年 勤 続 者 の 中 か ら海 外 旅 行 等 に派 遣 され る例 も多 い。

我 国 の 協 会 は,直 営 は 全施 設570ケ 所 の1割 に満 たず,他 は 契 約 ユ ース ・

ホ ステル ・ペ アレン トとなる為,研 修,研 鐙 の積 み上 げ が乏 し く,そ の 資質 が

云 々 され る例 が 多 い が,青 少 年 育成 の 前段 に,そ こに たず さわ る ペ ア レ ン ト

の 資質 の 向 上が 求 め られ るの は 当 然 で あ る。

6)ド イ ツに お け る ユ ー ス ・ホ ス テ ル利用 の特 徴

ドイ ツ政 府 は,第2次 大戦 の反省 か ら青 少年 教 育 に相 当 の配 慮 を行 って い

る。

1977年 の ユ ース ・ホ ステ ル協 会 に 対 す る連邦 政 府 の 支 出 は25億 円 で,こ

れ が12の 州 に 分 配 され る。 それ ぞれ の 州 政 府 は これ に約1億 円 程 度 の補 助 金

の 上 積 み を し,地 域 に お け る ユー ス ・ホ ス テ ルの 建 設 お よ び整 備 に充 当 し て

い るが,こ の 場 合 の 政 府 の 態 度 は,「 金 は 出 すが 口は 出 さな い 」方 針 で 一 貫

して い る。

ドイ ツの学 制 は基 礎教 育 に お い て10年 制 で,授 業 時 間 は 例 え ば1年 生 は週

20時 間。週5日(月 ～金)で あ るの で1日 当 り4時 間,つ ま り午 前 で学 校 は

終 了 と な る。 そ して午 後 は地 域 に あ る施 設,ユ ー ス ・ホ ス テ ルや ス ポー ツ ジ

ムな どで 過 ご す 。 カ リキ ュラ ムに組 ま れ た野 外 授 業 は 年 間4～7日 以 上組 ま

れ,宿 泊 を伴 う ものは4年 生 以上 の ク ラス単 位(35名 以下)で3週 間 以 内で

行 われ る。 つ き添 い は男 女 各1名 以上 で,内1名 は 必 ず教 師 で あ る事 とされ
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て い る。

この 野 外 授 業 に利用 され る施 設 は,政 府 の 所 有 す る青 年 の 家 等 もあ るが,

ユ ース ・ホ ス テ ルが 数 も多 く経 費 が安 い の で一 番 多 く使 用 され て い る。

宿 泊 の 経 費は原 則 と して父母 の 負 担 で は あ るが,政 府 の 青 少 年 育 成 プ ラ ン

の 中 か ら相 当多額 の補 助 金 が 支 出 され て い る。

この よ うな政 府 の施 策 の影 響 か ら,ユ ー ス ・ホ ステ ルの 利用 者 は 学 校 関 係

で50%を 超 え る。

2番 目 に多 いの が,学 校 外 の種 々の ク ラブ(社 会 人 と共 に運 動 ク ラ ブや 文

化 ク ラブ に所属 し活 動 す る)や,ゴ ー ル デ ンプ ラ ンに基 づ い て経 済 的 に余 裕

の な い家 庭 の 子供 を ユ ース ・ホ ス テ ルに グル ー プで宿 泊 を させ る形 で,こ れ

が40%,つ ま り学校 及 び 団体 利 用 で90%を 占 め るこ とに な り,個 人利 用 は

10%に 過 ぎ な い。

この 事 は 個 人 の旅 行 者 に と って若 干 の 問 題 を 引 き起 して い る。 これ は ペ ア

レ ン トの 姿 勢 に もよ るが団 体 優 先 の方 が取 扱 い が,た 易 い 為 に 個 人 客 に 対 し

満 員 で あ る と断 った り,団 体 と一 諾 の場 合 食 事 が あ と まわ しに な り,子 供 連

は騒 い で ウルサ イ。 この結 果 若 者 に ゆ と りが出 来 た為 か 「安 い宿 」よ り 「快

適 な宿 」を求 め,又 「集 団 」よ り 「個 人 の安 ら ぎ 」を求 め られ る よ うに な っ

て来 た。 この よ うな要 求 の 中 か ら生 れ たの が ユ ース ・ゲ ス トハ ウス で あ る。

7)ユ ー ス ・ゲ ス トハ ウ ス

前 述 の ごと く一般 の ユ ー ス ・ホ ス テ ルは,小 中学 生の 利 用 で殆 ど占 め られ

てお り(こ の事 に批 判 的 な ペ ア レ ン トもい るが,利 用 向 上 の為 に 止 む な し と

して い る)年 令の 高 い青 少年 の 為 の ゲ ス トハ ウス を との 構 想 が 出 て来 た の は

1950年 頃 か らで あ った 。 当時 は ユ ー ス ・ホ ス テ ル運 動 の 性 格 か ら この 考 え

に反 対 の 者 も多 か ったが,国 際 的 な旅 行 者 も増 え,年 令 の× きな 若 者 達 の 自

分の 時 間 と自分 の空 間 を求 め る声 に対 応 して1970年 頃 よ り設 置 され るよ う

に な っ た

しか しなが ら独 立 した建 物 と して は ミュンヘ ン(1974建 設)だ け で,そ
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の 他 は ユ ー ス ・ホ ス テル に併 設 され て お り,ケ ル ン,ハ ン ブ ルグな ど大都 市

に15ケ 所 で あ る。

施 設 内容 と し ては1-2人 部 屋 が 多 く(我 国 の 直 営 ユー ス ・ホ ス テ ルは一

般 に 二段 ベ ッ ト使 用 の8人 部 屋)シ ー ツ,寝 具 は 備 え付 けの もの を使 用 す る。

広 い ミー テ ィ ング室 や デ ィス コル ー ム もあ り,軽 飲 料 も提 供 出来 るよ うにな

って い る。 門 限 は 午 前1時(ユ ース ・ホ ス テ ルは22時)朝 食 付 で10～15DM

で あ る。

しか しな が ら一 般 の ホ テ ルの よ うな 全 く規 制 の な い利用 は 今 後共 認 め る事

は しな い 。 これ は ユ ース ・ホ ス テ ルが 社会 に 認 め られ期 待 され て い る以 上 こ

れ を裏 切 る事 が 出来 な い か らであ る。

ちな み に これ らの ゲ ス トハ ウス は外 国 人 の 利 用 が 多 く,ミ ュンヘ ンで48

%,ケ ル ン44%,フ ラ ンク フル ト37%,ハ ンブ ル グ34%,デ ュ ッセル ドル

フでは27%,を 占 め て い る。

又 逆 に ドイ ツの 個 人会 員 は 国 内旅 行 よ り も国 外 旅 行 を多 く して い る,こ れ

は ハ ン ドブ ックの 売 れ 方 か ら も判 断 出 来 る事 で あ る。

8)そ の他 政 府 に よ る ユ ー ス ・ホ ス テ ル運動 助 成 策

(1)兵 役 に 代 る奉仕 活動 の場 とし ての ユ ー ス ・ホ ス テ ル

ドイ ツは徴 兵制 で あ り,18才 ～45才 の 間 に15ケ 月 間 の兵 役 を義 務 とし

て課 して い る 。 しか しな が ら宗 教 上 の理 由等 に よ り兵 役 を拒 否 す る場 合 は,

これ に 代 る奉 仕 活 動 を18ケ 月 間行 えば良 い事 に な っ てい る。

これ の活 動 の場 と して,病 院,老 人 ホ ー ム,身 障 者施 設,そ して ユ ース

・ホ ステ ル が あ る。

ユ ー ス ・ホ ス テ ルに送 り込 まれ る これ ら若 者 は,ユ ー ス ・ホ ス テ ル協会

の 行 う事 前研 修 を受 け る。 そ して ユ ース ・ホ ス テ ル では 軍 隊 と同 じ く,週

1日 の 休 日 を もらい,手 当 を国 か ら支 給 され る。

(2)家 事 学 校 の 実 習 生

ドイ ツに お け る花 嫁 修 業 の 学 校 と して家 事 学校 が あ る。 これ は 奥 様業 に
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入 る前 の 実務 研 修 の 機 関 で あ るが,こ の学 校 の 学生 を家 事 実 習 生 と してユ

ース ・ホ ス テ ルに送 り込 む
。

ユ ー ス ・ホ ステ ルの ペ ア レ ン ト夫 人 の中 には,こ れ ら実 習 生 を指導 す る

資格 所 有 者,い わ ゆ る マ イス タ ー制 度 的 な指導 者 が い る。 こ の よ うな ユ ー

ス ・ホ ス テ ル中 に来 た実習 生 は,週2日 学校 に 通 い,あ とは ユ ー ス ・ホ ス

テ ルで料 理,裁 縫 等 の 実習 の他 ペ ア レ ン トの 子供 連 の 面倒 迄 み る。 この間,

国 か ら手 当が 出,2年 間 の実 習 を終 え る と,認 定の 免状 が お りる事 とな っ

て い る。

3.国 際 ユ ース ・ホ ス テル連 盟 トラベ ル セ ミナー

IYHFで は,近 年 盛 に な った国 際 間 の旅 行 を よ り活 発 に推 進 す る為 に 毎 年

各 国 の旅 行 部 門 担 当 者 を集 め,ト ラベ ル セ ミナ ーを開催 し てい るが,第10回 目

を数 え る この 会 議 は1978年9月,ノ ル ウ ェー国 ボス市 で開 催 され た。

この会 議 で は各 国 ユ ース ・ホ ス テ ル協 会 にお い て,い か に商 業 旅 行 業 者 か ら

青年 達 を守 るか とい う事 に つ い て真 剣 に討 議 され た。

セ ミナ ーの 目的 は,青 年旅 行 市場 を旅 行 業 者 の 躍 りん に まかせ る こ とな く,

ユ ー ス ・ホ ス テ ル本 来 の 健 全 で,教 育 的 な,'し か もどこ よ りも安 い旅 行 を我 々

が いか に青 少年 に提 供 出 来 るか を研 究,協 議 す る事 であ る。

この 事 は 同 時 に これ か らの ユー ス ・ホ ス テ ル運 動 の行 き方 を示 す もの で あ り,'

今 迄 の様 に単 に ユース ・ホ ス テ ルを建 て,漫 然 と泊 りに来 る青 年 達 を待 って い

るだ けの ユ ー ス ・ホ ス テ ル協会 で な く,積 極 的 に 彼等 に ユ ー ス ・ホ ス テ ル を含

め た旅 を提 供 しよ う とす る もの で あ る。

これ は 単 に ユー ス ・ホ ス テル運 動 の世 界 的 退 潮 を くい止 め る だ け で な く,今

後 に 求 め られ て い る国 際 即 時 予 約 制 度 と,世 界 的 チ ェー ンを持 ちつsあ るJO

TEL(YOUTHHOTEL)組 織 に対 抗 してユ ー ス ・ホ ス テ ルが生 き残

る手 段 と して,考 えて ゆ かね ば な らな い事 で あ る 。

今 回議 題 とな ったのは,① ユ ー ス ・ホ ス テル会 員 に対 す る運 賃 割 引 とそ の 他

の便 宜 の 獲 得,② 交通 関 係 各社へ の 協 力依 頼,③ 国際合 同 ホ ス テ リ ン グの共 催,
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④ 国 際 予約 制 度(旅 行 クー ポ ンの発 券)等 で あ り,そ の 他 各国 か ら持 ちよ った

さ ま ざ まな旅 行 企 画 に対 す る参 加 の 呼 び か け で あ った。

今 回 の 会 議 で特 に反 響 を 呼ん だの が,① 各航 空 会 社 の特 別料 金 設 定 の 申 し入

れ(今 回 セ ミナ ー参加 者 に対 しス カ ン ジナ ビア航 空 は,75%割 引 の航 空 券 を提

供),② トラ ンス ア ル ビノ(ヨ ー ロ ッパ鉄 道 切符 販売 会 社)社 が ヨー ロ ッパ に

あ る7つ の ユ ース ・ホ ス テル協 会 と契 約,ヨ ー ロ ッパ 全鉄 道 の ホ ス テ ラー用 の

切符(35～50%割 引)の 販 売 依 頼,③ オ ラ ンダYH協 会 が 創 立50年 を記 念 し

て売 り出 し た,自 転 車,カ メ ラ,鞄,ユ ー ス ・ホ ス テ ル宿泊 を セ ッ ト邦 貨 約4

万 円 の ゴ ー ル デ ンバ イ クプ ラ ン(自 転 車等 は持 帰 り自由)等 で あ っ た。

ま た結 論 迄 には到 らな か ったが,国 際予 約 制 度 に折 り込 むバ ウ チ ャー(旅 行

ク ー ポ ンー ユ ー ス ・ホ ス テル間 に て通用 す る小切 手 と解 して良 い)の 取 り扱 い

は,国 際 旅 行 を よ り容 易 に す る手 段 と して期 待 出 来 る。

4.ユ ース ・ホ ス テ ルお よび青 少 年 旅 行 調 査 報 告

国 際 ユ ー ス ・ホ ス テ ル連 盟 委 員 の手 に よ って作 製 され た この 報 告 は,西 ドイ

ツ,フ ラ ンス,イ ギ リス3ケ 国の ホ ス テ ラ ー と一 般 青 少 年 を対 象 に 「旅行 」「ユ

ー ス ・ホ ス テ ル 」に関 して調 査 を行 った もの で あ る。

1)未 開 発 部 分 に対 す る広 報 活動

調 査 対 象 の3ケ 国 に お い て,ユ ー ス ・ホ ス テ ル を ま った く知 らな い若 者 は

殆 ん どい な い。

18才 か ら25才 迄 の ドイツ青 少 年 の82%は,ホ ス テ リング(ユ ース ・ホ ス

テ ル利用 の旅)の 経 験 を何 回 か持 ってい るが,こ れ は学校 又 は 青 少年 団体 に

属 す るな か で の 過 去の 利用 経験 に よ る もの で あ ろ う。同 様 事 項 に つ い て イギ

リス29%,フ ラ ンス20%で あ った。

ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 事 は聞 い た こ とは あ るが 利用 は 未 だ,の 英 仏 の 青 少年

の 大 多数 は,当 然 の 事 な が らそ こ で何 が 出 来,何 が 出 来 な いか を知 らな い。

そ の くせ ホ ス テ ル内 での 義務 や,規 則 が や か ま しい と信 じて い る。 海 外 の ユ

ー ス ・ホ ス テ ルを利 用 す る場 合,特 別 な会 員 証 を 必要 だ と信 じ てい る もの は
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以 外 と多 い。

以 上 の よ うに 「ユ ース ・ホ ス テ ル 」な る名 称 は浸透 して い るが,そ の 内容

は未 だ しで あ るの で,や は りこの よ うな 青 少 年 層 に対 す るPRは 不 足 して い

る と云 え る。

2)ユ ー ス ・ホス テ ル批 判 の理 由 と旅 行志 向

ユ ー ス ・ホ ス テ ル を批 判 す る理 由 と して は,① 規則 が多 す ぎ,厳 しす ぎ る,

② キ ャ ン プや ホ テルの 方 が 自由 で あ る,ま た③ ホ ステ ル料 金 は最 近 た か くな

った,が あげ られ て い る。

今 日 余 暇 の な い勤 労 青 少年 が20～30%い る と回答 され た が,理 由 と し て

は経 済 的 な もの が あげ られ,こ の 数字 を減 ず る為 に ユ ー ス ・ホ ス テ ルは その

役 割 を 果 す べ きで,こ れ は可 能 な事 で あ る。 青 少年 が旅 行 す る場 合 求 め る も

の は 次 の もの が挙 げ られ てい る。

① 気 の む くま ま移 動 が 出来 るよ う,旅 程 の 変 更 が完 全 に 自由で あ る事,②

規 則 と規 律 か ら完 全 に 自 由 に な る こ と,③ 同 年 代 の人 び と交 わ る事 が 出 来 る

こ と,④ 信 用 の お け る廉 価 な宿 泊施 設 の 利 用 手 続 きは,ど こで 出来 るか 知 る

こ と,⑤ 旅 費 を最 少限 に押 え る こ と。

以 上の5項 日 中,③ 項④ 項 は 我 々が ユ ー ス ・ホ ス テ ル活動 中 に求 め て い る

もの と ま った く一 致 して い る。 問題 は 青 少 年 の 心 の中 で,② 項 の 「自 由 」に

関 す る要 求 が ユ ース ・ホ ステ ル活動 と許 容 し合 え るか否 か で あ る。 キ ャン プ

は ホ ス テ リング と比 べ て,は るか に容 易 に 以 上 の5項 目の 要 求 を満 たす 事 が

出 来 る と思 わ れ る。

3)ア ル コー ル と男 女別室

これ は近 年 特 に 話 題 に な って お り,IYHF総 会 で もと り上 げ られ て い る

問 題 で あ る。

ユ ース ・ホ ス テ ル会 員は アル コ ール持 込 み を拒 否 して い るが ,非 会 員 は 持

込 み に賛 成 して い る。

総 合 的 に 判 断 し て現 状維 持 が 賢 明 で あ ろ う。
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ユ ー ス ・ホ ス テ ル 内で の ア ル コ ー ルの 是 非 は な か なか つ け難 いが,ホ ス テ

ル 内で アル コー ル を販 売 して い る オ ラ ンダ ユ ー ス ・ホ ス テ ル協 会 の 経験 を注

意 深 く検 討 すべ きで あ る。

ユ ー ス ・ホ ス テ ル 内の 男 女 同 寝 室 の 問 題 に つ い て 「少 年 少 女 が 同 じ寝 室 を

利用 す る事 を禁 ず る規 則 が あ る か らユ ー ス ・ホ ステ ルは 利 用 し た くな い 」と

の 設 問 に対 し,賛 成 が 反 対 を上 回 っ たの は,西 ドイ ツの み(非 会 員)の みで

あ る。

ユ ー ス ・ホス テ ル会 員 の 間 で は,大 多 数 一 ドイ ツ協 会 会 員 を含 め て 一

反 対 で あ る。 男女 別 が ユ ー ス ・ホ ステ ル利 用 の 阻害 の原 因 とい う事 は 考 え ら

れ な い よ うであ る。

1975年 ～1976年 に お け る会 員 の継 続 更 新 率 は,イ ギ リス50%,'フ ラ ン

ス36%,ド イ ツ54%(コ ン ピ ュ ー ター導 入 後 は80%)で あ るが,イ ギ リス

と ドイ ツに おけ る高 い更 新 率 は,会 員 向 け の定期 刊行 物 の効 果 に よ る こ とが,

ほ ゴ確 実 と され てい る。

4)む す び:我 々は将 来 に大 きな発 展 の 可能 性 を持 つ ユ ー ス ・ホ ス テル とい う

すば ら しい ユ ニ ークな組 織 を持 っ てい る。 そ れ なの に 我 々は,こ れ の 利用 を

充分 に生 か し切 ってい な い。 それ は 青 少年 の求 め て い る もの と,我 々 とが 同

一 の歩 調 で歩 んで こな か っ た とい う証 左 で もあ る。

しか しな が ら現 在 まで の ところ,こ の 差 が根 本的 に異 り,修 正不能 一

と い うと ころ迄 には 到 って い ない と思 う。 この状 態 を修 正 す る ため に,必 要

な 改 革 の 準 備 の重 要 性 は あ らた め て云 う まで もな い。

♂
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付 録2

図 番 覧 表

2-2-1

2-2-2

2-2-3

2-2-4

2-2-5

2-2-6

2-2-7(1)

2-2-7(2)

2-2-7(3)

2-2-7(4)

2-2-8

2-2-9

2-2-10

2-2-11

2-2-12

2-2-13

日本 ユ ース ・ホ ス テ ル協 会 機 構 図

ユ ー ス ・ホ ス テ ルの 種 類

ユ ース ・ホ ス テ ル活 動 概 略 図

年 令 別(男 女 別)会 員数

年 度 別 登録 会 員 数 グ ラ フ

1977年 度 月別 会 員数 グ ラ フ

ユ ース ・ホステル協会業務構 成図

会員登録処理手順

入会 申込書の様式

会員証の様式

登録料報告 書の様 式

新聞発送処理手順

ユース ・ホステル新聞(全 国版)

(支 部版)

宿 泊 予 約 受 付処 理 手順

予 約 は が きの様 式

ユ ース ・ホ ス テ ル宿 泊 者 名 簿 の 様 式

ユ ー ス ・ホ ス テ ル宿 泊 者 数 実 績 表 の様 式

宿 泊 予約 申込 書 の 様 式

ユ ー ス ・ホ ス テ ル宿 泊 予 約 券 の様 式
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図 番 号

図2-2-14

2-2-15

2-2-16

2-2-17

2-2-18

2-2-19(1)

2-2-19(2)

3-2-1

3-2-2

3-2-3(1)

3-2-3(2)

3-2-4

3-2-5

3-3-1

3-3-2

3-4-1

3-4-2

3-4-3

3-4-4

3-4-5

3-4-6

3-4-7

3-4-8

名 称

宿泊 予約通知書 の様 式

予約金集計表 の様 式

直営 ユ ース ・ホステル入出金処理 手順

日計票 の様式

金銭出納帳 の様 式

歳 入歳 出月報(歳 入 の部)

〃(歳 出の部)

情 報 シ ス テ ムの 目的

日本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル協会 運 営 組 織 図

日本 ユ ー ス ・ホ ス テ ル支 部 協 会 構 成

〃

日本 ユー ス ・ホ ス テ ル協会 配 置 図

直営 ユー ス ・ホ ス テ ル分 布 図

機能関連図

情報関連図

マ ス ター プ ラ ンに お け る情 報 シス テ ム構成 図

マ ス ター プ ラ ンの ネ ッ トワー ク概 念 図

マ ス タ ープ ランの ネ ッ トワ ー ク配 置 図

情 報 システ ム構 成 図

シス テ ム概 念 図

会 員 登録 業 務 シ ス テ ム ・フ ロー

入 出 金管 理 業 務 シ ス テ ム ・フ ロー

宿 泊 予 約 受付 業 務 シ ス テ ム ・フ ロ ー
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図 番 号 名 称 頁

図3-5-1 シス テ ム開発 手 順

4-1-1 シス テ ム構成 図

4-1-2 会 員登録 サ ブシステム処理概要図

` 4-1-3 新規会員登録処理
'

4-1-4 継続会員登録処理
■

「 4-1-5 会員証発行処理

4-1-6 会員登録実績報告書作成処理

4-1-7 登録料 ・備品販売 費管理処理'

4-1-8 会員 デ ータ管理処理

4-1-9 新聞発送 サ ブシス テム処理概要 図

4-1-10 発送用宛名帯封作成処理

4-1-11

4-1-12

4-1-13

4-1-14

4-1-15

4-1-16

4-1-17

4-1-18

4-1-19

4-1-20

4-1-21

4-1-22

4-1-23

4-1-24

会 員統計資料作成 サ ブ システム処理 概要図

会員統 計資料作成処理

入出金管理 サブ システム処理 概要 図

入金管理処理

出金管理処 理

勘定元帳作成処 理

宿泊予約受付 サブシステム処理概要 図

予約状況案 内処理

宿泊予約 クーポ ン発 行処理

宿泊予約表作成 処理

宿 泊 デ ータ ・フ ァイル更新処理

宿 泊利用 実績報告 書作成処理

宿 泊利用 統計資料作 成 サブ システム処理概要図

宿 泊利用 統計資料作成処理
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図 番 号

図4-1-25

4-1-26(1)

4-1-26(2)

4-1-27

4-1-28

4-1-29

4-1-30

4-1-31

4-1-32

4-1-33

4-1-34

4-1-35

4-1-36

4-1-37

4-1-38

4-1-39

4-1-40

4-1-41

4-1-42

4-1-43

4-1-44

4-1-45

4-1-46

4-1-47

4-1-48

名 称

入出力帳票関連 図

新規会 員登録 申込書(表)の 様 式(案)

〃(裏)の 様 式(案)

登録料 ・備品販売 入金票 の様 式(案)

入金 ・出金伝票 の様 式(案)

問 い合せ票 の様 式(案)

予約 申込 書の様 式(案)

宿泊 予約済 デー タ入力票 の様 式(案)

会員登録 リス トの様 式(案)

会員登録 実績 報告 書の様 式(案)

登録料 ・備品販売 入金実 績 リス トの様式(案)

発送 リス トの様 式(案)

入金 ・出金 明細表の様 式(案)

勘定 元帳 の様 式(案)

予約状 況 リス トの様 式(案)

予約 クーポ ンの様 式(案)

宿泊 予約表 の様 式(案)

宿泊 予約済 リス トの様 式(案)

システムとフ ァイル関連 図

会 員 デー タ ・ファイル構成図

入出力帳票 と会 員 データ ・ファイル関連 図

経理 データ ・フ ァイル構 成図

入出力帳票 と経理 データ ・ファイル関連図

宿泊 予約 データ ・フ ァイル構成図

入出力帳票 と予 約 データ ・フ ァイル関連図
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図 番 号

図4-2-1

4-2-2

4-2-3

4-2-4

4-2-5

4-3-1

4-3-2

名 称

端 末 構 成 図(案)

キ ー ボ ー ドの キ ー配 列(案)

端 末 設 置 第1案 に お け る回線 ネ ッ トワー ク(案)

端 末 設 置第2案 に お け る回線 ネ ッ トワー ク(案)

ホ ス ト ・マ シ ン構 成 図(案)

セ ン ターの 機 能

セ ン タ ー要 員 数
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表 番 覧 表

1977年 度 支 部 協 会 別会 員数 一 覧 表

ユー ス ・ホ ス テル業 務 概 要

ユ ー ス ・ホ ス テ ル施 設 数 ・会 員 数

シス テ ム化 対 象業 務処 理 一 覧

業 務 ・機 能 関 連 表

シス テ ム化 対 象 業 務 処 理 概 要

月 別 会 員 登録 分 布 表

入力 帳 票 一 覧 表

出 力帳 票 一 覧 表

会 員 デ ー タ ・フ ァイ ル項 目一 覧表

経 理 データ ・ファイル(歳 入歳 出 データ)項 目一 覧 表

予約 デ ー タ ・フ ァ イル項 目一 覧表

フ ァイ ル編 成 方 式一 覧表(案)

コ ー ド体 系 一 覧 表(案)
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1

表 番 号 名 称 頁

表4-2-1

4-2-2

4-2-3

端末設置方法(案)

第1案 における端末処理 内容

第2案 における端末処理 内容

◎

4-2-4

4-2-5

4-2-6

4-2-7

4-2-8

4-2-9

4-2-10

端末設置 方法第1案 にお ける端末の種類

端末設置 方法第2案 にお ける端末 の種類

端末の基本仕様(案)

端 末処理 内容 ごとの必要 端末機能

端末設置方法第1案 の回線 ネ ッ トワークの基 本

端 末設置方法第2案 の回線 ネ ットワー クの基 本

ホ ス ト ・マシン性能

4-3-1

4-3-2

4-3-3

4-3-4

4-3-5

4-3-6

4-3-7

4-3-8

4-3-9

端末障害対策の基本

センター運用 時間帯

情 報機器等の費用の説明

情 報機器等の導 入に伴 う一時費用 の説明

運用 費用 の説明

情報機器等の費用

情 報機器等 の導 入に伴 う一時 費用

運用 費用

公衆 通信 回線使用料概算値
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